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武庫川女子大紀要（人文・社会科学）
1 歳児と保育者のふれあい遊びにおける
共感的相互作用の事例研究
遠　藤　　　晶
（武庫川女子大学文学部教育学科）
Case Studies of Sympathetic Interaction 
in Playing with Physical Contact （Fureai Asobi）：
One-year-olds and Childcare Workers
Aki Endo
Department of Education, School of Letters
Mukogawa Women’s University, Nishinomiya 663-8558, Japan
Abstract
This study aimed to clarify sympathetic interaction in playing with physical contact（fureai asobi） between 
one-year-olds and childcare workers. Specific cases were used to investigate which types of games with one-
year-olds stimulated empathetic interaction. The childcare workers communicated their enjoyment of the 
play to many children, helped them to actively participate, and, to aid active participation, immediately read 
the children’s moods, enjoyed the games, and were actively engaged. We conclude that this interaction led to 
sympathetic interaction.
問題の所在と目的
1　ふれあい遊び
ふれあい遊びは，わらべうたや幼児が好きな歌に合わせて，大人と幼児，あるいは幼児同士で，動き
を楽しむ遊びである．藤田（2001）1）は，「いないいないばあ」「たかい，たかい」「だるまさんだるまさん」
「あがりめ，さがりめ」などの遊びを「ふれあいあそび」と呼び，ふれあう人同士が楽しいひと時をすごせ
る遊びとしている．塩野（2001）2）は「ふれあい歌遊び」と呼び，保護者が幼児とのスキンシップを図れる
ように，また保育者が保育の導入に活かせるように，関わり方を具体的に示している． 
ふれあい遊びは，歌いながら互いにまねをしあったり，身体に直接ふれたりして遊ぶものが多く，相
手や仲間との一体感や安心感を伝えることができる．室内で遊べるものもあれば，屋外で遊べるものも
あり，身体を動かす楽しさや爽快感を味わうことができるため，親子遊びや低年齢からの保育に長く好
まれている．
阿部（2002）3）は , ふれあい遊びをする際に大切にすることを次のように述べている．
赤ちゃんの目をまっすぐ見て，応えてやることが大事である．赤ちゃんが声を出して呼んでみたら，
それに応えてもらったことを喜ぶ．目もまだはっきり見えない赤ちゃんが，何に頼るかというと，
自分にむけられる優しい声である．それを求めて赤ちゃんが声を出す．何もかえってこなかったら，
赤ちゃんは不安になるが，人を求めたらちゃんと応えてもらったという体験をすると，赤ちゃんは
声をかけられたら相手の目を見ることができるようになる．しっかりと体にさわってもらうことで，
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幼児は体を通して，人を信じる気持ちが育っていくことにつながる ,
と述べているように，ふれあい遊びは，幼児の情緒面や運動面の発達に影響を及ぼし，関わる大人との
信頼関係の基礎を作るといえる．
2　1～ 2歳児にとってのふれあい遊び
1）1 ～ 2 歳児の発達特性
保育所保育指針 4）には，おおむね 1 歳 3 か月から 2 歳未満の子どもの発達の特徴として，「歩き始め，
手を使い，言葉を話すようになることにより，身近な人や身の回りの物に自発的に働きかけていく．歩
く，押す，つまむ，めくるなど様々な運動機能の発達や新しい行動の獲得により，環境に働きかける意
欲を一層高める．その中で，物をやり取りしたり，取り合ったりする姿が見られるとともに，玩具等を
実物に見立てるなどの象徴機能が発達し，人や物との関わりが強まる．また，大人の言うことが分かる
ようになり，自分の意思を親しい大人に伝えたいという欲求が高まる」と示されている．2 歳児ごろに
ついては，「歩く，走る，跳ぶなどの基本的な運動機能や，指先の機能が発達し，発声が明瞭になり，
語彙も著しく増加し，自分の意思や欲求を言葉で表出できるようになる．盛んに模倣し，物事の間の共
通性を見いだすことができるようになるとともに，象徴機能の発達により，大人と一緒に簡単なごっこ
遊びを楽しむようになる」と示されている．
幼児期の音楽的発達について Moog（1968）5）は，
1 歳児の音楽に対する動きは，両足を揺り動かす動きや，頭を縦に振る動き，踵を上下させたり，膝
を折ったり伸ばしたり，片手の平を規則正しく開いたり閉じたりする動きが見られる．1 歳の中ごろ
には，「指揮をする」ような動き，上下に飛び跳ねる動きや，左右に揺れ動く動きも変化する．子ど
もが歩けるようになるまえに，音楽に対して子どもを抱き上げて子どもと一緒に踊ってやれば子ど
もは非常に好むようになる．2 歳児においては，音楽に集中して動かずに傾聴するようになる半面，
音楽に対する運動反応は非常に多くなり，何か物をリズム的に動かすことも多くなる．歌の模唱に
ついては，1 歳半ごろはせいぜい 1 小節ほどであるが，2 歳児ごろになるとより長くなる，としている．
特に 1 歳児は，子どもは自分で動いたり，相手の動きに何とかして合わせたりする意図はなく，む
しろ揺り動かされたい欲求と，相手と身体接触をしたいという欲求が混在している時期である，
と述べているが，1 歳児の音楽に対する動きの特徴として重要な指摘であろう．
1 歳児は，無目的とも思える動きも多いが，リズミカルな運動や音楽に合わせて身体を動かすことを
好むようになり，喜びや感動や発見を共感してくれる人や友達と一緒に身体を動かすことを楽しむこと
ができる．ふれあい遊びは，幼児が大人の歌声を聴き，表情を間近で見て，手足や身体全体にリズムの
刺激を送り込んでもらえる遊びである．
2）関わる人との相互交流
大人と幼児のふれあい遊びでは動作やリズムを合わせて遊ぶ . 動きやリズムを合わせるには，お互い
の相互作用が必要となる .Condon & Sander（1974）6）は赤ちゃんの身振りが母親の発話に同期することを
示したが， Konvalinka et al.（2011)7）は，こうした同期はだれとでもすぐに起こるわけではなく親しい間
柄の人とのみで同期すると述べている .Cirelli ら（2014）8）は，14 カ月の赤ちゃんを対象とした研究で，
抱っこされて向かい合った相手と音楽に合わせて一緒に跳ねているだけでも，その相手が困ったときに
自発的に助けるような援助行動を見せるとして，幼い幼児にとって相互に同期することは援助行動を促
進する機能があるとしている．大人が幼児にふれあい遊びを通して関わると，幼児には喜ぶ表情が現れ，
その喜ぶ表情を見た大人は，さらに楽しさを伝えようと遊びを変化させ相互交流が深まる．徳永（2016）9）
は，身体各部位の運動リズムの同期に支えられた相互の関わりに心をつなぐ機能があると述べている．
幼児は，ふれあい遊びの動きや歌によって視覚・聴覚を刺激され，身体にふれあう優しい感覚を味わ
い，動きの面白さ，リズムに合わせて身体で表現する楽しさを知る．こうした身体表現の基礎的体験と
なる遊びを通して関わる人との豊かな交流が広げられていく．
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3　共感的相互作用
ふれあい遊びによって，人との関わりの心地よい緊張感や相互の感情交流が生まれるが，筆者は，快
の感情に裏付けられた他者との相互作用を「共感的相互作用」と定義し，ふれあい遊びのひとつである手
遊びによって「共感的相互作用」の効果があるか調査を試みた（遠藤　2016）10）．
大学生 4 名を対象に，「あんたがたどこさ」の手遊びを一人で行う時と 3 人で向かい合って行う時の，
額と鼻頭の皮膚表面温度をサーモグラフィによって測定し，遊びの状況による温度変化を比較した．筆
者の研究では 3 人で行った方が，額の温度は変化なく，鼻頭の温度は低下するという結果を得た．3 人
で向かい合って一緒に手遊び「あんたがたどこさ」をしている時は，歌い，息弾ませ，時には笑い，楽し
んでいる様子が見られ，呼吸量が増加したための鼻頭温度低下と考えた．
中澤（2009）11）は，大学生・大学院生を対象に，情動喚起刺激視聴時の心拍反応と顔面の体表面温度
をサーモグラフで測定し，ネガティブ情動喚起時に鼻頭の体表面温度が上昇したことを示している．
Mizukami ら（1990）12）も，母子分離場面における乳児の情動変化を測定し，母親と分離された乳児の額
の皮膚温度が低下したことを示して，不安時の交感神経系の活動が亢進したこと伴い，皮膚血管が収縮
したことによるものとしている．
先行の研究結果はネガティブ情動喚起時や母子分離場面の不安な状況についての結果である．筆者の
調査結果から，楽しい環境では，額の温度は変化なく，鼻頭の温度は低下すると考えた．調査対象者へ
のインタビューで，3 人ですると「ホッとする」「安心する」「だんだん盛り上がる」「むちゃくちゃになっ
た（リズムがくずれた）けれど，なんとかいけた」「楽しかった」というような発言があり，3 人で行う手
遊びはリラックスした状態で行われ，遊びに対する意欲が亢進した状態であったと考えた．仲間同士で
する手遊びでは，遊びの参加者が楽しくなるような共感的相互作用が高まり，手遊びの楽しさに繋がっ
たといえる．
遊びに参加する人の関わり方で遊びの質が変わり，ふれあい遊びも，大人の関わりが幼児の表情や動
きに影響を及ぼすと考える．
4　本研究の目的
1 歳児ごろの幼児にとってふれあい遊びは，大人が伝える遊びへの関心を高め，感覚刺激に対する適
応とリズムに合わせた動きの楽しさを獲得すると同時に，人との関わりへの関心を深める機会になる．
特に保育の状況では複数の幼児を対象に保育者が関わる場面も想定されるため，保育者，幼児同士など
の複雑な相互作用が高まる状況となる．
本研究の目的は，保育者と幼児のふれあい遊びにおける「共感的相互作用」を明らかにするために，1
歳児とのふれあい遊びを保育者がどのような関わりをすると「共感的相互作用」が促されるかについて，
具体的事例を通して検討することである．
事例検討
1　実践観察
1）日時と場所
2015 年 11 月に，O 市認定こども園のプレイルームで遊びの様子の観察を行った．保育観察の実施に
あたっては，園長およびクラス担任に保育観察の趣旨を説明し , ビデオ撮影で得られたデータなどは個
人情報の厳重な管理と適切な処理を行い，研究以外の目的には使用しないという説明をして了承を得た．
2）ふれあい遊びの流れ
保育者は近くにいる 1 歳児の様子を見て，話かけ，好きな遊びを手伝っていたが，保育者が声をかけ
ふれあい遊びを始めた．日常の保育のなかにもふれあい遊びなどを取り入れ，プレイルームで複数の保
育者が関わり，ゆったりとした保育は行われているようであった．
3）保育者が 1 歳児と遊んだふれあい遊び
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（1）「きゅうりができた」 【保育者の動き・遊び方】
1　きゅうりができた　きゅうりができた ＜手をたたく＞
きゅうができた　さあ　たべよう 
2　しおふってパッパッパ　しおふってパッパッパ ＜塩をまく格好をする＞
しおふってパッパッパ　パッパッパ
「もみ　もみ　もみ　もみ　もみ　もみ」 ＜幼児の身体をくすぐる＞
3　お水をジャージャー　お水をジャージャー ＜幼児の身体をなでる＞
お水をジャージャー　ジャージャージャー
4　包丁でトントトン　包丁でトントトン ＜手の平側面で幼児の身体にふれて
包丁でトントトン　トントントン 切る格好をする＞
（2）「いっぽんばし　こちょこちょ」（わらべうた）
いっぽんばし　こちょこちょ ＜幼児の顔から足先まで指でなぞる＞
たたいて　つねって　なでて ＜身体を軽くさわる・なでる＞
かいだん　のぼって　またおりて ＜身体に沿わせてなで上げる・下げる＞
うらから　まわって ＜抑揚をつけて歌い，期待を持たせな
こちょ　こちょ　こちょ がら身体にたくさんふれる＞
（3）「バスにのって」（谷口國博　作詞・作曲）
1　バスにのってゆられてく（ゴーゴー） ＜膝上に乗せて上下にゆする＞
バスにのってゆられてく（ゴーゴー）
そろそろ右に曲がります（ワン，ツー，スリー） ＜右側に倒す＞
2　バスにのってゆられてく（ゴーゴー） ＜膝上に乗せて上下にゆする＞
バスにのってゆられてく（ゴーゴー）
そろそろ左に曲がります（ワン，ツー，スリー） ＜左側に倒す＞
図 1　ふれあい遊びがはじまる直前の様子
図 3　「いっぽんばし　こちょこちょ」の遊び
図 2　「きゅうりができた」の遊び
図 4　「バスにのって」の遊び
4）観察の記録と分析
観察は筆者を含む 3 名で行い，ビデオ 2 台を設置し，遊びを記録した．分析は，ビデオを再生し，上
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記の遊び（1）～（3）の遊びごとに，保育者と子どもの関わり，子ども同士の関わりについてのエピソー
ドを記録した．エピソードの記録と分析は筆者が行った．分析の対象は，ビデオ再生によって記録が可
能であった 8 名（以下 A 児などと記載する）である．保育者のふれあい遊びの中での快の感情を基盤と
した共感的相互作用の事例を挙げて以下検討を加える．
2　保育者との遊びの流れと共感的相互作用
保育者が C 児を寝かせたことから遊びが始まった ,　保育者がテンポや声の大きさなどを変化させて
歌うのを聞いて，幼児は喜ぶ表情を見せる ,　幼児の表情や動きの変化を見て，保育者は遊び方を変化
させる．保育者は幼児同士の座り方や寝かせ方などに配慮し，身体と身体の距離間を調整した．幼児に
やりたい気持ちを確かめるように言葉をかけ，働きかけ，心地よい感覚になるように遊び方を工夫して
いた．幼児のつぶやきや動き・行動などを受けとめ，時にはあいづちを入れ温かい表情で遊びを展開し
た．
1）「きゅうりができた」
「きゅうりができた」は，リズミカルな歌である．保育者は軽快に歌い，目の前にいる 1 歳児に一度に
たくさん関われるように手を素早く動かしていた（図 2）．
　 エピソード①
　保育者に近寄った C 児に「ごろんして」と声をかけ寝かせた．近くにいた A 児が C 児と保育者の近くに寝
転ぶと，二人の間に B 児が「B ちゃんも」と入ってきた．近くで座っていた D 児にも声をかけて寝かせ，そ
ばにいた F 児と E 児も加えて，保育者は手をたたいて歌い出した．「もみもみもみ」と身体をゆっくり優し
くさわりくすぐりを加えたところで，A 児は「キャー」と声を上げ，仰向け姿勢からうつ伏せ姿勢に変えて
いる．さらに身体を回転させて保育者に向かって声を上げて喜んでいる．
　保育者が歌うのを見て，B 児も手をたたいて保育者の動きをまねしている．保育者にくすぐられて，「キャ
キャ」と笑って保育者を見た．
●保育者との視線の交流・保育者に向ける意識
保育者は穏やかに微笑みかけ，視線を交わした．幼児は保育者に対する力みもなく，自然に視線は保
育者の方を向き，これから始まろうとする遊びに，惹きつけられているように思われた．そして，幼児
は保育者の関わりを身近に感じている．保育者は歌のリズムに合わせて動くので，幼児の身体に直接そ
のリズムが伝わっている．保育者に足を付けて前に 8 人並んで寝転び，安心して身を委ねている感じで
ある．
●大事にされる感触を楽しむ
A 児が身体の動きから，保育者に遊んでもらいたい，関わってもらいたい気持ちが表れ，自分に大事
に関わってもらっている感触を楽しんでいる．仰向けからうつ伏せ，横向きからさらにうつ伏せと姿勢
を変えているが，保育者にくすぐられることを嫌がっている様子はない．徐々に身体が開放され，
「キャー」と喜ぶ声や表情で保育者に嬉しさを伝えているようでもある．B 児も保育者を見ていて，歌が
始まるとリズムに合わせて手をたたいた．保育者からの働きかけに興味を持ち，歌を聞いている．保育
者のふれあい遊びを喜んで受け入れ，身体感覚を楽しむ様子が見られる．くすぐられることも予想し，
一瞬身を硬直させるが，関わってもらいたい気持ちが表れているように見えた．
2）「いっぽんばし　こちょこちょ」（わらべうた）
「いっぽんばし　こちょこちょ」の遊びは，ゆっくりしたテンポで歌い，保育者の左右の手で二人を同
時に関われるようにしていた（図 3）．
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　 エピソード②
　A 児と G 児が並んで保育者の前に仰向けに寝ている．保育者は二人の幼児の身体の中心を指でなぞり，
「いっぽんば－し－」と歌った．保育者が「こちょこちょー」と溜めて長めに歌うと，A 児は「キャー」と声を
上げて横向きになり，G 児の方を向いた．A 児は身体の向きを戻さず横向きになったままである．保育者は，
G 児にはおなかに，A 児には脇腹をそっとさわり，遊び続けた．「うらからまわって」とさらにじらすよう
に歌い，保育者の身体を幼児に寄せてから「こちょこちょこちょ」と長めにくすぐった．
●保育者への接近
保育者が二人ずつ関わったので，幼児にとっては，自身に対応してもらえる時間が増えたが，自分の
番になるまで待つ必要がでてきた．保育者に関わってもらう時は，幼児同士のお互いの距離は近くなっ
て窮屈な状況であるが，保育者への積極的なアプローチが見られた．
●保育者の関わりに合わせた緊張と弛緩
「いっぽんばし　こちょこちょ」の歌い方は，幼児の身体に沿わせた保育者の手の動きに協応している．
くすぐりの感覚を伝えようと溜めて歌うと，幼児に緊張と期待が伝わり，その期待に応じてくすぐり度
合いを高めた手の動きが伝えられる．くすぐりの度合いを調整しながら，歌い方を変化させ保育者の息
遣いによって，身体が固まったり緩んだりする感覚を楽しんでいた．
A 児を見ると，くすぐられる感触は苦手のようであるが，それでも身体は保育者の方に向けられてい
て嫌がっている様子ではない．溜めて歌う保育者の遊びを受け止め，してほしいようなしてほしくない
ような，複雑な感覚を楽しんでいる．また，A 児のように，さわられる身体の場所を自分で選んでいる．
おなかではなくこれまでとは違う脇をくすぐってほしいと，身をかわす様子にあらわれている．自分の
身体の感覚を知る機会となるとともに，遊びの変化・展開を期待している様子であった．
● 1 歳児同士の譲り合い
幼児が互いの場所を巡り，自己主張も出てくると，幼児の動きにも変化が見られた．他の幼児が足を
保育者に向けているが，G 児は頭を保育者に接近させていた．保育者は G 児の身体の向きを調整する
ために，頭と足の方向転換をさせようと抱きかかえた時，隣にいた B 児は G 児が横に入れるよう身体
を寄せて入れる場所を譲る様子が見られた．G 児が何としても入りたい気持ちを B 児が汲み取って，
場所を譲った様子であった．
3）「バスにのって」
保育者の膝に乗せた幼児を膝上で上下にゆする遊びから，「バスにのって」の遊びが始まった．歌に合
わせて「ゴーゴー」と手を振ること，左右の傾きを楽しむことを既に経験をしていたようで，保育者がゆっ
くり歌い始めると，幼児がリズムに合わせていた（図 4）．
 　エピソード③
　保育者は，膝上に E 児を乗せ，さらに A 児，B 児の 3 人を膝上に乗せた．膝を上下させ振動を加えて歌
い始めた．保育者は「そろそろ右にまがります」「3・2・1」の掛け声の後，3 人を抱え右方向へ傾けた．3 人
は嬉しそうな表情をしている．続いて，「バスに乗って揺られてく」と 2 番の歌詞を歌い，次に左方向に傾
けると，再び幼児の嬉しそうな表情が見られた．保育者が歌い終わり，「とうちゃーく（到着）」と知らせると，
3 人は自分から保育者の膝上から降りた．
　膝の上に乗っていなかった C 児は保育者が A 児・B 児・E 児 3 人を膝上に載せてもらっている遊びをじっ
と見つめていた．保育者が「バスにゆられてく，ゴーゴー」に合わせて，手の動きを付けている．「3・2・1」
の掛け声のあと保育者が 3 人を抱えて傾けたことを見て，C 児も一緒に動きをまねて身体を傾けた．やり
たい気持ちを表情に表し，遊びの終わりを待って「C ちゃんも」と保育者に言葉で伝えていた．
●要求を伝える
保育者が一人の幼児を膝に乗せたことをきっかけに遊びがはじまった．保育者は A 児・B 児・E 児 3
人を膝上に載せて，膝を上下に動かし，「バスにのってゆられてく」とゆっくり歌い始めた．幼児の身体
がリズムに乗ってくると，保育者もさらに膝を上下する動きの速さを変え身体を左右に倒す動きを加え
た．C 児は保育者に乗せてもらっている楽しそうな遊びを間近で見ている．自分もやりたい，乗せてほ
しいと，やりたい気持ちが掻き立てられる．保育者に察してもらいたくて，視線を保育者に向け，遊び
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が一段落するまで待ち，自分もやりたいと言葉で伝えた．
●まねる
C 児は，A 児・B 児・E 児 3 人と保育者との遊びを見ていた．3 人が保育者に遊んでもらっている遊
びに引き込まれるように見ている．保育者が 3 人を右に傾けると，C 児もあたかも自分がしてもらって
いるように身体を右に傾けた．齋藤（2000）13）は「「まねる力」は＜間身体的想像力＞という身体と身体の
「あいだ」で交される想像力が働くことであって，相手の身体を自分の身体のように感じとる力である」
と言う．他者の動き全体を自分の身体に重ね合わせる力で，幼い時期から身に付けている身体の動きを
学ぶ方法である．C 児は，3 人の動きがあたかも自分の身体の動きのように身体を傾け，人の動きを夢
中でなぞっているうちに，自分の身体が無意識のうちに動き出したようであった．
1 歳児と保育者のふれあい遊びにおける共感的相互作用について，1 歳児の身体表現，保育者との関
わり，1 歳児同士の関わりの 3 つの観点からまとめた（表 1）．1 歳児は保育者が与える接触感覚や遊び
心を伴う緊張や弛緩を受け止めて，保育者の動きを模倣しようすると同時に，保育者に対する視線交流
や，接近・要求など，積極的に関わろうとする意欲も生まれた．1 歳児同士は偶然ではあるが譲り合い
も見られ，1 歳児はふれあい遊びの関わりの楽しさを共有しながら，保育者や子ども同士の多様な関わ
りを広げることが見られた．
表 1　1 歳児と保育者のふれあい遊びにおける共感的相互作用
1 歳児の身体表現 保育者との関わり １歳児同士の関わり
大事にされる感触を楽しむ
保育者の関わりに合わせた緊張と
弛緩
まねる
保育者との視線の交流・保育者に
向ける意識
保育者への接近
要求を伝える
１歳児同士の譲り合い
ふれあい遊びにおける共感的相互作用
1　ふれあい遊びにおける共感的相互作用の効果
保育者は動きを見せる，身体にふれる，身体をなでる，指でなぞる，くすぐる，膝上に乗せて揺らす
などの動きで，1 歳児が身体の感覚を楽しめるよう優しく働きかけた．保育者が柔らかい表情で接し身
体感覚への刺激を与えると，幼児は保育者にしてもらう遊びへの関心をもち，歌う声に耳を傾け，姿勢・
視線の交流や保育者に向ける意識を高めた．保育者との遊びを通して，ふれてもらいたい，揺らしてほ
しい欲求を高め，大事にされる感触を期待して保育者への接近が見られ，保育者のリズムに合わせ，模
倣欲求・表現欲求も高められていた．くすぐられることを喜ぶ身体の開放とともに，予期せぬ関わりを
楽しみつつ保育者を見ている．保育者がくすぐろうとする動きに，身をかわすなど，緊張と弛緩を味わ
いつつ，保育者の関わり方に興味をもち，自分もしてほしいと要求を伝えた．場所を巡るやり取り，場
所の譲り合い，要求を伝えるなどの，社会的行動も見られた．
ふれあい遊びの共感的相互作用によって，保育者にしてもらう遊びに対して，1 歳児がそれぞれに関
心を高め，自身の身体の感覚を楽しみ，感情の交流を深めていた．
2　1歳児と保育者のふれあい遊び
保育者が歌う歌のリズム，動きのリズムに合わせたふれあい遊びに，1 歳児が複数で参加した．保育
者は，幼児の様子を見ながら，テンポを変え，ささやくような歌い方をしたり，溜めてじらしたり，長
めにゆっくり歌ったりして，遊び方の工夫をして関わった．
保育者の関わりに対して幼児は，歌がはじまると歌を聞き，リズムに合わせて手をたたき，身体を保
育者に向け，遊びに対する積極的な意欲が見られた．幼児はただ身体を任せてさわってもらうのを待つ
のでない．積極的に自身に起きる身体感覚を楽しみ，幼児同士の感情交流や保育者とのコミュニケーショ
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ンをとっていた．
くすぐりの遊びに対しても，保育者に接近している様子からも嫌がっている様子はなく，してほしい
ようなしてほしくないような複雑な感覚も楽しんでいた．ふれてもらう身体の場所を自分で選び，自身
の身体の感覚を楽しんでいたのは ,　ふれあい遊びを通して保育者からの温かい感触を感じることがで
きたからであろう．複数の幼児が相互に関わる複雑な遊びは，自分の番が来るまで「待つ」ことが必要で
あった．そのことで一層やりたい気持ちが湧いてくる．やりたい気持は保育者への視線や動きで伝えて
いた．一方，積極的な参加の姿勢は長くは続かず途切れやすいということも特徴であった．心の準備が
十分でない幼児は積極的な保育者への接近はなく，「見ている」「その場を離れる」などの様子が見られ，
気持ちに照らし合わせた参加をしていた．
1 歳児を対象とするふれあい遊びは，保育者との信頼関係が基盤になり，自分もしてほしい，参加し
たいという意欲につながるのであろう．1 歳児を対象とする集団の遊びでは，保育者は個々の幼児の遊
びに対する意欲を受け止め，瞬時に変化する欲求に対応しつつ遊びを展開する必要がある．
3　共感的相互作用を高める保育者の役割
1 歳児を対象にしたふれあい遊びでは，保育者が遊びに直接関わり，幼児同士の関係を調整し，援助
を行っていた．保育者の共感的相互作用を高める役割は，①快の感情を共有すること，②幼児の様子に
応じて遊びを臨機応変に展開すること，③他児との関係調整の 3 点であったと考える．
まず，快の感情を共有するために，保育者と複数の 1 歳児がふれあう遊びでは，幼児の喜ぶ表情が展
開の重要な手立てとなっていた．保育者は穏やかな表情で笑いかけている．声のトーンも明るく，時に
は楽しさを増すように大げさな表現を加えて楽しませユーモアのある関わりが見られた．幼児のやりた
い視線や表情を受け止め誘いかけるなど，保育者からの快感情の発信は重要であった．共感や励ましな
どを言葉で伝えること，身体にふれる行為を通じた支持的援助や優しく丁寧な対応など，関わり方の質
を高めようとしたことが挙げられる．
次に，幼児の様子に応じて遊びを臨機応変に展開することである．幼児と遊んだふれあい遊びは，保
育者に近寄った C 児に「ごろんして」と声をかけ寝かせた保育者の誘いかけから始まった．「きゅうりが
できた」の途中，歌は歌わず＜くすぐる遊び＞だけをしていたように，ふれあい遊びの歌詞に関連して
遊びを少し広げることも遊びの幅を広げる．保育者が日ごろから遊びに関する豊富な知識を持っている
ことも，遊びの展開には欠かせないことである．
3 つ目に，他児との関係調整である．1 歳児同士の交流を繋げ，楽しさを共有できるよう関係を調整
する役割である．保育者の近くを巡ってやりとりが生じた際にも保育者は声を掛けて調整を図っていた．
そのため大きなトラブルには発展せず，幼児同士心地よく遊びを継続することができたが，遊びの流れ
の中で保育者のタイミングのよい言葉かけは重要であった．保育者はできるだけ多くの幼児にふれあえ
る「関わりの工夫」が必要であった．保育者は，一人一人に十分に関われない場合には，幼児への言葉か
けや表情を交わし，後で優先的に関わるなどの工夫をした． 
保育者が遊びの楽しさを伝え，関わりの工夫をして幼児同士の交流を繋げることで，相互に関わる快
感情を基盤としたふれあい遊びが可能になる．保育者は，幼児の状況を瞬時に読み取り，幼児との遊び
を楽しんで創造的に遊びを伝えること，幼児の身体に心地よいリズムや動きの刺激を手足や身体全体に
送り込むこと，幼児同士の交流をより密接にすることが求められる．保育者の対応力は極めて重要であ
る．
まとめと今後の課題
本研究では，1 歳児と保育者との共感的相互作用について，ふれあい遊びの観察事例をもとに検討し
た．
1 歳児は，リズミカルな運動や音楽に合わせて身体を動かすことを好み，喜びや感動，発見を共感し
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てくれる人や友達と一緒に身体を動かすことを楽しめるようになるといわれる．ふれあい遊びを通して，
保育者が幼児の様子を見ながら快の感情になるような関わりよって，次のような 1 歳児の様子が見られ
た．
保育者にしてもらう遊びへの関心をもち，ふれてもらいたい，揺らしてほしい欲求を高め，大事にさ
れる感触を期待して保育者へ接近した．保育者のリズムに合わせ，模倣欲求・表現欲求も高められてい
た．身体への刺激を楽しみ，自身の身体の感覚を高めた．自分もしてほしいと要求を伝え，お互いに目
を合わせて微笑み合うことや，場所を譲ることなどが見られ，遊びの楽しさを共有しようとする共感的
相互作用の芽生えが見られた．
その際，保育者は，①快の感情を共有する，②幼児の様子に応じて遊びを臨機応変に展開する，③他
児との関係を調整することについて配慮し，複数の 1 歳児を対象にも遊びのおもしろさを伝え，積極的
な参加に繋がるような援助をした．1 歳児との遊びを創造的に楽しもうとした保育者の援助によって，
共感的な相互作用が高められたのであろう．
1 歳児は，まだ自分の身体を自由に使うことも，言葉の理解もまだ十分ではない．しかし，日常的に抱っ
こやあやしてもらうことを通して，心地よさや身体を通した大人とのコミュニケーションの欲求は十分
に持ち得ている．そのため保育者にふれてもらうことやくすぐりなどの身体接触を含む遊びは 1 歳児に
は受け入れられやすい．ふれあい遊びは，保育者から発信された歌やリズムが，声の強弱や面白い動き
になって幼児の感覚を刺激するが，リズミカルな運動や音楽に合わせて身体を動かす遊びを好む 1 歳児
には楽しい経験になる．身体がまだ小さい 1 歳児は，間近でかかわる大人の歌声を聴き，表情を見て，
手足や身体全体にリズムの刺激を受け止めるので，大人との距離が近く相互関係の機会が増える．ふれ
あい遊びは，動きの面白さ，リズムに合わせて身体で表現する楽しさを知る身体表現の基礎的体験とな
り，関わる人との関係を広げる豊かな交流の機会にもなる．1 歳児と保育者，1 歳児同士の共感的相互
作用を通して遊びへの意欲を高めることができることを理解した．
本研究では，1 歳児のふれあい遊びの相互作用による遊びの展開を示すことができた．保育者は快の
感情を共有し，幼児の様子に応じた遊びの展開や他児との関係調整に配慮した関わり方によって，幼児
の遊びへの意欲を高めることができるだろう．共感的相互作用を活用した関わりは，保育者だけでなく
親の関わり方の自信にもつながる．今後，1 歳児のふれあい遊びにおける感情交流の多様な場面につい
て検討するとともに，共感的相互作用の発達プロセスについて理解を深めたい．
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Abstract
During the period of Vichy (1940-1944), the educational system was reformed according to the slogan, 
“Travail, Famille, Patrie”, and “Révolution nationale”. In elementary schools “instruction morale et 
civique” of the third republic was replaced “Eduation morale, civique et patriotique”. Originally, the gov-
ernment decided that it could include “religious education” in public elementary schools, but the Minister of 
public education, Carcopino, made a new law and forbade religious education in the schools.  Many new 
textbooks were pubished in this period. The contents were similar to those of the first period of the third re-
public, although Phillipe Pétain attacked the spirit of third republic.
はじめに
1939 年 9 月 1 日にドイツはポーランドに侵入し，9 月 3 日にはフランスはドイツに対して宣戦布告
する．1940 年 5 月にはドイツ軍が一斉攻撃をかけ，6 月 14 日にはパリに入城する．
ペタン（Phillipe Pétain, 1856-1951）はドイツとの休戦を主張する．フランスはパリを含む「占領地帯」と
「自由地帯」に分割される．6 月 17 日にはボルドーに移っていた議会はペタンに政権をゆだねる決議を
する．6 月 22 日に休戦協定が調印された．パリを含む国土の 5 分の 3 はドイツ占領下におかれ，フラ
ンスにとって過酷な休戦条件であった．政府は 7 月 1 日からヴィシーに移る．
本稿では，ヴィシー政権下の小学校において，これまでの第三共和政期下において法的には 1882 年
法に端を発する「道徳・市民教育」がその後「道徳・市民・愛国教育」になるが，どのように変容をとげた
のかを明らかにすることを研究目的とする 1）．
第 1節　ヴィシー政権の成立
ペタンは 1940 年 6 月 17 日には「祖国の伝統に対する信仰に従うしかないゆえ…すべてのフランス人
は政府の周囲に集合する．」2）と訴える．6 月 25 日には「未来にむけて…新たな秩序をつくりあげること」
「知的，道徳的再建」の必要性を主張し，これまでは「享楽の精神」3）であったとらえ，第三共和政期を「個
人主義」の時代と批判的に位置づける．カトリシズムを思想的な支柱におく．
ラヴァル (Pierre Laval, 1883-1945) らによって新憲法が審議されていく．1940 年 7 月 10 日の憲法的法
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律がだされる．ここにおいて共和国は「消滅」する．その内容はわずか 1 条で「国民議会は，共和国政府
に対して…フランス国（État français）の新たな憲法を公布するために，ペタン元帥に…すべての権限をあ
たえる．この憲法は労働と家族と祖国の諸権利を保障する」4）とあるのみである．ペタンによる独裁体
制による「フランス国」が成立することとなる．ラヴァルは議会にこれからの制度についての白紙委任状
をうけいれることを要求したのである 5）．その後，ペタンは自分の名前で第三共和政期の立法を次々と
廃止していくことになる．しかし，フランスは国土の 5 分の 3 を失っている．
「占領地域」においては「ヒトラー総統と軍の最高司令官により権限を授与されたフランス軍」による使
用禁止手引書（manuels, 「教科書」と訳すこともできる）目録が 1940 年 8 月 30 日のオルドナンスによって，
ついで 1941 年 2 月 5 日になって作成された 6）．1940 年 9 月には「出版協定」が出版社組合によってださ
れる．検閲の規定がつくられたが，「ドイツの名誉を傷つける」などの記載のある書物は，出版社組合の
「自主規制」で出版できなくなる 7）．ついで，これまで流通されていた手引書の販売の「一時停止」が行わ
れたりする 8）．出版組合が禁書リストをつくったこともあった 9）．たとえばアシェット社など出版社が
単独で回収リストをつくったこともあった 10）．ドイツに紙を支給する権限を握られていたためと考え
られる．ドイツ宣伝省（Propaganda Abteilung）から出版社へ「特にドイツに批判的」な手引書に回収・訂正
命令がだされた 11）．
「自由地域」においても，1940 年 10 月 3 日の法律で，ユダヤ人（juif）の公的活動が法的に制限される
など，ヴィシー政府はナチスの主張と法的に歩調をあわせていくこととなる．ユダヤ人は教職を追われ
ることにもなる．後にはフリーメーソンも攻撃の対象となる．
この憲法的法律にでてくる「諸権利」はむしろ徳目程度の意味になり，むしろ「労働・家族・祖国」とい
う新たなスローガンが宣伝されていくこととなる 12）．「フランス国民」にむけてはペタンの演説，ラジ
オ放送やパンフレットが作成されてプロパガンダが行われていくこととなる．
ペタンは「国民革命（Révolution Nationale）」を唱える．その内容は必ずしも見解の一致をみないが，ペ
タンらの思想はこの時期に突如現れたものではない 13）．また，ドイツに指示されたものでもない．ペ
タンらは精神的な堕落が敗戦の原因とみなしたのである．国民の「道徳的退廃」を問題とし，「労働・家族・
国家」のスローガンのもと，キリスト教の伝統を根本とした「精神の「建て直し」が必要とされた 14）．「共
和国の学校」は「国民（national）の学校」へとつくりかえられようとしていく．
第 2節　ヴィシー政権とプロパガンダ
ヴィシー政権はさまざまなプロパガンダ 15）をおこなった．その媒体は多種であった．パンフレット
について例をあげると，『家族の復興と国民革命』では，「個人主義の災難の効果」から「家族のつながり
の強化」が提唱される．「家族の保護の必要性」から，母性の保護 16），子ども期の保護，人種（アルコール，
麻薬，売春）からの保護がいわれる．ここ 50 年の家族は「なげかわしいもの」と批判し，「家族とは，我々
である」「家族とは自然の共同体である」と家族の「再建」を主張し，個人主義を批判する 17）．『学校はど
こへ？』では，教育をになうのは家族の権限，教会の権限，国家の権限であり，教会の役割を肯定的に
とらえている．ライシテに関しては「博愛的，中立的なライシテ」（国はすべての信仰を尊重し，保護す
る），と「攻撃的ライシテ，宗教排除主義（laïcïsme）」を区別し，後者は「反宗教的教育になる」と批判して
いる．前者の立場で，「良心の自由」は認めるものの，「神を無視することによって学校の中立性をうけ
いれることはありえない」として，「神に対する義務」の削除は「哲学的にばかげている」と批判している．
新たな精神にもとづいた初等教育改革の必要も述べている．後述する 1940 年 12 月 5 日の官報告示の教
育プログラムも掲載されている．「なぜシュヴァリエ氏は神を道徳のなかに再導入したのか？」と述べ国
民への周知をはかっている 18）．ホールズによると，「道徳改革」にもっとも影響力があったプロパガン
ダは映画であり，1941 年の映画館入場者数は 2 億 2480 万人にのぼったという．この時代，多くのフラ
ンス人は週に 1 度は映画をみていた 19）．また，学校教育に映画をとりいれようと政府としても考えて
いた 20）．実際に理科学習における自然現象や地理学習における各地の状況に関する映画もつくられて
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いた．しかし，フランス国は「ドイツのコントロールに従属する」という条件で教育映画をつくってい
た 21）．
ペタンの演説については，これも例をあげると，1941 年 10 月 13 日（学校にとっては新学期のころ）
には「フランスの小学生たちへ」というメッセージをだし，「フランス人にかけているものは強靭さであ
る」といい，学校における「忠誠」をうったえる．それは軍隊で言っていることと同じという．「しっかり
勉強し，勇気を持ち…」と述べている 22）．
それでは初等教育ではどのような「国民革命」が企てられたのだろうか．当時考えらえた「国民」の育成
に，学校における「道徳教育」が関係することは容易に想像できる．
ペタン自身がかいた「国民教育」と題する文書のなかで，「国民教育の改革がもっとも重要である」と述
べる．そこで彼はそれまでの教育を批判し，精神の教育に「規律の厳しさ，強さ」を主張し，学校での規
律は家庭での規律の助けとなるといい，そうしてはじめて，またそういうことによってのみ強い人間，
人民が形成されるという．また，「個人主義の学校」ではなく，「個人主義は家庭，社会，祖国があって
はじめて存在する」といい，ここでも家庭や祖国の重要性を訴えかける．また「労働は地上の人間の共有
物である．それは避けがたい必要性のうえに課せられるものである．あらゆる古代の文明は主人の労働
の必要性から解放し，奴隷にさせる傾向にあった．しかし，キリスト教によって労働と労働者の尊重が
もたらされた．…教育の目的はすべてのフランス人に労働の意欲と努力への愛をもたらすものであるこ
とを我々はわすれてはならない．」23）と労働の重要性も述べている．「祖国において高貴な文化の伝統」
を守る必要性も説く．学校では「元帥は，われわれである」といわれ，「元帥をたたえる唱歌も歌われ
る」24），個人崇拝といえるプロパガンダも行われる．キリスト教（カトリック）と国家を結びつかせ，「労
働・家族・祖国」のスローガンの通りのプロパガンダが行われたといえる．
第 3節　ヴィシー政権と「教育改革」
それでは，より具体的にどのような「改革」がなされようとしていたのかを法令と手引書をもとにし以
下にみることとする．
1940 年 11 月 23 日省令で先に小学校上級（高等小学校準備級）における「道徳，市民教育，日常の法」
の学習プログラムが改訂される 25）．「社会的道徳」の一つとして「労働の必要性，崇高さ」も位置づけられ，
家族の重要性，祖国の防衛，愛国心ということが登場する．ここでは，自分に対する義務，同胞（家族，
祖国）に対する義務とともに「神に対する義務」がここにまた復活する．
さらに，公立学校における宗教教育の復活が企てられた．1940 年 9 月 3 日には，1904 年 7 月 7 日の
法律（修道会による教育の禁止）が廃止されていた．教会側はカテキスム書の必要性をはやくも主張しは
じめる 26）．また，第三共和政期に手引書から一時期消えた「神」などの語句を再び手引書に取り入れよ
うとした 27）．さらに，1941 年 1 月 6 日の法律（大臣の名前をとってシュヴァリエ法といわれる）で小学
校における宗教教育（カテキスム）が選択科目として認められ，私立学校への公費助成も可能になった．
司祭が公立小学校にはいることも可能になった．宗教教育は司祭でしか担当できないことが多かった．
しかし，国民教育大臣ジャック・シュヴァリエ（Jacques Chavalier, 1882-1962, 在職 1941.12.13 ～
1942.2.23.）のこのような政策が反教権派の反感をかったことは確かであり，1941 年 2 月 23 日には国民
教育大臣を解任される．
シュヴァリエのあとに国民教育大臣 28）となるのが，ジェローム・カルコピーノ（Jérôme Carcopino, 
1881-1970，在職 1941.2.24-1942.4.18.29）である．シュヴァリエの時代に導入された私立学校への公費援助
の規定はのこったものの，反教権派に配慮して 1941 年 3 月 10 日の法律で，「宗教教育は学校の外で」選
択科目として行うことになった．「学校の外で」とあるのは，1882 年フェリー法と同じである．これで
司祭は学校に入ることはできなくなった．
当時，国民統合の観点からみれば，教師と司祭の「古い闘争」を再燃させるわけにはいかず，公費でつ
くられる公立学校に宗教をもちこうことはできなかったと考えられる 30）．また，第三共和政期以降の
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公立学校からの排除がすでに国民に浸透していたゆえ，といえよう 31）．また，対独協力者からみても
賛成できるものではなかった 32）．それは，カルコピーノ退任後，ラヴァルが実験を握るようになって
も変わらなかった．
1941 年 8 月 15 日の法律（カルコピーノ法）第 1 条で小学校は第 1 サイクル（CP, CE,CM）と第 2 サイク
ル（2 年間）に分けられ，翌 8 月 16 日の省令で学習プログラム 33）が出される．なお，同法で高等小学校
は廃止され，現代コレージュ・技術コレージュとなる（5 条）．その点はヴィシー政権解体後にも影響を
及ぼすところとなった．1940 年の学習プログラムよりカルコピーノ法の影響下にある 1941 年 8 月に出
されたものがよりヴィシー政権崩壊にいたるまでより長期にわたって実効性があったと考えられるゆ
え，以下に 1941 年版を検討する．
いずれの学年も「道徳・市民・愛国教育（Education morale, civique et patriotique」が週 1 時間，「宗教教
育（Instruciton religieuse）」が学校外の選択教科として週 1.5 時間という配当である．
学習プログラムでは，準備級は「道徳」として，「道徳的な講話（causeries），自分が生まれることので
きるに至った歴史の話，祖国への犠牲」からはじまり，伝統と祖国の重視がはやくもみられる．
初級になると「道徳・愛国教育」となり，以下のような内容となる 34）．
国，地方の伝統を負う道徳あるいは歴史をテーマとする打ち解けた話（entretiens familiers）．
フランス語の記念碑（モラリスト，政治的名文家，ペタン元帥のメッセージ），となる教育的価値につ
いての学習
祖国：生まれた大地への愛着，家族の尊重
道徳の力とその精神的根源（sources spirituelles）
中級になると以下のとおりとなる 35）．
読むことと講話：社会生活への義務
労働と労働者の尊重，家族，社会，個人の徳（vertu），良心，努力への愛，犠牲の精神，勇気，親切，
寛容，節制，ひかえめ，誠実
伝統とフランスの統一
キリスト教文明
上級は「道徳，市民，愛国教育」となるが，「祖国」「家族」「個人」「社会における義務」という構成で
ほぼ同じである．「市民教育」では「国の組織，行政の部局，裁判所，陸軍，海軍，国民教育，若者の活動」
とある．若者としてどのような「フランス国」の一員としてどのような活動をするか，ということにも言
及がある．
上記では「神に対する義務」の語句は消えたが，宗教教育の時間の復活したことがあり，また当時カル
コピーノは「信仰をもつものと無信仰な者に配慮して…霊的な価値（valeurs spirituelles），祖国，キリスト
教文明という語句にかえることにした」と述べている 36）．彼はむしろ共和主義に学んでいると思われる
ところもある．
第三共和政発足まもない頃の 1887 年学習プログラムと比較して道徳として共通する面も多くあるが，
フランスの伝統と統一，フランスの「大地」，キリスト教文明などの語句の登場，労働の価値の大いなる
強調など相違点も多く存在する．
1942 年 3 月 5 日に訓示（instruction）が出されてより詳細な説明がなされる 37）．もっとも強調されるの
は「祖国」であり，国の「歴史的伝統」である．「愛国」の言葉が教科名にはいったことからも，当然「愛国心」
は強調される．それは「教えられるものというより，想起されるもの」とあり，全体として「祖国」に対す
る「愛」を含めての道徳教育というように変遷していった．「キリスト教文明」は 15 世紀にわたり西洋文
明をつらぬくもの，我々の祖国の制度で行使されるもの，という位置づけである．そういった教育には
歴史教育も深くかかわっていたことはいうまでもない 38）．
新しい学習プログラムの強調は「人格の育成（formation du caractère）」と書かれているが，教科名に
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Éducation の語句が使われたことからしても，祖国を愛する若者となるように，全人教育が目指された
といえる．
平野の研究によると，ヴィシー政権の当初は，世俗派の教師を「反教権的」という理由で処分の対象に
もしていた．師範学校は廃止された．1942 年 4 月 18 日からラヴァル政権となるが，世俗派の教師をむ
しろ権力側にとりこもうとする政策がとられる 39）．本稿では教育内容に関する限り，ラヴァル政権下
における大きな動きが管見のかぎり存在しないことから，影響力をもっとももったと考えられる時期の
手引書を次にみる．
第 4節　ヴィシー政権期の手引書
ヴィシー政権下において，まず以前から使われていた手引書の排除がなされるようになる．1940 年
には「事情を考えると道徳教育の新しい手引書が不可欠」40）という訓示がだされる．「労働・家族・祖国」
という新しいフランス国の標語に即した手引書の必要性がいわれる 41）．1940 年新学期から「手引書改訂
委員会（Comission de la révision des manuels scolaires）」が招集され，ナショナリズムに妥協がゆるされな
くなっていった 42）．1941 年 2 月 43），3 月には禁書リストが作成される 44）．その中の多くは歴史，地理，
道徳の手引書であった．手引書改訂委員会は「新たな『市民性』」へむけての表明 45）をしたのである．社
会主義，科学主義，平和主義の教師は第一の「内なる敵」とみなされ 46），権威主義体制へとむかう．
それでは，1941 年以降に作成され，使用されていた手引書のなかから典型例の一つと思われる，ポ
ワロ『道徳・愛国教育概論』47）（初級用）をみることとする．
まず「金言（maxime）」で要点がしめされ，「物語（entretien）」がそのあとにつづき，最後に「要約（résumé）」
「問い（questions）」「朗読（lecture）」という構成である．「金言」の絶対性を疑わない教育になったと考えら
れる．
内容に関しては以下の 6 章からなる構成である．「労働・家族・祖国」の標語はすべて含まれている．
第 1 章　労働　第 2 章　個人の義務　第 3 章　社会　第 4 章　家族　第 5 章　祖国　第 6 章　道徳の
力の霊的な源泉 (Sources spirituelles)
〈第 1 章　労働〉
金言として「怠惰は悪徳の母である．」48）からはじまり，物語のあと「みんな自分の周囲で労働しなけ
ればならない．あなたは他人のために働く必要がある．あなたはそうして，交換として他人から自分の
利益をえることがある．」「怠けることは他人にとっては卑劣である．労働の果実と過去の労働によって
のみ休むことができるのである」49）という「要約」がある．
「なぜ働かなければならないのか」「子どものためにどのような労働ができるのか，またしなければな
らないのか」という「問い」50）がある．他にも「専心せよ」「正確で熱心に」「忍耐強くなれ」「注意深くなれ」
など労働をたたえる金言がつづく 51）．
〈第 2 章　個人の義務〉
「自分に対する義務」は第三共和政の時代にずっと教えられてきたことである．しかし，「食べすぎるな」
「痛みに過敏になるな」「勇気をもて」「不平をこぼすな」「ひかえめであれ」など，忍耐を求めるなどの
戦時中の道徳と思われる内容が多い 52）．ここで戦争に直接言及はしないものの，「勇気をもて」におい
ても「大きな危険を前に勇気があることは，肉体的道徳的なかるい苦しみをとりのぞいてくれる」53）と
ある．将来，戦争に動員されたときに必要な道徳を形成しておこうという意図がみえる．
〈第 3 章　社会〉
「誠実たれ」から始まる．従来であれば「うそをつかない」という「個人にたいする義務」の項目にはいり
そうな物語のあと，「誠実であることは，周囲と正直であること，それは他者の真実と調和することで
ある」という周囲との関係からの説明がなされる 54）．「控えめであれ」「怒るな」に関しても同様である．「寛
容たれ」は「意見（avis）が違う仲間への寛容」であって，クラス内で「仲良く」という「寛容」であって，宗
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教的寛容ではない．「思いやりをもて」「よく世話をするように」「礼儀正しくあれ」「家の外でも礼儀正
しくあれ」など，社会関係が円滑になるような「道徳」が語られる．「よき生徒となれ」「幸せになるため
に賢明となれ」といった学校における「道徳」が登場するのは従前と同じである 55）．
〈第 4 章　家族〉
家族に関する説明は「周囲を愛しなさい」「愛情をもちなさい」からはじまる．キリスト教道徳と結び
つけているようにも受け取れる．他にも「従順たれ」「家族のなかでも礼儀正しくあれ」「家ではよき息
子であれ」など，従順と礼儀が強調される．「家族ではよききょうだいたれ」も従来であれば「きょうだい
に対する義務」の項目にあるところであるが，「兄弟，姉妹は自然によって与えられた友である」56）とい
う金言が登場し，「義務」でなく「きょうだい愛」が語られる．家族愛が一貫して強調されている 57）．
〈第 5 章　祖国〉
まず「祖国」という項目で「祖国とは父祖の国である…から母を愛するように祖国を愛さなければなら
ない」「祖国とは大きな家族である」58）とのべ，家族への愛につづいて祖国愛が語られる．
「国民感情（sentiment national）」では「祖国の魂は国家にとって不可欠である．それを国民感情とい
う．」59）とあり，フランスの 2000 年の歴史にわたる知的道徳的生活のすべてが集約されたもの，という
とらえ方をする．ゆえに国民感情を知るためには歴史を学ぶ必要があるという．国の記憶，セレモニー
の重要性がいわれる．そこでは「ジャンヌ・ダルクの愛国心」という「朗読」も登場する 60）．ジャンヌ・
ダルクが次々と祖国を助ける働きをしたというように描かれている．
「極度の『盲目的愛国主義（chauvinisme）』は避けるべきとはいっている．しかしそれと同時に「『国際主
義（internationalisme）』は避けられるべき」ともいっている．その理由として「国際主義」は愛国心をエゴイ
ストの感情と否定するものであり，「人類愛」は高貴なものであるが，それは祖国愛と結びつかない．今
の世界では人類愛は障害となると説明している 61）．
「軍務」「祖国の防衛」という項目もある．「軍務」では「祖国に対する市民の義務でもっとも重要なもの
は，敵に脅かされたときに国の地を守ること」62）と言い切っている．ただし，この章全体をとおしても，
当時パリを含めたフランス北部を占領していたドイツに関しては沈黙を保っている．
〈第 6 章　道徳の力の霊的な源泉〉
「道徳の力」の項では，道徳の大きな力は「名誉心と自分自身への配慮である」63）という．ここの「朗読」
ではペタン元帥の 1940 年 7 月 11 日演説が収録されている．「我々の学習プログラムはフランスを失っ
たものをとりもどすものである．それはなによりも単純なこと，国の生活，健康，財産を保障する規則
に従うことである．…フランス人の労働は祖国の何よりもの源である」64）と述べ，フランスの規律の必
要性を説いている．もちろん当時の状況でドイツを非難する文言は登場しない．
「道徳の力の霊的な源泉」とは，「フランスの伝統である」と言い切っている．ガリア人の時代から，キ
リスト教の需要，100 年戦争，ルイ 14 世時代の政治，軍務，文学，芸術，18 世紀の哲学，フランス革命，
ナポレオン時代，19 世紀の科学の発達，植民地の誕生，第三共和政といった歴史のなかにフランスの
精神の発展があるという．ここでは普仏戦争のセダンの敗戦（およびナポレオン時代のワーテルローの
敗戦）には触れているが，それも「フランスの伝統をつくったもの」の一つという位置づけ 65）であり，こ
の点は当時のナチス・ドイツに干渉されることはなかったようである．
最後にきて「第二の道徳の力の霊的根源は，キリスト教の伝統である．」66）とある．「心の貧しきもの
は幸いである．」「右のほほをぶたれたときは左のほほをさしだせ」「汝の敵を愛せよ」といった聖書の言
葉が登場する．「キリスト教の伝統は，キリストの教義の教育を含む．神の前の平等，…道徳の完成，
神の愛，隣人愛，愛徳をみにつけなさい」67）でしめくくられる．最後の「朗読」では「愛徳の義務」68）で締
めくくられる．
なお，この時期はほかにも多種の手引書が出版されている 69）．いずれも「労働，家族，祖国」のスロー
ガンのとおり，学習プログラムの方向性を反映している画一性の高い手引書が作成されていたのである．
勤労の尊さ，家族の大切さ，祖国への愛着を述べ，「キリスト教文明」と称してカトリックの道徳を語る．
1943 年 4 月 12 日にラヴァルは文部大臣の権限で手引書を発行禁止にできるという政令 70）をさらにだす
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が，そういった状況下において，手引書の種類は増加するが，内容は「画一化」の方向にむかうことにな
る．
また，1923 年通達以降の手引書における「新教育」的な要素は消えている 71）．「金言」や「道徳」を絶対
に誤りのないものとして，子どもに教え込むというスタイルに回帰している．
まとめにかえて
ヴィシー政権下は短期間でではあるが，前後の時代との断絶性が強いのはいうまでもない 72）．特に
宗教に関する扱いは，第三共和政期の「脱宗教性」の原理を捨て去ることとなる．しかし，一度は公立学
校に再導入された宗教教育がカルコピーノにより排除されるなどという動きもある．ただし，「フラン
スの伝統」「キリスト教文明」の名のもとに聖書の文言が手引書に登場する．キリスト教ヴィシー政権期
は通常「ペタン」「ラヴァル」の 2 つの時期に分けられるが，教育史上はラヴァルに実権が移る前から変
化がみられる．また，ラヴァルは「国民革命」の思想を重視しなくなっていくが，初等教育政策をみるか
ぎり政策をかえることはしていない．ヴィシー政権が徐々に政府の体をなさなくなっていくゆえである．
フランスの伝統を美化（ナポレオンなど対独戦争をした者も含めて）し，愛国心をあおること，家族に
おける道徳（親への従順など）を強調すること，勤勉を徳とすることなど，当時教えられていた道徳は既
に宗教を公教育から排除したのちの第三共和政初期との共通点が多いということがいえる 73）．「愛国的」
という用語が教科名にでるのはこの時期だけである．第三共和政初期の「愛国心教育」は普仏戦争後の「対
独復讐」をこめたものであるが，無論そのような記述はない．フランスのナポレオンなどを含めた「伝統」
を美化する教育をおこなう手引書記述が存在していた．その「伝統」のなかに「キリスト教」も位置づけら
れていた．その点は，ドイツから介入されることはなく，あくまで独立国としてのヴィシー政権で行わ
れていた．「労働・家族・祖国」のスローガン通りに手引書が急激に「画一化」するのはフランス教育史上
ではこれまでになかったことである．
ヴィシー政府自体が第二次世界大戦の戦争や食糧難のなかにあっただけに，また短期間であったこと
もあり，このような教育にどの程度実効性があったか，小学校を社会史的に解明することはフランスに
おいても管見の限り研究されていないまま，今後の課題として残されたままである．
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美術表現の時間性をめぐる考察
－飯村隆彦の捉えた〈間〉－
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（武庫川女子大学文学部教育学科）
A Study on Time of Art Expression:
The Concept of Japanese “MA” Framed by Takahiko Iimura
Tatsuya Fujii
Department of Education， School of Letters
Mukogawa Women’s University, Nishinomiya 663-8558, Japan
Abstract
Artists face the elements of “time and space” in the creative process. Takahiko Iimura(1937-) has been a 
pioneer artist of Japanese experimental films and video clips. He dedicated his life to searching for “time” of 
art work. “MA: Space/Time in the Garden of Ryoan-Ji” was completed as a joint work by Takahiko Iimura 
and Arata Isozaki. He said that Bergson’s “durée” is closer to the concept of time in the East， which regards 
time as duration rather than a divisible unit. If one regards the concept of Japanese “MA” as an indivisible 
state of time and space， it can be said to have a common ground with Bergson’s “durée”.
はじめに
筆者はこれまで美術家として，時と対峙してきた．静止した絵画でさえその画面構成のなかに多様な
時間性を包含しているし，映画では 1 秒間に 24 コマ，ビデオには 1 秒間に 30 フレームというような時
間軸が既に存在する．インスタレーションともなれば，その場で進行している時と無縁ではいられない．
さらにいえば，「4K」1）「8K」といった技術の進歩が年々加速度を増していく社会にあって，我々人間が
それに追いつけずに齟齬が生じていると感じることも多い．それはある意味，現実を変質させたり，非
現実を鑑賞者の眼前に提示するなど，美術家にとっては都合の良い方便ともなるのだが，いかに時をコ
ントロールし得るかということ，そしてその成果や問題について数多の事例にあたり，美術表現そのも
のの可能性を「時間」というフレームから見出したいと考えた．
本稿ではまず，実験映画の草分けとして知られ，現在も最新の機器を用いて制作を続ける飯村隆彦の，
時間そのものを映像の中で捉えようとする試みを検討する．映像作品『間：竜安寺石庭の時／空間』にお
いて飯村は，アンリ・ベルクソンの言うところの「持続時間」を意識し，一定速度で動く，この「一定速度」
であることが非常に大切なのだが，16mm シネマカメラ 2）を使って極めて客観的に〈間〉（時間と空間の
未分化の状態，浸透）を提示することに成功した．我々の意識において「時間」と「空間」が無段階に連続
的に混合する様を，映像と詩そして音によって平易に認識することができる．そしてそこには飯村の計
算された策略が見て取れる．
1．『間：竜安寺石庭の時／空間』―飯村の捉える時間
この作品は飯村隆彦と磯崎新の共作として 1989 年に制作された．まずは，飯村自身のテキストから
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そのコンセプトを確認しておく．
「1970 年代に，映画における時間を考えるようになって，〈間〉というコンセプトに興味を持つように
なった．映画における時間が時計の時間である N ＋ 1 であるよりも持続時間として考えられるからだ．
ひとつのデュレーションであり，ベルグソン風に言えば，デュレーである．」3）
哲学者アンリ・ベルクソンが博士論文『意識に直接与えられたものについての試論』（1888 年）におい
て，「時間」は本来分割できるはずのないものであるにもかかわらず空間的な認識に当てはめて分節化す
ることで仮に可視化されただけのものであり，本質的な「時間」は分割が不可能な意識の流れ「持続（デュ
レ）」にこそあるとした 4）．このベルクソンの理論について，ジョルジュ・フリードマンは『技術と人間』
において「人間のうちには知性のほかに本能と並んで，根源的，共有的な生の飛躍（エラン・ヴィタル）
のようなものが残っている．ベルグソンの理論が強調しているような，動物本能の持つ魔力，たとえば
その先天性，繊細かつ先見力に富むその機構，その神秘的な無謬性といったものから何かが人間の本能
に残っているのである」5）と述べた．ベルクソンの哲学はこのように本能と知性を対立させ，特に本能
的な部分に光を当てている．これは，人間の精神を存在の根源と捉え，物質はその現象や仮象と見なす
形而上学的立場の唯心論である．正確には相違点はあるが，仏教において「華厳経」6）でも唯心が説かれ，
東洋思想が西洋の唯心論的傾向を持つことがわかる．そして飯村は，意識の流れとしての「持続」に東洋
の時間概念を重ね，意識していなければ見難い〈間〉を映像という，ある加工を施した覗き穴を通して顕
示したのである．
実際に石庭の作品に至る前，1970 年代には複数の，時間を問う作品を制作している．シリーズ作品
『TIMING 1，2，3，4』・『TIME LENGTH 1，2，3，4』など複数のフィルムが集約された『MODELS リール，
1 と 2』（1972 年）や，『MA（INTERVALS）』（1975 ～ 1977 年）がそれである．
いずれの作品も，16 ミリフィルムの「クロミ」と「スヌケ」が交互に登場し下地となっている．「クロミ」
とは完全に黒く光を通さないフィルム，「スヌケ」とは逆に完全に透明で光を透過させるフィルムであり，
本来は撮影・現像されたフィルムの編集段階で使用する素材である．これらのフィルムが映し出す「闇」
と「明」，その「黒」と「白」のコントラストは，「0」と「1」を基本とする数値に全てを置換する今現在のデジ
タル技術にも通じる．飯村が「時」をフィルムに焼き付けるにあたって，それを正確且つ確実に捕捉する
ためには，これら究極の「黒」と「白」，「闇」と「明」，「0」と「1」もしくは「1」と「0」，もっと言えば「無」と「有」
もしくは「有」と「無」を基調とする必要があった．飯村はこの黒と白，そしてそこに現れる像を併せ，即
ちネガとポジを「絶対的な基準が存在せず，両者を交換可能な，相互に立場を変えうるものとして見て」7）
おり，西洋にはない東洋の概念から影響を受けたとしている．「白」も「黒」もともに色彩の極致であり，
だからこそ各々反転し「有」にも「無」にもなり，また時として双方とも「有」もしくは「無」にもなり交換可
能であるという特質は，人の意識に揺さぶりをかける底流として相応しい．
真っ白と真っ黒なフィルムをベースに時間を問う飯村作品であるが，これらにさらに鑑賞者の覚知を
助ける，もしくは揺動する仕掛けが仕組まれるのである．その仕掛けとは，例えば『MA (INTERVALS）』
に見られる「クロミ」のフィルムを針で引っ掻き引かれた縦一本の白線や「スヌケ」に引かれた黒線であ
る．「クロミ」，「スヌケ」，「クロミに白線」，「スヌケに黒線」，この 4 種類の画面が 1，2，3 秒を基本単
位として順列組み合わせの要領で代わる代わる登場する．ただしここで注意したいのは，縦の白線と黒
線はほぼ画面の中央を走っているとはいえ，あくまでもアナログな手法で引かれたものであり，その位
置は揺らぎを持っているということである．さらに言えば，アナログのフィルムであるが故に，投影時
やデジタル変換 8）の過程で塵や埃や傷などのノイズも映り込んで来る．さらにフィルムでの上映を何度
も繰り返すならば，塵や埃は毎回違う箇所に現れるであろうし，フィルム面への傷は増幅し続けること
であろう．ここで我々は，フィルムという物質の生々しさを肌で感じることになる．しかしそんな叙情
性に流されそうになった時，「黒」と「白」が押しとどめる． 
8K 時代に突入しようという昨今，こうしたノイズは技術者や一般消費者の際限なき欲望を前に排除
されて然るべきものである．しかし適度なこの揺らぎは，私たちを，私たち自身の「意識の流れ」へとい
ざなう誘い水となる，ひとつの導入口にもなり得る．そんな余白を無意識に追い求めているのは，必然
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の帰結とはいえないか．
4 種類の画面上に揺らぐ縦線，飯村の仕掛けはそれだけでは終わらない．画面の切り替わりとリンク
した，「ピッ」という単音と「ピー」という継続音が重なるのである．視覚と聴覚合わせてもたった 5 つの
構成要素を楽譜に表し，それをフィルムに焼き付けた．さながら作曲家である．飯村は「〈1 秒 24 コマ〉
という基本的な（フィルムの）単位を放棄」することなく，「この測定可能な単位を援用」しながら，「継続
と断続の両面が同時に現象する複数の局面」を作り出そうとしたと言う 9）．その単純でありながらも複
雑なハーモニーは，付随するノイズも相俟って，鑑賞者に時間と空間が浸透し合う〈間〉を知覚させるこ
とになろう．〈間〉という抽象的な時空間に一定の基準値としての時間と空間を充てがうという試行探求
を経て飯村は，龍安寺石庭に辿り着くことになる．
2．『間：竜安寺石庭の時／空間』－石庭の〈間〉
「間という言葉は，もともと，二つの点や二つの音の間を意味するために使われていた．その結果，
ひとつのものや音自身よりも，－その間の空間－である空白や沈黙に，より重要性が与えられた．この
〈時間は空間と等しい〉というコンセプトは日本の芸術に基本的なものである．」（映画『間：竜安寺石庭
の時／空間』） 
これは，飯村と磯崎が石庭作品について冒頭でまず提示する文言である．日本には「間の間（あいのま）」
という言葉があるが，これは主要な二つの部屋（＝間）の間にある部屋（＝間）を意味する．いずれも〈間〉
なのである．このニュアンスを英語で表すのは困難である．二つの部屋の間（あいだ）は単なる余白では
なく，時間と空間が重なり合う特別な場として確かに，私たち日本人の精神に存在する． 
ダニエル・シャルルは論考『スクリーンに持ち込まれた竜安寺』で，まずこのように断言する．
「『間：時／空間…』に焦点をあてるタイトルは，まさにこの文字通りである．なぜなら，この場所は
竜安寺とされてはいるが，そんなことはどうでもいいことだからだ．この場所の本質は京都にあるので
はなく，何よりもまずフィルムにあるからである．」10）
「どうでもいい…」とはいかにも極論に聞こえてしまうが，あくまでも形而上の「時間と空間は等しい」
を垣間見せるための主装置として，その裏づけとなり得る歴史を背負う石庭でなければならないことを
示す，これはメタファーでもある．
「私はベルグゾンの〈デュレ〉が，東洋の時間概念に近いものと考えている．それは時間を微分化しう
る単位としてよりも，持続する間隔として考えるもので，〈間〉という日本語のコンセプトも，時間と空
間の未分化の状態として捉えるならば，両者には共通性が考えられる．」（作品ノート『間：竜安寺石庭
の時／空間』）11）
「持続」（デュレ）は，ベルクソン哲学の中核をなすものである．またベルクソンの哲学上の立場はそ
れまでの実存重視の西洋哲学に疑問を呈するところにあるわけで，それが東洋哲学に類似項を認めさせ
る要因の一つであろう．飯村がそこに糸口を見出し，表現のロジックとして確立させたのも頷ける． 
16 分間の作品は，方丈の南側（縁側）に沿った石庭の北端に敷いたレール上を，コンピュータ制御さ
れた一定速度で，移動しながら撮影された．その速度は速すぎず遅すぎず，人がごく自然に知覚できる
程よい緩慢さに調整された．カメラは左（東）から右（西）へと移動しながら，5 群 15 個の石をなぞって
いく．構成は以下の通りである．
①固定ショット（廊下東端から望む全景），②言葉 1（磯崎新による詩．映像では英文）「間 庭は瞑想の
ための 装置である 空白を感知せよ 静寂の声を 聞け 空虚の浸透を想え」（改行は便宜上一文字分の空白
に置き換えている．），③左から右への移動ショット（望遠レンズ），④言葉 2「物ではなく その間に生ま
れる 距離を 音ではなく それが埋め残した 休止部分を 感知せよ」，⑤左から右へのショット（標準レン
ズ），⑥ 5 群の石へのズーミング（計 5 回），⑦言葉 3「地面に置かれた 石は シュミセンのある 島なのだ
ろうか 白砂は それをこの世界から 隔てている 大海なのだろうか」，⑧ 左から右へのショット（広角レ
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ンズ），⑨言葉 4「呼吸せよ この庭をのみこみ のみこまれ 合一せよ」，⑩固定ショット（廊下西端から望
む全景） 
最初と最後の固定ショットについて飯村は「作品のフレームの役割を果たしている．いわば，フレー
ムを置くことで，〈内容〉をフィクション化する試みである」12）と言う．画面の中の時間・空間に鑑賞者
を誘うために，敢えてフィクションであると謳ったのは正解であろう．当時既に国内外に良く知られた
人気観光スポットとして，龍安寺石庭は広く一般化していた．一旦，敷居を跨ぎ直すという作法を経る
ことで，意識をリセットさせる必要があった．そして鑑賞者は，雑念に惑わされることなくフィクショ
ンの中でニュートラルに〈間〉を体験できることになる．また，初めの固定ショットは，後に続く（持続
する）東から西への移動ショットへの導入として，巨視的な視点をまずインプットすることになる．
次に，4 度に分かれて磯崎の詩が表示されるが，これらは〈間〉の検知に重要な役割を担っている．
一番目の詩では，まず庭は装置であると述べ，鑑賞者に積極的な鑑賞という行為を許さず身を委ねる
準備を促す．そして「空白」（≒無）を「感知」し，「静寂」（≒無）を「聞」き，「空虚」（≒無）の「浸透」を想
えという．「無」という否定とそれを「有」として扱う肯定を対置しているのであるが，これは決して否定
が肯定に反転するものでも否定が打ち消されるものでもなく，「浸透」という東洋的な概念を意味する．
これについて飯村は，ジョン・スティーブンスが日本の〈間〉について述べた「積極的な不在（active 
absence）」を挙げ，こうした「≒無」のネガティブ・スペースが必ずしも不在を意味するものではなく「ネ
ガティブ・スペース」という存在形態を持っていると捉えた．これは，飯村とも親交のあった実験音楽
の大家ジョン・ケージの作品『4 分 33 秒』に示される無音の空白を埋める「何か」とも同義と取れる． 
二番目の詩は，平行移動する一回目のショットを踏まえ，石と石の間や距離について確認する．石（物）
とその間（距離）が無段階に横に流れていく様が映し出されるのであるが，その間（距離）は白砂であった
り後方の油土塀であったり，視点を変えれば「距離」も「物」になり得る．特に画面から石が消える瞬間に，
それは明白になる．
三番目の詩は，少し引いた標準レンズでの移動ショットと 5 つの石の群へのズームの後に表示される．
「シュミセン」とは「須弥山」のことであり，仏教に取り入れられた古代インドの世界観にある世界の中心
にそびえる高い山を指している．禅宗の龍安寺，抽象化された枯山水，実に的を射たメタファーである．
最後の詩は，広角レンズで塀の背後の樹木まで映り込む移動ショットの後にある．ここでは遂に，鑑
賞者の背中を理不尽にトンと押す．吸う，吐くという振幅のある別個の呼吸が，いつしか阿吽の呼吸で
タイミングを計り，その術を会得し終には合一せよと命じる．庭を「のみこみ」，庭に「のみこまれ」るこ
とは，同時には本来成り立たない．しかし，その不可能を可能とする術があるのならば，それは「合一」
でしか考えられない．否定と肯定，不可能を可能とさせるという逆説に満ちた磯崎の詩について飯村は
「一連のテキストは，不可能を可能とする極めてコンセプチュアルな次元において働きかける」13）と述
べ，その可能性については触れず，ある意味鑑賞者を突き放している． 
ダニエル・シャルルは「結局，この映画の主題（あるいは至高の主題）―つまり〈間〉（空，空無，無，
一言で言えば空無的神学のすべて）との出会いを求める観客が行き着く先は，不可能性ということにな
る．この出会うことの不可能性こそが，この映画の目的（至高の主題）なのだ」14）と言う．しかし飯村は，
これを否定も肯定もしない（飯村隆彦映像作品論集にも収載）．あくまでも飯村は，自身の内に水のごと
く浸み込んでいる東洋思想と，自らが深く関わり呑み込んできた西洋思想の狭間にあって，その位置に
立っているからこそ可能な手法を用いて「時間は空間と等し」く，「〈物〉も〈距離〉も視点を移動すれば交
換可能」15）であるという，時間的な〈間〉と空間的な〈間〉が同等に扱われ浸透し合う様を映像の実験とし
て示そうとしているのである．しかしその実験結果（結論）は，普遍的なものとして顕在化するわけでは
ない．またそれを飯村が望んでいるわけでもない．なぜならそれは全て，鑑賞者の意識の内に委ねられ
ざるを得ないから．シャルルはこうした「不可能性」や「空無への拒絶」が，この映画に普遍性を与えると
説くと同時に日本的な曖昧さへの危惧の念を隠さない．
我々はごく自然に，しかし確かに〈間〉を日々の暮らしの中で享受している．とはいえ，それを明快に
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計測計量もできぬし，そのように明るみに出そうとも思わない．法然上人は「往生は，一定と思へば一定，
不定と思へば不定なり」（極楽往生について本人が確実だと思えば確実であるしそうでないと思えばそ
うではない）という．これは吉田兼好も徒然草に引用し「尊ぶべきことである」と述べている一節である．
仏教思想の一端であるが，西洋から見ると余りにも曖昧で心許無い概念である．輪廻転生に象徴される
通り，業を背負って何度も生死を繰り返す東洋思想に，〈間〉はあって然るべきであろう．一方西洋，キ
リスト教では神に祈り，罪を懺悔し許しを請う．天国への片道切符は，ひたすらイエス・キリストを信
じることでしか得られないと，非常に明快である．語り尽くされてきたことではあるが，やはりこの文
化の距離感は今もって埋めがたい．飯村はこの対極にある二つの概念を，時間への興味とともに創作の
背景に背負うというよりも，私情は棚上げしてむしろ道具として活用したといえる．
さて，主要なショットとなる 3 度の平行移動においては，その撮影技術に緻密な計算が施されている．
もちろん「時間」と「空間」（距離）の認知に関わる重要な部分である．まず，東から西へのカメラの移動
速度が，人に特異な感覚を抱かせないゆっくりとしたものに調整されていたことは既に述べた．実はさ
らに，もう一段階踏み込んだ調整がなされている．最初のショットは望遠レンズで石がフレーム一杯に
収まり，次のショットは標準レンズで石の袂の苔も収まる．そして最後のショットでは広角レンズを使
い油土塀の外側の樹木の下部まで映り込む．カメラからの各石までの実際の距離は，同じ軌道を移動撮
影する以上 3 ショットとも同じである．しかしレンズの望遠率の違いによって画角 16）は小～中～大と
変化する．それによって，カメラの移動速度を仮に固定して 3 ショットを撮影した場合に，画角が大き
くなるにしたがい，画面上で感じる速度は遅くなってしまう．しかもその差は思いのほか大きい．例え
るならば，直進走行中の新幹線から車窓を眺めた時に，最も窓に近い架線柱は一瞬に流れ，中景の街並
みや看板はかろうじて眼に留まり，遠くの山並みや雲などはゆっくりと余裕を持って眺められ，月は不
動のごとくに見えるということと同じ現象である．この現象が，僅か数メートルの差しかない石庭の遠
近の中で顕著になるのは，望遠レンズが擬似的に眼球を石の直前に置くからに他ならない．「現象」と便
宜上言ったが，新幹線であれ石庭であれ，そこには何も変化はなく，何ら現象など起こらず，粛々と時
が流れ自らが移動しているのみである．つまりそれらの「現象」は，我々の脳で起こっているのである．
大雑把に言えば錯覚であるが，この特別な知覚は決して数学的・物理的な計算では処理できない現象な
のである．網膜から入力された光の情報が脳に伝えられ状況を判断するにあたって，より経験し慣れた
ものに当てはめてしまう．月が動いて見えないのであれば，それは月がついてきている，同じ速度で移
動していると無意識に仮定することで矛盾を解消しようとするのである．
飯村がこの 3 ショットに加えたのは，望遠撮影時よりも標準撮影時には実際の軌道移動速度を高め，
広角撮影時にはさらに速度を上げるという手法であった．1 回目の望遠での移動ショットは 223 秒，2
回目の標準では 166 秒，3 回目の広角では 102 秒と，望遠と広角では実際の移動速度は倍以上にもなっ
ているが，これにより見かけ上（鑑賞者の脳の知覚上）感じる速度をほぼ同等に揃えることとなったので
ある．3 回の移動（まるでコピー機やスキャナーのスキャン過程のような）は，石と石の間を明瞭なコン
トラストで浮き彫りにする．そして2回目の移動ショットの後には，5群の石へのズーミングが行われる．
岩肌を仔細に観察出来るまでに寄って，画面一杯になり，暫く静止する．これについて飯村は「通常，〈間〉
が〈物〉の不在に対して知覚されるように，観察者（私）と〈物〉との間隔においても，〈間〉を知覚すること
が可能であろうか．ズーミングは，対象へのゆっくりした接近によって，石は画面一杯となって停止す
るが，それは凝視と呼びうる視線の集中である．〈物〉である石がその物としての外形を脱して，意識の
全面におよぶ時，それを瞑想（メディテーション）と呼びうるならば，このような凝視による対象の無化
作用が起こりうる」17）と言う．飯村のいうこれらの作用は，やはり映画の中において強く働くのであろ
う．観察者と物との間を何の障害もなくズーミングで詰めるようなことは，通常考えられない．実際に
歩みを進めて接近したとしても，石の存在を常に意識せざるを得ず，凝視できるまで接近しても結局は
硬い石と対峙するしかなかろう．もちろん達観した人物が瞑想によってその境地に至ることはあっても，
一般的には難しいであろう．しかし一端フレームによって「フィクションである」と規定された映画の中
であれば，既知の概念の束縛から逃れ，その可能性は高まるといえる．ここで飯村が言う鑑賞者の凝視
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によって対象（石）が無化する瞬間とは，『正法眼蔵』で道元禅師の言う「而今（にこん）」そのものであろう．
俗世で一方向に流れる一定の時間を超越し，鑑賞者が「空」を体得し悟りへと至ると同時に，対象である
石も含め世界が「空」そのものとなる，まさにその瞬間なのである．そうした仏教的な「空」「無」がそこ
に姿を現し物を無化するほどの強い凝視が転じ，〈間〉を生み出すのではないかという飯村の期待は，一
表現者として大いに共感できる．
そしてさらに，全編通して小杉武久による声の響きや打音などの音響が，時には映像とシンクロし，
時には無作為に鳴る．これらも『MA (INTERVALS）』における「ピー」という音同様に，鑑賞者に揺らぎを
もたらし，フィクションのフレームへの没入もしくは覚醒を容易にしているといえる．
さらに画面には別の「揺らぎ」がある．そもそも 16 ミリフィルムは 35 ミリフィルムに比べて画質は落
ちるわけで，石の拡大ズーム場面であってもその解像感は高くはない．そのことが逆にバランスを保ち，
揺らいで明瞭ではない画面が鑑賞者を拒絶せずに，飯村の言い回しを借りれば「鑑賞者と映画が浸透し
合って，映画と言う装置が無化した」と理解できよう．
3．時間と空間の再定義－記号化によるアプローチ
まず 1 秒 24 コマといったフィルムの絶対的な時間に支配されながらもそれをも凌駕する飯村の実験
は，映画のみならずインターメディア 18）等後進の芸術家に多く影響を与えていると言えよう．間，狭間，
境界といった場に形態を配することで鑑賞者に自らの意識への旅を提供しようと試みてきた筆者である
が，特に龍安寺石庭で行われた仕事を中心とした飯村隆彦の視座を考察することで有用な示唆を受ける
こととなった．
映像のみならず 1970 年『ペーパー・フィルム No.1 16 秒 16 コマ』と『ペーパー・フィルム No.2 フレー
ムの間』という，B4 の 400 字詰め縦書き原稿用紙一枚の一桝一桝をフィルムのコマに見立ててドローイ
ングを行った作品も存在する．これらは決して映画のためのイメージスケッチや制作ノートのようなも
のではなく，あくまでも原稿用紙に書かれた（描かれた）映画であった．前者には 1 ～ 24 のコマを表す
数字が順に書き込まれ，最後の桝は 16 で終わる．1 秒は 24 コマであるから「16 秒」＋「16 コマ」となる．
後者は，桝目と桝目の間に線が引かれており，これは上映時には映らないコマとコマの境目にあるフレー
ム・ラインを意味する．原稿用紙においての桝も，あくまで日本語文字を書くためのガイドラインであっ
て，それ自体が出版物に現れることはない．結局それは文字が書かれていない以上白紙の原稿用紙のま
まなのであるが，いわゆる「スヌケ」のフィルムが持つアクティブ・アブセンスと同じく空白が意味ある
ものと化している．その後もこの「映画を紙面において記号化する試み」（『映像実験のために』飯村隆
彦）19）は続けられ，複数枚残されている．飯村はこの作業について「映画という時間的なメディアをグ
ラフィックに定着することによって，曖昧な時間と空間を再定義すること」20）であると述べている．ク
リスチャン・メッツによる映画記号学をはじめとする試みが重ねられる一方で，それが実験映画を対象
としていないことへの不満を持ちつつ，ビデオにはまた別の言語があると考えた飯村は，曖昧なそれを
捉えるためにまず「記号化する」という手段を踏んだのである．
それでは，飯村の『間：竜安寺石庭の時／空間』にはどのような記号が見られるのかを挙げてみる．何
よりもまず，大きく捉えれば石庭自体が記号と言えよう．白いキャンバスではなく，既に世界的に通用
する東洋の日本の京都の「龍安寺石庭」というランドマークであるということは大きい．次に作品そのも
のに眼を移すと，全体の構造として，全景（静）〉言葉（静）〉移動（動）〉言葉（静）〉移動（動）〉ズーム（動）〉言
葉（静）〉移動（動）〉言葉（静）〉全景（静）という 10 ショットに厳格に分けられており，映像が重なり溶け合
うようなシーンは一切なく，極力ミニマムに編集されている．言葉を除く動きも「静止」× 2，「横移動」
× 3，「ズーム」× 1 に限定されており，記号と呼ぶに相応しい．各ショット間にもし滑らかに移行する
ようなフェードイン・アウトが挟まれていたり，複数の映像が写真の多重露光のように重なり合うよう
なシーンがあると，途端に映像の中の固定された時間軸から逃れられなくなる．その滑らかさによって，
鑑賞者が入り込むべき〈間〉を映像自らが「補完」してしまうということである．最初と最後の全景ショッ
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トは，額縁的なショットである．作品自体をフィクションであると宣言すること，即ち記号化が行われ
ている．映し出される画像に眼を凝らせば，やはり記号としての石の役割が最も大きいことは明らかで
ある．そして全体の中で比率は多くないものの，強烈な刺激を与えるのが言葉である．言葉や文字は究
極の記号であって，意味は限定的にならざるを得ないが，適所に適切に配することで鑑賞者に有用な気
付きをもたらす．鑑賞者に対して饒舌過ぎるのも考えものだが，この作品が〈間〉を覚知するひとつの装
置でもあることを前提とすれば，言葉という記号を配したことが功を奏している．
石庭作品には「音」という要素も加わる．もちろん音と音の間には〈間〉があって，音そのものを記号と
とることもできる．しかし，むしろ記号としての効果よりも，映像や言葉など，石のごとく硬い記号の
配列に楔を打ち込むかのような，またはその反響や余韻によってゆるやかに硬い記号を結びつけたり切
り離したりする働きが大きいと考える．鑑賞者が自らの意識の中に独自の時間を持ち始めた矢先に突然
鳴る音によってその時間を破壊し，再構成を強いる．また時には音の余韻に鑑賞者を乗せ誘う．こうし
て「揺らぎ」として捉える筆者の感じ方はやはり，20 年以上前とは明らかに違う現代に居るからなのか
も知れない．
記号化もしくは符号化は広く用いられる言葉であるが，特に情報科学では，情報を人やコンピュータ
の記憶として取り込める状態に変換することをいう．取り込んだ後に，脳もしくはコンピュータ内部で
様々な処理を効率よく行うための方策である．さらにコンピュータに限れば，「符号化（エンコード）」し
て取り込んだ情報をまた改めて人間や他の機器に適した形態に変換（≒復元）する「復号化（デコード）」が
対義語としてある．飯村が『ペーパ ・ーフィルム』で述べた「フリーズ」を符号化（エンコード）とすれば，「解
凍」することこそ復号化（デコード）である．生の情報をそのまま保存した方が新鮮さで勝るような気も
するかも知れぬが，この手順は情報が溢れしかも日に日に速度を増す現代社会において必要不可欠なも
のなのである．ほとんどの情報は，多かれ少なかれ冗長性を含んでいる．その情報の全体像を捉えるに
あたって，そのものらしさを復元するのに優先度の高い部分を残し，その他の部分は削除したり折り畳
むなどして情報量を減じ，高速で効率よくやり取りをできるようにしているのである．これを人に置き
換えた場合のメリットを考えると，認知過程が省略されることで無用な揺動なくして情報の本質に迫る
ことができるということになる．ただし，情報は複号化・解凍を経て復元されるわけだが，切り捨てら
れた情報は物理的に決して戻ることはなく，その隙間は「補完」する必要があるということを忘れてはな
らない．コンピュータでは符号化における情報の圧縮（切り捨てる，折り畳む）技術や複号化での補完技
術が研究開発され，情報量を減らしながらもオリジナルに匹敵するものとして人が感じられるように
なってきた．とはいえ，あくまでもオリジナルを超えることはないと断言できよう．一方再び人に戻る
と，希望的観測をもってこの「補完」を捉えることができる．
『間：竜安寺石庭の時／空間』にも，飯村のいう「記号化」が見て取れると先に述べたが，これを初めて
鑑賞したとある人が「今ひとつ〈間〉を感じることができなかった」と述べた．「補完」がうまく行われな
かったということである．記号化が常在しているコンセプチュアルな飯村作品においては，鑑賞者によ
る積極的な「補完」という作業が期待される．また飯村は，鑑賞者が特に「補完」という作業を意識せずと
も，ごく自然に意識へと浸透するような導入口を用意している．それでもなお入り込めないとは，不遇
にもその時と環境が適切ではなく，日常生活の速過ぎる時間軸から一瞬でも逸脱するタイミングを逃し
てしまったということであろう．現代社会は，記号化社会である．情報量の多さは，過去の比ではない．
それらは瞬時に拡散し，また我々はそれらを瞬時に享受できる．そのメリットは計り知れない．しかし
裏を返せば，身体性を失った我々が，本質が切り捨てられて空虚な情報の外郭のみに溺れて嬉々として
いるに過ぎない．記号化された表層が一人歩きして思わぬ事件に結びついたり，画一化された認知が集
団を良からぬ方向へと進ませたり，本質を捉える前に外郭（勿論それさえも不確かなものではあるが）か
ら歪んだ仮想現実を現実のものとして行動してしまうという危険に気付かずにいる．そんな状況にあっ
て，石庭作品の〈間〉を感知できないことを非難するのは酷というものであろう．しかしここで筆者は，
悲観すべき現代ではあるが，だからこそ，美術表現がこの「記号化」を逆手にとって成し得る成果もある
と考える．所詮美術は仮想である．ならば，人を思考の〈間〉へと誘う記号を時代性に則って適切に用意
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すれば，鑑賞者はその記号に導かれ，合間を「補完」し，もっといえば自らの感性で「拡充」し，意識の内
にある時空を自由に往来することも可能となろう．
ベルクソンの「持続」を踏まえて『間：竜安寺石庭の時／空間』は制作された．芸術家が自身の表現に都
合よく援用したと言ってしまえばそれまでだが，〈時間と空間が等しい〉という飯村のコンセプトとベル
クソンによる時間と空間の扱いとは実は違っている．ベルクソンは，空間化された時間は既に均質的な
量を含み，それは記号化された表層的なものだとしている．これを音楽に例えて，一音ずつ人は捉える
のではなく，個々の音が互いに溶け合い連続し，有機的に一体化したメロディーとして聴くものであり，
その時間の流れこそが空間化されない「持続」であるとした．一音毎に点として並べて記号化し，空間に
配し認識した瞬間，時間と空間が一致した時点で浸透などあり得ないことになってしまう．しかしここ
で御神楽や雅楽に触れることで，飯村が辿った道筋について一定の説明ができる．木戸敏郎は「御神楽
の演奏中，時間はほとんど停止している．現実の物理的な時間は時計の針の通りに過ぎてゆくが，精神
的な時間は物理的な時間とは関係なく存在し得る．ヨーロッパの伝統的な音楽の概念は，時間の経過と
して把握されるが，日本の，そして東洋の音楽の概念は空間的でもある．一度発せられた音は，物理的
には間もなく消滅するが，精神的にはその場に止まって，次々と堆積してゆく」21）と言う．数量的な時
間軸を持たない日本の御神楽が奏でるものが，実際の音は消えても空間に重なり合って堆積するという
神道の宇宙観は，空間化されてなおそこに「持続」をもたらすといえる．そもそも時間の概念がないから
こそ，ベルクソンの言う「記号化」されずに空間化され得るのであろう．さらに木戸は「日本の音楽は時
間的表現を行うために，空間を時間に転換する方法をとってきた．一種の記号論である．空間の秩序を
連想作用によって時間に飛躍させるのである」22）と言う．雅楽でも音は同じく観念的に捉えられ，空間
を時間に転換するという記号化を行っている．時間を空間化することと，空間を時間化することは，似
て非なるものであるが，飯村は龍安寺石庭でまず時間を空間化した上でその空間を時間化したといえる．
その過程で「記号化」に大切な役割があったことが見えてくる．
禅寺の方丈から望む石庭には，既に重なり合い混ざり合った概念が浮遊している．我々日本人とて，
日常生活，物理的な時間に追われながらそれを前にしても，そのままでは容易には〈間〉を覚知できまい．
しかしここでフックとなるような要素を抽出し記号とすることで，そこで溶け合って捉え難かった時間
と空間が整理されて認識しやすくなる．『ペーパー・フィルム』で提示されたような端的な記号は，一旦
は空間に固定されることになるが，それは一瞬の静止（フリーズ）のようなものである．その一瞬にタイ
ミングを合わせ，捉えたその記号を手掛かりに，曖昧な〈間〉を認知することになる．それが飯村の捉え
た〈間〉（時間と空間の未分化の状態，浸透）すなわち「持続（デュレ）」であった．
『間：竜安寺石庭の時／空間』は 1989 年の作品だが，それよりも先に，ジョン・ケージが 1983 年に
『RYOANJI（龍安寺）』を発表している．打楽器と旋律が同時に演奏される作品である．禅に学んだケー
ジが示した〈間〉，またその図形的な楽譜からも顕著な表現のアプローチは，飯村のそれにも通じるもの
がある．木戸は「『龍安寺』の打楽器の楽譜を誠実に演奏した結果として現れる演奏が，欧米の場合はリ
ズムとして時間を管理しているのに対し，日本の場合は〈間〉に変換されたものとして現れる．ヨーロッ
パの伝統的な作品，古典派やロマン派などを演奏する際，致命的な欠点となってしまうこの日本人の特
質が，ケージの作品の演奏では意外な効果を発揮することになる」23）と述べている．この実験音楽が時
間と空間を捕捉し〈間〉を示したことが，さらに要素が増え音だけでなく画像が重なり動きを持つ映像を
介して〈間〉を示すことへの裏付けとなっている．飯村が「言葉」「音」「映像」を記号化して操ることで，
この映像作品は〈間〉を覚知するための大掛かりな装置となった．〈間〉に変換するために，やはり記号は
必要だったのである．
おわりに
美術表現における時間性の問題は実に広範にわたるものである．一美術家，一表現者の視点から，い
かに時をコントロールし得るかということ，そしてその成果や課題について，まずは先駆者たちが行っ
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てきた事例を検討していくことにした．本稿では実験映画で知られる飯村隆彦の映像作品『間：竜安寺
石庭の時／空間』（1989 年）を取り上げた．アンリ・ベルクソンの「持続（デュレ）」を援用し，〈間〉（時
間と空間の未分化の状態，浸透）を提示することに成功した飯村であったが，その過程で「記号」そして「記
号化」することを重要なツールの一つとしていた．時間そのものを映画の中で思考しようという試みは，
龍安寺石庭を舞台に，徹底した要素の絞り込みと計算し尽くされた飯村の罠によって作品として結実し
たといえる．
1937 年東京に生まれた飯村は，六十年代半ばにアメリカに渡り前衛芸術家や実験映画作家と親交を
結び，現在も東京とニューヨークを行き来しながら旺盛に活動を続けている．その中で培われた洋の東
西にまたがる時間の概念への造詣があったからこそ，この映像作品において破綻することなく効率的に
〈間〉を示し得たのである．
本稿では時間を扱う美術表現においての「記号化」の有用性を確認することとなったが，加えて記号論
としての詳細な検討が必要であろう．またビデオの技術が加速度的に進みそれを扱う美術家が増える一
方で，ビデオの記号学について論じられることが未だ少なく，検討の余地がある．
飯村の最近の作品『1SEC in NY』（1 分 55 秒，HD 画質）はネット上からのダウンロードのみの配信で
あり，これについて飯村は「時間的に極限の映画」24）と言う．最近のハイビジョンやデジタル技術によっ
て〈まばたきの間のひらめき〉が存在し始めたのだと．飯村の映画における時間の探求は，新たな局面に
向かい始めた．ここに至るまでの作品の流れ，そしてこれからの実験を追い続ける必要がある．
さらに龍安寺石庭の作庭に見られる時間と空間の扱いや，人間の認知における時間精度など，美術表
現に関わる他領域にも視野を広げるべきであると考えている．美術表現の時間性の諸問題について今後
も多角的に分析を重ね，美術表現そのものの可能性を「時間」というフレームから見出していきたい．
註
 1) 4K ＝フルハイビジョンの 4 倍の画素数（画面解像度）．4K テレビでは横 3,840 ピクセル×縦 2,160 ピクセルと
なる．
 2) 16mm シネマカメラ＝ 16 ミリフィルムを装着して動画を撮影するためのカメラ．
 3) ブックレット『MA/ 間 A Japanese Concept』飯村隆彦映像研究所，2005 年，p.1（第 30 回日本映像学会 2004 年東
京工芸大学において講演） 
 4) アンリ・ベルクソン， 『意識に直接与えられたものについての試論』（合田正人・平井靖史訳）筑摩書房，2002 年，
p.115
 5) ジョルジュ・フリードマン， 『技術と人間』（天野恒雄訳）サイマル出版会，1973 年，p.75
 6) 華厳経＝釈迦が成道した悟りの内容を表明した経典．華厳宗は中国唐代に大成され，日本には 736 年に伝えら
れたとされる．奈良東大寺の創建で広まった．
 7) 飯村隆彦，『映像実験のために』，p.304 
 8) デジタル変換＝アナログの電気信号をデジタルの電気信号に変換すること．ここでは，フィルムに記録された
アナログ動画を読み込んでデジタル動画へと変換することを指している．
 9) カタログ『飯村隆彦のメディア・ワールド（Ⅱ）』キリンプラザ大阪，1993 年，p.35
10) 飯村隆彦，『飯村隆彦 映像作品論集』飯村隆彦映像研究所，2005 年，p.71
11) カタログ（前掲書），pp.34-35
12) 同上，p.35 
13) 同上，p.38 
14) ダニエル・シャルル，「スクリーンに持ちこまれた竜安寺」，『飯村隆彦 映像作品論集』，p.72
15) カタログ（前掲書），pp.36-37
16) 画角＝カメラで撮影できる範囲を，レンズ上の角度で表したもの．画角が広くなれば撮影できる範囲は広がる．
（広角）
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17) カタログ（前掲書），p.37
18) インターメディア＝音響や光，さらに身体表現など，様々な表現形態が融合した芸術表現のこと．
19) 飯村隆彦，『映像実験のために』，p.94
20) 同上，p.94 
21) 木戸敏郎，『若き古代　日本文化再発見試論』春秋社，2006 年，p.28
22) 同上，p.120
23) 同上，p.294
24) 飯村隆彦作品ダウンロードサイト
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幼児期の協同性の発達における論理的思考力
―5 歳児の発達過程に着目して―
藤　谷　智　子
（武庫川女子大学文学部教育学科）
Logical Thinking in Development of Cooperativity in Early Childhood: 
Focusing on The Developmental Process of 5-year-olds
Tomoko Fujitani
Department of education, School of Letters
Mukogawa Women’s University, Nishinomiya 663-8558, Japan
Abstract
The development of logical thinking ability can be seen with the development of cooperativity (cooperative 
ability) in early childhood. These abilities develop mutually associated together while children are playing. 
This paper examines the relation between the development of logical thinking and that of cooperation by ana-
lyzing the episode records of 5-year-olds. With appearance of cooperative viewpoints, thinking about rules of 
play developed into logical thinking, in which children express their own hypotheses and ideas, and see oth-
ers’viewpoints. This development of logical thinking ability promotes the development of metacognition in-
cluding reflection, and it also becomes the foundation of learning in elementary school.
Key Words: logical thinking, metacognitive ability, cooperativity, play, preschool education
1．幼稚園教育要領における思考力の位置づけ
次期幼稚園教育要領は，現在中央教育審議会の教育課程部会幼児教育部会及び教育課程企画特別部会
において議論を行っている最中であるが，今年度中には審議のまとめを行い，中央教育審議会として答
申する予定となっている．本年 8 月には教育課程部会から「次期学習指導要領等に向けたこれまでの審
議のまとめについて（報告）」1）が文科省ホームページに掲載されている．今後，告示を行った後，幼稚
園は周知を経て平成 30 年度から実施予定であり，小・中・高等学校は，周知，教科書の作成及び検定・
採択等を経て，小学校は 32 年度から，中学は 33 年度から全面実施，高校は 34 年度から年次進行によ
り実施予定とのことである．
この次期幼稚園教育要領においては，構造的な見直しが行われ，「幼児期において育みたい資質・能力」
の 3 本柱が設定され，それぞれが小学校以上の教育段階における「教科横断的・総合的に育成すべき資
質能力」の 3 本柱の基礎となっている．すなわち，「個別の知識や技能の基礎」「思考力・判断力・表現
力の基礎」，そして「学びに向かう力，人間性等」である．これらの資質・能力を育成するために，カリキュ
ラム・マネジメントの重要性が指摘され，またアクティブ・ラーニングの視点に立った深い学び，対話
的な学び，主体的な学びの実現が求められている．こうした構造化案は，幼稚園を学校教育の最初の場
と捉え，カリキュラムを含めて , 小学校以上の教育との接続強化と，学びに向けた教育の推進が強調さ
れていると受けとめられる．
その中でも，従来はそれほど重視されてはこなかったが，今後の幼児教育においてキーワードとなっ
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ていくと考えられるのが，知識や技能をどのように使うかという資質・能力の側面である「思考力」であ
る．近年の幼児教育においては「協同性」という概念が重視されてきた経緯があり（藤谷 ,2011）2），また「協
同性」概念の中には，他者の考えを推測し理解し，折り合いをつけるというメタ認知的な能力も含まれ
るものの，協同性を育むという観点だけでは，幼児教育・保育の質を向上させるための評価の観点とし
ては不十分であることが，明確に示されたと言えるだろう．
知的な能力を重視する動きは我が国だけのものではない．Lillard(2015)3）は，遊びの発達という論文の
中で，幼稚園が公的には遊ぶことと社会的スキルを学ぶ場であると認識されてはいるが，今日では学校
レディネススキルを上達させる場としばしば見做されており，それは特に読みと算数を強調したものに
なっているとし，またその方向性についての議論が遊び研究のトピックになっていると述べている．
実際には，思考力や学習レディネスが強調されようとも，幼児教育においてはそれらの資質・能力は
「遊び」という総合的な活動の中でなされなければならないということに変わりはない．幼児期の発達の
特性への配慮という点から，次期教育要領においても「環境を通して行う教育」「遊びを通しての総合的
な指導」は明示されている．それゆえ，実際に幼児教育・保育を行っていくには，子どもの自発的な遊
びあるいは設定的な遊びの中で，子どもたちがどのように論理的思考力を発揮し協同性を発達させてい
るかについて，総合的にアセスメントを行い，教育に活かしていかなければならないのである．
2．遊びにおける論理的思考力の発達
次期教育要領において児童期の学習につながる思考力等が強調されるようになったが，一方で発達心
理学においては，幼児が遊びの中で論理的思考力を発揮し，また遊びによってその力を発達させていく
ということは，自明のことと捉えられてきた．例えば，ピアジェ派の幼児教育として定評のあるカミイ
とデブリース（1980）4）の幼児教育プログラムにおいては，知的目標として，おもしろいアイデア，問題，
質問を出すことと，ものごとを関係づけ，類似点と差異点に気づくことの 2 つがあげられている．子ど
も自身が能動的な活動を通じて，自ら知識を構成していくというピアジェの構成主義を踏襲しつつ，教
師は子どもが何を考えているのかを理解し，知識の種類によって適切な励ましや質問をし，子どもの内
省的抽象的作用を促進することを重視している．しかし，子どもの思考力そのものの発達や発達に応じ
た教育のあり方を詳細に論じているわけではない．
幼児の論理的思考の発達に関する近年の研究の中では，内田・津金（2014）5）が非常に参考となる．国
立大学附属幼稚園 45 園の 2012 年度紀要に掲載された事例から，幼児の生活や遊びの中で論理的な思考
力を働かせていると読み取れる事例を 328 事例抽出し，幼児の論理的な思考力を捉える分類規準を 6 つ
設けて分析を行っている．6 つの分類規準は，次のものである．①規則性・法則性；自分なりに規則性，
法則性などを見つけようとする姿．その規則性，法則性などを使って考えようとする．②比較・分類；
比較したり，分類したりして，対象の特長を捉えようとする．③全体と部分；おおまかに全体を捉え，
全体と部分との関連を捉えようとする．この発展形として「分解と合成」の関係がわかる．④時系列因果・
因果関係（可逆的因果）；状況を捉え，過去の体験から得たことと関連して捉えようとする．時系列で捉
えたり，順序性を考えたりする．可逆的操作を使って結果から原因に遡って理由づけたり，因果関係を
捉える．⑤仮説・確認：予想したり，イメージを広げたりして考えようとする． 仮説を立てたり，そ
れに基づいて確認しようとしたりする．⑥人との関係性；周りの人とのつながり，関係性などから考え
ようとする．この分類規準を視点として，事例を分類したのである．
この研究の結果から，本論文に関連する主要な結果を取り上げると，次のようにまとめられる．① 3
～ 5 歳のどの年齢の事例においても，全ての視点が読み取れ，幼児期から論理的思考力を働かせている
ことが示された．②年齢によってどの視点が多いかは異なり，3 歳児では「規則性・法則性」の視点が多く，
4 歳児では「比較・分類」と「時系列・因果関係」が同比率で多く，5 歳児では「時系列・因果関係」次いで「人
との関係性」の視点が高いという結果であった．③因果律は幼児期後半に出現するが，全体に少ない．5
歳児に焦点を絞ると，5 歳児は，体験の中で様々に気付いたことなどをたぐり寄せて，多様で包括的，
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総合的な視点から推察しようとしたり，予想して試行錯誤しながら確かめたり，その結果から因果関係
を捉えたりするようになり，特に 5 歳後半からは「可逆的操作」を使い始め，結果から遡って原因を推測
したり，出来事の起こった理由や根拠を述べることができるようになる．また，事実に基づいた関係性
から捉えたり，あるいはより科学的な真実に近い仮説を立て，検証し，確かめようとする姿も認められ
る．
この論理的思考力の分類は，ピアジェ派の幼児教育の知的目標であげられている内容と重複するよう
な思考力も含め，より広汎に幼児期の論理的思考力を捉えようとしている枠組みであることがわかる．
さらに，この論文においては，協同性の深まりや友達同士の刺激のしあい，学び合いの姿が，論理的な
思考力の芽生えに大きく影響することも指摘されている．これもピアジェ的な構成主義からは直接的に
は導き出せない発達の側面である．
今後の幼児期の論理的思考力の発達をめぐる研究においては，幼児の論理的思考力を捉えていく際に，
個々人の論理的思考力を取りだすだけでなく，協同性の発達との関連性を検討する必要があることが示
されたと言えよう．本研究はそのためのパイロットスタディという意味合いを持っていると考えている．
3．論理的思考力とメタ認知
筆者は，これまで論理的思考力というよりもメタ認知あるいはメタ認知能力という文脈で，幼児期の
知的発達を捉え，幼児教育・保育への示唆を行ってきた．メタ認知概念と本論文のテーマである論理的
思考力との関係性をまず整理し，幼児期の知的発達の全体について考察しておきたい．
メタ認知とは，「認知についての認知」であり，メタ認知的知識とメタ認知的制御の 2 つの側面にから
成り立っている．藤谷（2011）6) では，幼児期のメタ認知をメタ認知の前兆・前駆あるいは原初型のメタ
認知 (proto-metacognition)（Larkin,2010）7）と捉え，その諸相を，メタ記憶 (metamemory)，メタ認識 (meta-
knowing)，心の理論 (theory of mind)，自己制御 (selfregulation)，他者との協同性 (cooperativity) 等から検
討した．また，幼児期におけるメタ認知への支援については，遊びの目標としての「学び方を学ぶこと」
の重視，評価において自己評価を促すこと，言葉による表現ややりとりを重視したグループ活動等の協
同的活動を取り入れることによって協同性を育むこと，メタ認知を促すような保育者の言葉かけをして
いくことを通して，自己を振り返り自己をコントロールしていける「内なる温かい目」を育てることを提
唱した．
また，Chatzipanteli,A., Grammatikopoulos,V., & Gregoriadis,A.(2014)8）は，「幼児教育におけるメタ認知
の発達と評価」と題する論文において，より高次の思考を発達させるように，子どもにとって興味ある
活動に楽しい方法で携わることが，メタ認知的スキルを高め，効果的学習者に向かわせると述べている．
実際には運動遊びの事例を取り上げ，クラスメートによる相互的評価やイラストを用いた自己チェック
法といった教授スタイルを取ることによって，幼児が自分自身の学習について省察し，何を行っている
かを理解することを導くことを示した．
これらは，メタ認知の発達の視点から知的発達について概観したものであるが，筆者はこのメタ認知
の発達と論理的思考との関連性について，次のように考えている．まず，メタ認知の原初的な形は「知っ
ている」「考える」などの自分自身の認知機能と他者のそれについての自覚と理解と考えられ，年長児や
小学校 1 年生の子どもでも「覚えている (remember)」「忘れる (foreget)」「学ぶ (learn)」などの記憶や思考
に関する複数の言葉を使い分けている（Larkin,2007）8）ことが示されている．つまり，思考することを土
台として，その内容を対象として記憶したり，その内容を表現したり，他の思考活動を区別したりとい
う姿が，原初的なメタ認知として存在すると言える．しかし，この原初的なメタ認知は，必ずしも論理
的思考力を含むものではない．発達の過程で，子どもが遊びに対してもつイメージを修正・変更したり，
遊び方についての工夫をしようとするようになると，自己内のあるいは理解した他者の他のイメージと
比較したり，他のイメージややり方を取り入れるか否かの判断をし，さらにどのように取り入れて，ど
のように変えてより良いものにしていくかを考えることが必要になり，そこに論理的思考が含まれてく
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るのである．論理的思考とメタ認知が出会うことで，より論理的にそしてメタ認知が発達すると考えら
れるのである．
すでに取り上げた論理的思考の中でも，「規則性や法則性」，「比較・分類」，「全体と部分」といった思
考の発達よりも遅れて，「時系列・因果」や「人との関係性」が優勢となってくることからも，この関係性
が見てとれるであろう．つまり，「時系列・因果」は，自分の思考したものを対象として必要な内容を選
択的に呼び出し，再思考することによって成し遂げられるものであり，また「人との関係性」においては，
友達と互いにイメージを共有するために，自分の発見や思いを説得する必要があり，それらには高度な
メタ認知能力が必要となってくると考えられるのである．そこで，本論文では，論理的思考の発達にお
いて，外界の対象に対する論理的思考だけでなく，自己の論理的思考の結果を振り返ったり，他者の論
理的思考の結果とつき合わせたり，それらを総合してあらたなアイデアを考え出したりするような，よ
り高次のメタ認知を含んだ論理的思考に重点を置きながら考えていくこととする．
4．論理的思考力・メタ認知能力の発達と協同性の発達
幼児教育においては，近年，他者との協同的活動が重視されてきた．2005 年の中教審幼児教育部会
答申「幼児期の生活の連続性及び発達や学びの連続性を踏まえた幼児教育の充実」の中で，特に 5 歳児後
半における「協同的な学び」が強調され，この答申を踏まえて，国立教育政策研究所教育課程研究センター
（2005）10）は，年長児後半に相当する幼児期第 3 期を「一緒に物事にかかわり活動する中で，幼児同士の
人間関係が深まり，互いに学び合い，大きな目標に向けて共に協力していくことが可能になる時期であ
る」，「この時期は幼児同士が協同的に活動し，その活動を通して学びが成立するようになる」，「協同的
な学びが小学校に引き継がれ，学級を中心とする授業活動への発展していく．その意味で，協同的な学
びは，小学校における学びの基礎に該当するものである」と述べている．
また，2008 年の中教審「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領の改善
について（答申）」においても，幼稚園指導要領の改善の具体的事項の一つとして「幼稚園教育と小学校教
育との円滑な接続のためには，幼児同士が共通の目的を生み出し，協力し，工夫して実現していくとい
う協同する経験を重ねる必要がある」と指摘されている．
さらに，「幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方に関する調査研究協力者会議」（2010）11）
の報告においては，幼児期を「学びの芽生え」の段階ととらえ，「遊びの中での学び」であること，そして
児童期（低学年）の教育と共に，自分とのかかわりや他の人・集団とのかかわりである「人とのかかわり」
と，自然とのかかわりや身の回りのものとのかかわりである「ものとのかかわり」の 2 つの側面に留意し
ながら，子どもの教育課程を編成していく必要であるとしている．そして，指導計画作成上の①人との
かかわりにおける留意点として，「幼児期の終わりにおいては，社会の構成員としての自覚をもって活
動を始める重要な時期であることに鑑み，幼児の興味・関心や生活，協同性の育ち等の状況を踏まえて
教職員が方向づけた課題を自分のこととして受けとめ，相談したり互いの考えに折り合いをつけたりし
ながら，クラスやグループみんなで達成感をもってやり遂げる活動を計画的に進めることが必要である」
と述べている．
このように，人との関わりの中で学び合う内的な特性である協同性の発達が，小学校以上での学びの
基礎として位置付けられてきたのである．そして，幼児教育現場では，協同性の発達を研究テーマとし
て，協同性の発達の過程をどう捉えるかということに焦点をあてた実践研究が数多く行われてきた．
藤谷（2014）12），藤谷（2015a）13）においても，「友だちと関わっている姿の視点」を仮説的に取りだした
後，幼児のエピソード記録の分析を行い，協同性の発達について検討している．主要な結果としては，
3 歳児でも徐々に友だちと関わるエピソードの出現が多くなること，教師や友だちと過ごす心地よさや
繰り返し同じ遊びをして遊び込む経験が友だちへの関心と一緒に遊びたいという思いにつながって行く
ことや，5 歳児後半になると，思いや考えを伝え合いながら遊び，共通の目標を持つと相談しながら遊
びを進め，達成感や満足感を味わえるようになることなどが得られた．これらの研究から，協同性の発
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達を支援する保育者の働きかけとして，思いを伝えることのできる場の設定や，遊びにおける「振り返り」
活動の導入に効果があることが示唆された．さらに，藤谷（2015b）14) では協同性への支援を中心にエピ
ソードを分析し，「振り返り」活動そのものの発達過程について仮説を提唱している．
協同性の発達に関する研究においては，単なる協同的な遊び経験が協同性の発達に効果をもたらすの
ではなく，子どもの協同性の発達に応じた適切な指導が必要であり，特に 5 歳児後半の遊びの中ではメ
タ認知的活動を組み込んだ指導が重要であることが示されたと言える．メタ認知的活動を促す際には，
子ども同士のやりとりが深まるような保育者の言葉かけが，子どもに自分の遊びについてのイメージや
目標，遊び方についての考えを自覚させ，それを論理的に思考し，さらには，自分の考え・イメージを
友だちのそれと比較し総合するという論理的かつメタ認知的な活動へと導いてくれるのである．
今後の協同性の発達研究においては，協同性の発達の重要性が減じることはない．しかし，個別的な
活動から協同的な活動への発達という単純な発達過程を想定し，その過程をいくらエピソード等で捉え
ても，真の協同性の発達は見えてこない．協同性の発達と論理的思考力およびメタ認知的能力の発達を
総合的に捉えることで，学びの基礎としての幼児期の発達が明らかになってくると言えよう．
5．幼児期の協同性の発達における論理的思考力―5歳児のエピソード記録の分析から
ここまで，幼児期においては，協同性の発達と，メタ認知能力につながっていく論理的思考力の発達
があいまって，発達を遂げていくことを論じてきた．それを踏まえ，本章では，実際に 5 歳児のエピソー
ド記録を分析し，協同性の発達においてみられる論理的思考力を，「振り返り活動」を含め，広範な認知
的観点から検討することとしたい．具体的には，協同性の発達につれて，どのような論理的思考力が出
現し，重要となっていくのかを明らかにすることを目的としている．
方法は，以下のとおりである．2012 年度，阪神間の K 市の公立幼稚園において，各クラスの担任の
先生に 3 名の園児を対象として，縦断的に協同性に関するエピソードを記述していただいた．今回，分
析の対象としたのは 5 歳児の計 102 のエピソードである．1 つのエピソードに複数の論理的思考力が含
まれることが多いので，各エピソードについて 2 つまでの論理的思考力の観点を分類し集計した．その
結果，論理的思考力については計 131 の項目が抽出された．
協同性の発達の分類は，次のとおりである．（1）居心地のいい場所を見つける．（2）教師や友だちと過
ごす心地よさを感じる．（3）繰り返し同じ遊びをする．（4）友だちがしていることを模倣する．（5）友だ
ちの遊びに参加する．（6）イメージや発見したことを伝える．（7）嬉しさや楽しさを共感する．（8）思い
や考えを伝え合いながら遊ぶ．（9）友だちと折り合いを付けながら遊ぶ．（10）友だちと相談しながら遊
びを進めていく．（11）達成感や満足感を味わう．この分類規準によって，5 歳児で出現した分類番号と
およその内容は Table 1 に示されている．なお，協同性の分類については，園の先生方と話し合いをし
ながら行ったものである．
論理的思考力の分類基準に関しては，内田・津金（2014）15）を参考としながら，協同性の発達の文脈
で解釈し，基準を設定した．例えば，「規則性・法則性」では物理的な外界についての知識だけでなく，
下位レベルを 1 から 5 まで設定して，遊びのルールの理解から新たな遊びのルールを作りだすことまで
を含むこととした．ただし今回の結果においてはまとめて示している．また，「人との関係性」に関して
は，他者の視点と捉えなおし，他者との公平・平等性について考え判断するレベルと，他者の視点を取
りこんで判断・評価するという 2 つの下位レベルを設定して，エピソードを分類した．この基準は，協
同性の発達という文脈特有の基準となっている．設定した大分類は Figure1 に記載している．なお，学
期によっては出現しなかった分類項目もある．
ここで，エピソードを 2 つ紹介し，その分類についても述べておきたい．幼児の論理的思考と協同性
が絡み合ったエピソードであり，幼児の有能さが表れているものである．なお，幼児についてはアルファ
ベットで示しているが，継続してエピソード記録を取った対象児が大文字，その幼児に関わった幼児を
小文字で表している．
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・エピソード例 1　　　2 学期　第 14 期　　事例 162
予定よりスムーズに朝の挨拶やお休み調べが終わったので，次の活動まで時間ができた．そこで，何
をして遊びたいか，子どもたちで決めるよう促した．a 児が「スキップジャンケンしたい」と言った．す
ると J 児が「それこの前やったから，前決めた時，2 番目に多かったジャンケン列車がいい」と言った．
B 児が「いやや，フルーツバスケットがいい」と言った．J 児が「じゃあ，多数決で決めよう，ジャンケ
ン列車がいい人 !」と言うと，子どもたちが「はーい」と手を挙げた． C 児が人数を数えて「7 人や」と言っ
た．d 児が「フルーツバスケットがいい人 !」と聞き，数えると「9 人や」と言った．教師が時計を持って
きて「時間はこれだけあるから，両方するっていう方法もあるよ」というと，J 児が「どっちもできたら
得やな」と言い，みんなが口々に「そうしよう」と言い，どちらもすることに決まった． 
このエピソードでは，協同性については視点 10「友だちと相談しながら遊びを進めていく」とし，論
理的思考力については，以前の結果を思い出し，それを理由として述べていること，また多数決など公
平な決め方を提案していることから，（4）及び（6）-2 とした．
・エピソード例 2　　　3 学期　第 15 期　　事例 252
ドッジボールをし，O 児は内野にいた．ボールが O 児のチームの外野に行き，a 児と b 児でボールの
取り合いになった．その様子を内野から見ていた O 児は「今のは a ちゃんやで !」と言った．すると相手
チームの内野にいた d 児が「ちゃうで，今のは b 君やで」と言った．O 児は「ちゃうで ! O みてたもん．手，
a ちゃんの方が 中やもん」と言い，d 児は再び「ちゃうで !」と言った．a 児と b 児は 2 人ともボールから
手を離さずに，O 児と d 児が話している様子を見ていた．教師が「今のどっちやろな ?」と言うと，e 児
が「O ちゃんは a ちゃんやって言ってて，d 君は b 君やって言っているねん．僕はどっちかわからへん
ねんけど」と話した．教師が「そうか，どうする ?」と問い掛けると，O児は「早くしないと時間無くなるで !」
と言った．すると e 児は「a ちゃんと b 君ジャンケン !」と言った．O 児も「ジャンケンして !」と言った．
A 児と b 児はジャンケンをし，勝った a 児がボールを投げて再びゲームが始まった．
このエピソードについては， 協同性視点 9「友だちと折り合いをつけながら遊ぶ」とした．論理的思考
力については，手が中にあるから先にもったの
だと論理的に相手を説得しようとしたことや，
解決法を提案する姿から（4）及び（5）-2 とした．
解決法の提案を（5）としたのは，その解決法がエ
ピソード例 1 とは異なり，他者視点というより
も時間節約という功利的な理由から述べられて
いると判断したからである．以上のエピソード
例にあるような手順で，全てのエピソードを分
類した．それらをまとめた結果，及び結果につ
いての考察は，以下のとおりである．
（1）5 歳児の論理的思考力の発達的変化
Figure 1 は，3 つの学期別に，論理的思考力の
分類項目ごとの出現の割合を図にしたものであ
る．
５歳児の 1 年間を通して見ると，すべての項
目が出現しているが，1 学期とそれ以降とでは
大きく異なっていることが示された．1学期には，
遊びをめぐってルールを理解したり，遊びに関
連するものを作りだしたり，ルールを作りだす
という（1）規則性のエピソードが半数を超えてい
る．また，友だちと関わり始める中で，（2）の比
較・分類の出現数も多くなっている．２学期以 Figure1.　5 歳児の論理的思考力の発達的変化
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降は，協同性の視点（Table １参照）
の 8 以降が多くなるため，自分な
りの仮説・アイデアを伝え，他者
の視点を取ることの重要性が増し
てくる．自分の考えを他者に理解
可能な形で伝え，自分の中に取り
込んだ他者の視点に言及し，総合
しようとする，論理的思考とメタ
認知が協同性の発達とともに中心
的になることが示された．
（2）5 歳児の協同性と論理的思考力
の関係
まず，「規則性」という論理的思考のいわば基礎的な項目は，多くの協同性の項目で出現し，論理的思
考力が遊びにとって密接な関係にあることが示されている．協同性の視点 7 の「嬉しさや楽しさを共感
する」においては，多様な論理的思考力の観点が出現している．それ以降の視点では因果関係への言及
も出てくる．さらに協同性の視点 8 の伝え合いながら遊びには，アイデア・仮説を創出するという論理
的思考が，また，視点 10 の相談しながら遊ぶにおいては，アイデア・仮説を創出する際に他者視点を
組み込んだ思考であることが必要となっていることが示された．「他者視点」を取るということは，特に
相談しながら遊び，さらには達成感を共に味わう時には，なくてはならない論理的思考であると言えよ
う．
これらの結果を基にした幼児教育・保育への示唆についての考察は，次の 6 で論じることとする．今
後は，さらに論理的思考力の観点を重視した遊びのエピソードの収集と分析を進め，協同的な遊びにお
ける論理的思考力の発達とその役割，さらにそれへの支援を具体的に検討していく予定である．
6.論理的思考力・メタ認知を育む幼児教育・保育
論理的思考力を育む幼児教育・保育について，内田・津金（2014）16）においては，子どもの論理的思
考の発達に資する援助の水準として，①見守り，②足場かけ（状況を整理・確認して，解決策への見通
しがもてるようにする．子どもの思いや意志の確認をする），③省察促し（「どうしてそうなるのかな ?」
「どうしたらいいのかな ?」「どうなっているんだろうね ?」などの質問によって），④誘導（問題解決を促
すヒントを出す．状況を整理し自覚させる言葉かけ），⑤教導（答えを与えたり，トップダウンに解説や
説明をする）の 5 水準に分類して，各事例を分析している． その結果，⑤の教導は出現せず，保育者は
低年齢児には解決の手立てを与えるが，次第に子どもの主体性重視の援助へと変えていくことが見出さ
れた．
藤谷（2011）17）のメタ認知を促進する言葉かけでは，①活動の目標や内容を，子どもたち自身に考え
させているか，②その活動の目標や内容を，子どもたち同士が理解できるように伝え直しているか，③
メタ認知を働かせることを促しているか，④メタ認知を働かせることを励ましているか，⑤メタ認知を
働かせるようなヒントを与えているか，⑥メタ認知を働かせるための提案をしているかどうか，⑦メタ
認知を働かせたかどうかを振り返ることを促しているか，⑧協同性を高めるようにメタ認知を働かせて
いるかどうか，⑨保育者自身がメタ認知を働かせているモデルとして，ふるまえているかの 9 項目に分
類し提案している．論理的思考への発達支援の分類とは，視点が異なり，水準として分類しているわけ
ではないが，より広汎に保育者の支援を捉えているという特長もある．今後は，それらを総合して，論
理的思考とメタ認知的能力，そして協同性への支援について，あらたな分類規準を，幼児教育現場での
実際の保育にどれだけ役立つものとできるかに配慮しながら，考案していきたいと考えている．
幼児教育における学びの基礎を育むためのカリキュラム・マネジメントについても，まとめておきた
Table 1.　5 歳児の協同性と論理的思考力
協同性
論理的思考
2．ともに
過ごす心
地よさ
3．繰り返
し同じ遊
び
5．友だち
の遊びに
参加
6．イメー
ジ・発見
を伝える
7．楽しさ
に共感
8．伝え合
いながら
遊ぶ
9．折り合
いをつけ
ながら遊
ぶ
10．相 談
しながら
遊ぶ
11．達 成
感を共に
味わう
（1）規則性 3 1 10 4 11 5 1 3
（2）比較・分類 3 2 2 1
（3）全体部分 1 2 1
（4）因果関係 2 4 1 7 2
（5）アイデア・仮説 1 4 1 14 1 15 1
（6）他者視点 2 5 4 3 11 3
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い．カリキュラム・マネジメントを進めるということは，次の各項を実現していくことであると言えよ
う．①子どもや地域等の実態把握に基づく教 育目標の設定と共通理解，②教育活動の内容・方法につ
いての基本的な 理念や方針の設定 ，③教育活動の目標や内容・ 方法の具体化， ④日々の教育・経営活
動の形成的・総括的な 評価・改善 ，  ⑤指導体制と運営体制 , 学習環境と研修環境 , 経費や時間などの工
夫・改善の 5 項目である．思考力や学びに向かう力も，地域や目の前の子どもの実態に即したものでな
ければならないし，それをもとに遊びの指導の目標や内容・方法が決定され，教育活動を実施し，評価
改善していくことが求められている．それらの基本となるのが，まず現在の子どもの的確なアセスメン
トである．そのアセスメントの中に，これまで以上に，子どもの学びの姿を見取る力が必要なのである．
本論文では，メタ認知につながる論理的思考力を中心に，協同性との関連性を考察してきたが，それ
以外にも，幼児期の「学びに向かう力」，例えば，自分の話したいことがあっても相手の意見はしっかり
と聞く，新しいことや難しいことに挑戦する，失敗しても粘り強く物事に関わり続けるなど，知的好奇
心・自己制御・自己効力感などの非認知的な力も重要である．知的側面が重視されるほど，単なる知識・
理解を獲得するのではなく，それらを創り出す力としての基礎を形成することが求められる．幼児期に
おいては，知識・理解を創り出すために，大人ほどメタ認知が働いていない分，他者と協同する力と協
同に必要な非認知的な力を必要とすると言えるであろう．幼児は，他者とともに遊び学ぶ中で，学ぶ力
を身につけ，また自己をコントロールし，他者と上手く関わりながら自己を成長させることが可能なの
である．そして，その力が小学校以上の教育の場において，真正の学び（authentic learning）を可能にす
ると考えられる．勅使・亀谷・東内（2013）18）は，保育実践において「知的な育ち」を形成することを意
図的に行うことが大切であると強調している．優れた実践を分析し，保育者がことばと行動をつなげ，
丁寧に話し合いを展開し，子ども自身が思考の筋道を立てることができるように，意図的な試みが行わ
れることによって，その過程で「知的な育ち」が形成されていることを示している．しかも，これらのこ
とは，保育者と子どもとの個人的な関係だけではなく，小集団，クラス集団の中で展開していることが
重要である．今後，保育者は今まで以上に真に知的な育ちと，真正の学びに資する幼児教育・保育のあ
り方を探究していくことが求められていく．論理的思考力やメタ認知といった知的側面を意図的に幼児
教育・保育に取り込みながら，他の非認知的側面もないがしろにせず，総合的に，遊びを通して子ども
の発達を支援するような保育実践を重ねていくことが求められているのである．
謝辞
　本論文は，第 58 回教育心理学会総会（2016）においてポスター発表した論文と 2015 年度三田市保育内容研修会に
おいて「幼児における協同性と主体性の発達をエピソードから読み取る」と題して講演した内容を柱として，加筆・
修正したものである．これらの論文の分析対象であるエピソード記録は，2012・2013 年度兵庫県川西市立加茂幼
稚園に勤務されていた先生方によるものであり，ここに深く感謝の意を表します．
引用文献
 1） 中央教育審議会教育課程部会　次期学習指導要領等に向けたこれまでの審議のまとめについて（報告）(2016)　
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/004/gaiyou/1377051.htm　2016/9/09 取得
 2） 藤谷智子，幼児教育・保育における「協同性」への発達的支援　武庫川女子大学発達臨床心理学研究所紀要，第
13 号，1-13（2011）
 3） Lillard，A.S., Chapter11 The development of play, in L.S.Liben, & U.Müller(Eds.), Handbook of Child Psychology and 
Developmental Science, Vol.2, John Willey & Sons.,pp.425-468(2015)
 4） カミイとデブリース　稲垣佳代子訳　ピアジェ理論と幼児教育，チャイルド本社（1980）
 5） 内田伸子・津金美智子 ,　乳幼児の論理的思考の発達に関する研究―自発的活動としての遊びを通して論理的
思考力が育まれる―，保育科学研究，第 5 巻 ,131-139(2014)
D09141_69001815_4藤谷智子.indd   38 2017/03/16   18:43:19
幼児期の協同性の発達における論理的思考力
－ 39 －
 6） 藤谷智子，幼児期におけるメタ認知の発達と支援　武庫川女子大学紀要（人文・社会科学）59,31-42（2011）
 7） Larkin,S., Metacognition in Young Children, Routledge（2010）
 8） Chatzipanteli,A.,Grammatikopoulos,V.,&Gregoriadis,A., Development and evaluation of metacognition in early childhood 
education, Early Child Development and Care, Vol.187,No.8,1223-1232 （2014）
 9） Larkin,S., A phenomenological analysis of metamemory of 5-6-year-old Children. Qualitative Research in Psychology, 
4(4),281-293.（2007）
10） 国立教育政策研究所教育課程研究センター， 幼児期から児童期への教育ひかりのくに（2005）
11） 幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方に関する調査研究協力者会議，幼児期の教育と小学校教育の
円滑な接続の在り方 について（報告）（2010）http://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afi
eldfile/2011/11/22/1298955_1_1.pdf　取得日 2016.9.9
12） 藤谷智子，幼児期の協同性の発達過程と支援（1）－ 3 歳児の発達過程に注目して－，日本教育心理学会第 56 回
総会論文集 ,PA053（2014）
13） 藤谷智子，幼児の協同性の発達過程と支援（2）－ 5 歳児の発達過程と発達支援に注目して－，日本発達心理学
会第 26 回大会論文集 ,P6-83（2015a） 
14） 藤谷智子，幼児期の協同性の発達過程と支援（3）－ 5 歳児のエピソードに見るメタ認知的活動と協同性への支
援－，日本教育心理学会第 57 回総会論文集 ,　PB071（2015b）
15） 前掲 5）内田伸子・津金美智子 (2014)
16） 前掲 5）内田伸子・津金美智子 (2014)
17） 前掲 6）藤谷智子（2011）
18） 勅使千鶴・亀谷和史・東内瑠里子，「知的な育ち」を形成する保育実践，新読書社（2013）
受稿日　　2016 年 9 月 19 日　　　受理日　　2016 年 12 月 2 日
D09141_69001815_4藤谷智子.indd   39 2017/03/16   18:43:19
－ 41 －
Bull.　Mukogawa　Women’s　Univ.　Humanities　and　Social　Sci.,　64，　41－49（2016）
武庫川女子大紀要（人文・社会科学）
研究倫理審査システムの開発と評価
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Development and evaluation of an online ethical review system
Ippei Takenaka, Ken’ichi Matsumura, Rimika Hanba, Takehiro Tamaki and Masami Nagaoka
Department of Psychology and Social Welfare, School of Letters
Mukogawa Women’s University, Nishinomiya 663-8558, Japan
Abstract
This paper describes the development and evaluation of an online ethical review system to enable smooth 
application for ethical review of research. This system was designed using three policies.1） This system 
automated most of the routine office tasks of ethical review such as accepting an application and contacting 
users.2） This system centralized information relating to ethical review.3） This system limited presented 
information. For example, student users were not shown the reviewer’s menu or review items not necessary 
for them. Undergraduates, graduates, and faculty members completed a questionnaire, wherein the user was 
asked about the user friendliness of this system by means of the Questionnaire for Evaluating Web Usability 
(Nakagawa, Suda, Zempo, & Matsumoto, 2001）. The results showed that this system was almost as user 
friendly as a general website.
はじめに
人を対象とした研究を行う際に，研究対象者の人権を守り，不利益が生じないようにすることは，研
究倫理上必須である．特に，人を対象とした医学系研究の場合，文部科学省及び厚生労働省により「人
を対象とする医学系研究に関する倫理指針」が示されている 1）．ここでは，研究対象者の人間としての
尊厳及び人権が守られ，研究が適正に進められるように図ることを目的として，人を対象とする医学系
研究に携わる全ての関係者が遵守すべき事柄が定められている．医学領域のように関連省庁から明確な
倫理指針が示されているわけではないが，人を対象とした研究を行っている心理学領域や社会福祉学領
域でも，複数の学会が倫理指針やガイドラインを示し，会員に遵守することを求めている 2）,3）．これら
を受け，従来から多くの研究機関では所属する研究者に研究倫理審査を課し，研究対象者の人間として
の尊厳及び人権の保護に努めてきた．
現在のところ，日本において心理学領域や社会福祉学領域で研究倫理審査の対象となる研究は，研究
者や大学院生が行う研究が中心である．一方で，卒業論文の執筆をはじめとして，学部学生も研究を行
う機会はあり，研究対象者から調査や実験，面接等を介してデータを収集することは一般的である．そ
れにもかかわらず，学部学生のデータ収集に関して，研究者や大学院生と同様に研究倫理審査が徹底さ
れているとはいいがたい．
その理由は様々であると考えられるが，本研究では研究倫理審査の手続き上の問題に注目する．多く
の研究機関では，紙ないしは電子メールによって申請書を提出し，それを事務担当者が処理した上で，
審査を行い，その結果を事務担当者が申請者に通知する方法をとっている．この方法では，審査件数が
多くなると事務担当者の作業量が増大し，円滑な処理が困難になる．特に，研究者や大学院生に比べて，
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学部学生の人数が多い研究機関の場合には，事務担当者の負担は膨大なものとなる．
この問題を解消するために，本研究では，研究倫理審査に関する電子申請・審査システム （以下，「当
システム」と省略する）を開発し，そのユーザビリティについて評価する．当システムは，主に研究倫理
審査に関わる事務処理を軽減することを目的として，研究倫理審査に関わる処理のうちコンピュータに
よって代替できる部分を自動化する．当システムによって主として利益を受けるのは研究倫理審査に関
わる事務担当者であるが，同時に，研究倫理審査に関する情報の集約や審査項目の動的な制御等，申請
や審査を円滑にする機能を実装することで，申請者や審査者も利益を受けられるようにする．そのため，
単に事務処理を代替するだけではなく，利用者にとって使い勝手の良いシステムである必要がある．こ
の点について，当システムの稼働後にユーザビリティに関する評価を行い，システムの更なる改善に資
することを目的とする．
設　計
当システムは，審査に関わる事務担当者の作業量を軽減するとともに，申請者が審査申請をする際や
審査者が審査をする際に円滑に手続きが出来ることを目指す．
設計方針
当システムの目的を達成するための要件として，以下の 3 点が挙げられる．
第 1 に，研究倫理審査に関わる事務処理のうち，コンピュータで代替可能な部分を自動化する．事務
担当者は，申請者からの申請書の受け付けや，受付完了時の連絡等の各種連絡，審査者への審査依頼等，
主に利用者とのやり取りを担っている．そこで，これらのやり取りを当システムへの直接入力や画面表
示，ファイルのダウンロード等によって代替したり，当システムからのメール送信によって代替したり
する．これにより，事務担当者の作業量が大幅に軽減されると見込まれる．
第 2 に，研究倫理審査に関わる情報を一元化する．倫理規程やガイドライン，使用マニュアル，各種
テンプレート等を，すべてシステム上からダウンロード出来るようにする．また，ログイン後のトップ
ページにお知らせを掲載し，研究倫理審査に関する最新の情報をログインすればすぐに閲覧できるよう
にする．これにより，システムの利用者は，システムにログインしさえすれば，必要な情報に到達でき
るようになる．副次的に，事務担当者への問い合わせに関する負担が軽減されると見込まれる．
第 3 に，利用者のユーザビリティを向上させるために，それぞれの利用者にとって必須の情報のみを
提示する．ログイン後のトップページに表示される情報は，ログインした利用者の種別によって表示の
有無がコントロールされる．例えば，学生の申請者の場合，審査者や事務担当者のためのメニュー画面
は表示されない．また，申請書の作成においては，選んだ選択肢によって入力する必要のない審査項目
は入力不可能な状態となる．例えば，研究方法として，調査や面接といった実験以外の方法を選んだ場
合，実験法の場合に必要となる独立変数の操作に関する審査項目は入力できなくなる．これにより，雑
多な情報に惑わされる可能性が低減され，当システムの円滑な利用が可能になると見込まれる．
システム概要
当システム稼働後の心理・社会福祉学科，心理・人間関係学科，大学院臨床心理学専攻 （以下，「当
学科」と省略する） の研究倫理審査の手続きを Fig. 1 に示す．提出された申請書は，まず審査者 2 名に
よる個別審査によって審査される．2 名ともが研究倫理上の問題がないと判断した場合は，学科研究倫
理審査委員会 （以下，「委員会」と省略する） の承認を経て，審査結果が通知される．一方，1 名でも研
究倫理上の問題があると判断したり，当学科の研究倫理審査の範囲外であると判断したりした場合は，
委員会の合議審査を経て審査結果が通知される．審査結果としては，提出された申請書の内容で研究を
開始しても良いと認める「承認（A）」，研究倫理に関する問題はないものの，誤脱字等の軽微な修正を経
て研究を開始しても良いと認める「条件付承認（B）」，研究倫理に関する問題があり，研究計画を再検討
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した上で再度申請することを勧める「再申請勧告（C）」，当学科の研究倫理審査の範囲外と判断された「非
該当（D）」の 4 つを設定している．
「承認」の場合は，結果通知後すぐに研究を開始できる．一方，「条件付承認」の場合は，指摘された誤
脱字等の修正を行い，修正対照表を添えて申請書を再提出し，条件充足の確認を受ける．条件充足の確
認は，事務担当者が修正対照表を元に行い，問題がなければ，その旨が通知され研究が開始できる．「再
申請勧告」や「非該当」の場合，審査結果に不服があれば疑義申出ができる．疑義申出は委員長に対して
行い，委員長はそれを受けて委員会を招集し審議する．
当システムの概要を Fig.2 に示す．当システムの利用者は以下の 6 種類の役割をもっており，それぞ
れの役割によって利用できる機能が異なる．
（1）申請者　申請者は，申請書を作成し提出できる．申請後も自身の審査の状況を確認することが可
能であり，通知された審査結果も閲覧できる．また，審査結果に不服がある場合は，疑義申出が
できる．申請者が，学生・大学院の場合，指導教員の承認を経て，申請書の提出となる．
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注）二重線の枠で
囲まれた箇所
が，事務担当
者の関係する
箇所である．
Fig.1　研究倫理審査の手続き
審査者
システム
③審査結果入力
②審査依頼
①申請書作成・提出申請者
・
指導教員 ⑥結果の通知
⑦-1条件充足
⑦-4承認通知
⑧-1疑義申出
⑧-4結果通知
注）
通常処理
例外処理
⑦-3
条件充足
　承認
⑦-2
条件充足
確認依頼
例外発生
通知
・マスター画面での対応
・関係者に個別連絡
事務担当者・システム管理者
④審査結果承認・
合議審査実施依頼
⑤審査結果承認・
合議結果入力
⑧-2疑義申出検討依頼
⑧-3疑義申出結果入力
委員会
・
委員長
Fig.2　システム概要図
D09141_69001815_5竹中.indd   43 2017/03/17   16:50:34
（竹中，松村，半羽，玉木，長岡）
－ 44 －
（2）指導教員　指導学生が申請書を提出する際に，その内容をチェックし承認できる．また，指導学
生の審査の状況や通知された審査結果も閲覧できる．その他，指導学生が「条件付承認」となった
際の再提出された申請書の確認や，疑義申出する場合のその内容の確認が行える．
（3）審査者　申請書を審査できる．また，自身がこれまでに審査した申請書を閲覧できる．
（4）委員長　審査者による個別審査の結果，「承認」または「条件付承認」となった際に，委員会による
審査結果の承認を行える．また，申請者から疑義申出があった場合にその対応ができる．
（5）事務担当者　「条件付承認」となった際に再提出された申請書について，条件充足の確認と承認が
できる．また，審査者による個別審査の結果，「再申請勧告」や「非該当」となった際に開催される
合議審査資料の出力ができる．
（6）システム管理者　何らかのトラブルが発生した際に対応するために，すべての申請書を閲覧でき
る．また，マスター画面による申請書の修正ができる．
当システムによる処理は，申請者による申請書の作成・提出 （Fig.2：①） を起点として開始される．
その後，Fig.2 の丸数字の順に処理が進み，審査結果が「承認」の場合には，⑥結果の通知で処理が終了
する．審査結果が「条件付承認」の場合には，⑦ -1 から⑦ -4 までの処理が追加される．また，審査結果
が「再申請勧告」「非該当」となった際に疑義申出がなされた場合，⑧ -1 から⑧ -4 までの処理が追加される．
当システムが導入されない場合，事務担当者は，（5）で示した条件充足の確認と承認及び合議審査資
料の準備 （Fig.1 において二重線の枠で示した段階）の 2 段階以外に，申請書の受付 （Fig.1 における「申
請書の提出」段階） や個別審査の依頼 （同「審査者による個別審査」段階），審査結果の通知 （同「審査結果
の通知」段階） の 3 段階にも関わることになる．特に，前者の 2 段階は，それぞれ「条件付承認」と「再申
請勧告」または「非該当」という一部の審査結果の場合にのみ関わる必要がある一方で，後者の 3 つの段
階はすべての申請書について関わる必要がある．当システムが導入されることによって，事務担当者の
関わる段階が半減し，必要となる作業量も大幅に軽減されると考えられる．
実　装
システムの実装にあたり，開発は株式会社 NSD に委託した．使用した言語は Java，データベースは
MySQL であり，Web サーバは Apache を用い，サーブレットコンテナとして Tomcat を用いた （Fig.3）．
導入コストを削減するために，当学科の既存サーバ （Windows Server）上に仮想マシンを設置し，仮想環
境下で実行することとした．
サーバ
操作・表示
各種連絡メール
A
pa
ch
e
To
m
ca
t
Java
MySQL
OS（Cent OS）
研究倫理審査システム
仮想マシン
???
Fig.3　システム構成
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利用者は，PC からウェブブラウザを経由して当システムに接続した．接続後のログインには，当学
科のサーバ内の Active Directory に格納されているアカウント情報を用いた．ログイン後の画面を
Fig.4-1 に示した．画面左部に，ログインした利用者の持つ役割によって表示／非表示が切り替わるメ
ニューが配置された．ここで選択した項目に応じて，画面中央にその内容が示された．また，メニュー
画面下部には，倫理規程や使用マニュアル等の情報がダウンロードできるように，各ファイルへのリン
クが表示された．なお，ログイン直後はお知らせが表示されており，システムメンテナンス等の情報を
見逃しづらいようにした．
申請書の作成を選択した場合の画面を Fig.4-2 に示した．各申請項目は，データベース内のレコード
を参照して動的に処理され，表示された．JavaScript を使用することで，申請項目内の選択肢の選択状
態に応じて，その項目の選択状態に依存する別の申請項目について入力可能か否かを制御した．なお，
各申請項目には注意事項のリンクが表示されており，必要に応じて注意事項を参照できるようにした．
申請書の審査画面を Fig.4-3 に示した．申請項目の上部に審査結果とその理由を記載する欄を設けた．
また，各審査項目には，それぞれ個別にコメントが記載できる欄を設けた．申請書の作成時と同様に，
審査上の注意事項へのリンクが各申請項目に付記されており，必要に応じて注意事項を参照できるようにした．
個別審査の審査者の割り振りは，輪番方式をとった．申請者の所属に応じた複数の輪番テーブルを用
意した．審査のたびに審査回数をカウントアップするようにし，審査回数の少ない順に各テーブルから
ランダムに審査者を抽出し，割り当てた．出張等，何らかの理由で一定期間審査ができない場合に対応
するために，設定した審査者の抽出をスキップする機能も用意した．
Fig.4-1　ログイン後の画面
Fig.4-3　審査画面
注）画像は開発中のものである
Fig.4-2　申請書作成画面
Fig.4-4　申請書の一覧画面
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合議審査にかける申請書の一覧表示画面をFig. 4-4に示した．申請書はPDFファイルとしてダウンロー
ドできるようにした．
システムの稼働状況
2016 年 4 月 21 日から研究倫理審査の受け付けを開始した．2016 年前期中は 7 月 15 日まで申請を受
け付けた．申請数は 57 件であり，そのうち学生によるものが 51 件，大学院生によるものが 4 件，教職
員によるものが 2 件であった．
ユーザビリティに関する評価
問題と目的
当システムは 2016 年 4 月から稼働している．当システムの稼働により，事務担当者が行う作業は，
合議審査に関わる資料の準備と「条件付承認」となった際の条件充足の確認のみとなっており，研究倫理
審査に関する事務作業量は軽減できていると考えられる．しかし，申請者や審査者等の利用者にとって，
当システムがユーザビリティの高いものであるか否かはわからない．
当学科において，学部学生や大学院生は，卒業論文や修士論文の作成のために調査や実験を行う場合，
研究倫理審査を経ることが必須である．そのため，当システムが利用しにくく使い勝手の悪いものの場
合，円滑な研究実施を妨げるものになりかねない．また，審査を担当する教員にとっても，当システム
が利用しにくいものであれば，日々の円滑な審査の妨げとなり，教育や研究等，他の業務を圧迫するこ
とになりかねない．
そこで本研究では，利用者にとって当システムが使い勝手の良いものであるか否か，また使い勝手の
悪い部分がどこであるかを検討する．これらが明らかにされることにより，今後の当システムの改善に
資することが期待される．
方　法
調査時期　2016 年 7 月中旬～下旬であった．
調査対象者　当システムを利用する可能性の高い心理・社会福祉学科 3,4 年生 391 名，大学院臨床心
理学専攻院生 43 名，心理・社会福祉学科教職員 30 名を対象に調査を依頼した．このうち，大学生 67
名 （平均年齢 20.9 歳），大学院生 11 名（平均年齢 22.8 歳），教職員 14 名（平均年齢 47.3 歳）の計 92 名か
ら回答を得た．回収率はそれぞれ 17.1%，25.6%，46.7% であった．
調査方法　Google フォームを利用した Web 調査であった．回答者は自身で回答サイトに接続し，そ
れぞれ回答を入力した．回答は無記名であり，強制されるものではなかった．調査サイトへの誘導は，
以下の通りであった．大学生には，電子掲示板システムである info@MUSES の掲示及びゼミ担当教員
からの呼びかけを行った．また，大学院生には，大学院準備室の教務助手から回答を依頼するメールを
個別に送信した．教職員には，学科メーリングリストを用いて回答を依頼した．
調査内容　①当システムを知っているか否かについて，「知っていた」「知らなかった」の 2 件法で回
答を求めた．②①の質問で「知っていた」を選択した回答者に対して，当システムにログインしたことが
あるか否かを「ログインしたことがある」「ログインしたことがない」の 2 件法で回答を求めた．③②の
質問で「ログインしたことがある」を選択した回答者に対して，当システムへのこれまでのログイン回数
を「1 ～ 2 回」「3 ～ 5 回」「6 ～ 10 回」「11 回以上」の選択肢を用い，単一回答形式で尋ねた．④当シス
テムの使い勝手について，ウェブサイトユーザビリティアンケート 4）によって測定した．当尺度は，ウェ
ブサイトの使い勝手について，好感度，役立ち感，内容の信頼性，操作の分かりやすさ，構成の分かり
やすさ，見やすさ，反応性の 7 下位尺度によって測定するものであった．下位尺度ごとに 3 項目からな
り，合計 21 項目であった （Tabel 1）．使用した選択肢は「全くそう思わない」から「大変そう思う」までの
5 件法であった．⑤当システムの改善点について，自由記述形式で尋ねた．
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Fig.9　ウェブユーザビリティアンケートの各下位尺度の平均値
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Table 1　ウェブユーザビリティアンケートの各項目内容と平均値・標準偏差
下位尺度名 項目内容 平均値 標準偏差
好感度
この倫理審査システムのビジュアル表現は楽しいですか
この倫理審査システムは印象に残りましたか
この倫理審査システムには親しみがわきますか
2.69
3.27
2.60
0.95
0.96
1.18
役立ち感
この倫理審査システムではすぐにわたしの欲しい情報が見つかりましたか
この倫理審査システムにはわからない言葉が多く出てきましたかa
この倫理審査システムを使用するのは時間の浪費であると思いますかa
2.98
3.13
3.60
0.89
1.18
1.14
信頼性
この倫理審査システムに掲載されている内容は信用できると思いますか
この倫理審査システムは信頼できると思いますか
この倫理審査システムの文章表現は適切であると思いますか
3.87
3.78
3.91
0.81
0.74
0.87
分かり易さ
操作の
この倫理審査システムの操作手順はシンプルでわかりやすいですか
この倫理審査システムの使い方はすぐに理解できましたか
この倫理審査システムでは、次に何をすればよいか迷わないですか
3.33
3.20
3.16
1.07
1.16
1.04
分かり易さ
構成の
この倫理審査システムには統一感があると思いますか
この倫理審査システムはメニューの構成が分かりやすいですか
自分がこの倫理審査システム内のどこにいるのかわかりやすいですか
3.93
3.42
3.28
0.70
0.98
0.96
見やすさ
この倫理審査システムの文章は読みやすいですか（行間、文章のレイアウトなど）
この倫理審査システムの絵や図表は見にくいですかa
この倫理審査システムを利用していると、目が疲れる感じがしましたかa
3.42
3.69
2.96
1.12
0.92
1.22
反応性
この倫理審査システムでは、操作に対してすばやい反応が返ってきましたか
この倫理審査システムを利用しているときに、画面が正しく表示されないこ
とがありましたかa
この倫理審査システムを利用しているときに、表示が遅くなったり、途中で
止まってしまうことがありましたかa
3.69
4.13
3.80
0.97
1.08
1.18
注）a 逆転項目，平均値は得点を逆転させた後のものを示した
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研究倫理　武庫川女子大学文学部心理・社会福祉学科研究倫理審査委員会の承認を経て実施された
（承認番号：2016013）．
結　果
当システムの利用状況　当システムを知っているか否かについて尋ねた結果，知っていた回答者が約
80% を占めていた （Fig.5）．知っていた回答者のうち，ログインしたことがある回答者は約 60% であっ
た（Fig.6）．ログインしたことがある回答者のうち，その回数が 11 回以上の回答者が最も多く，僅差で
1 ～ 2 回の回答者が続いた （Fig.7）．なお，ログインしたことがある回答者の多くは，大学生と教職員
であった （Fig.8）．以降の分析は，「ログインしたことがある」回答者 45 名に限定して行った．
尺度構成　ウェブサイトユーザビリティアンケートの各項目について，「全くそう思わない」から「大
変そう思う」までを 1 点から 5 点と得点化し，各項目の平均値と標準偏差を算出した （Table 1）．下位尺
度ごとにα係数を算出したところ，好感度，内容の信頼性，操作の分かりやすさ，見やすさ，反応性に
関しては，いずれも .70 以上であり信頼性は十分であった．構成の分かりやすさは .60 とやや低かった．
役立ち感は .43 と低く，信頼性が確認されなかった．そのため，役立ち感を除く 6 下位尺度について各
項目の得点を平均し，尺度得点とした．
ユーザビリティに関する評価　役立ち感を除いた 6 下位尺度の平均値について，理論的中間点である
3 との差を t 検定によって比較した（Fig.9）．分析の結果，内容の信頼性（t（44）＝ 8.18, p < .01），構成の
分かりやすさ（t（44）＝ 5.44, p < .01），見やすさ（t（44）＝ 2.60, p ＝ .01），反応性（t（44）＝ 6.69, p < .01）は，
いずれも理論的中間点よりも有意に平均値が高かった．操作の分かりやすさは有意傾向であるものの（t
（44）＝ 1.76, p ＝ .09），理論的中間点よりも平均値が高かった．好感度は有意ではなかった（t（44）＝ 1.18, 
p ＝ .24）．
改善点に関する自由記述　当システムの改善点について自由記述形式で尋ねた結果を，内容の類似性
によって「操作方法の分かりにくさ」「入力欄のサイズ」「審査手続き上の問題」「文字数制限の不一致」「学
内のみの利用制限」「その他」の 5 カテゴリに分類した．「操作方法の分かりにくさ」に関する記述は 9 件
であった．申請書を一覧表示する際のフィルタリングに関する説明不足や，申請書に添付する PDF ファ
イルの添付順に関する説明不足，審査項目の文字数制限に関する説明不足の内容が含まれていた．「入
力欄のサイズ」に関する記述は 6 件であった．いずれも，研究目的等，入力する量が多い項目について，
入力フォームのサイズが小さすぎるという内容であった．「審査手続き上の問題」に関する記述は 6 件で
あった．いずれも当システムのユーザビリティに関する内容ではなく，当学科の研究倫理審査の手続き
に関する内容であった．「学内のみの利用制限」に関する記述は 3 件であった．当システムは現在，セキュ
リティ上の理由から学内のみの接続制限をかけているが，自宅でも使用できるようにして欲しいという
内容であった．いずれにも含まれない「その他」の記述は 3 件であった．
考　察
ウェブサイトユーザビリティアンケートの結果から，当システムは全体的に，内容は信頼でき，サイ
トの構成や操作はある程度分かりやすく，見やすさや反応の良さも概ね問題はないことが示された．先
行研究 5）において，認知度の高い 6 サイト （情報探索系，情報検索系，相互取引系のサイト各 2 つずつ） 
について得られた評価は，内容の信頼性が 3.75 （標準偏差 0.50，以下同様），操作のわかりやすさが 3.60 
（0.76），構成の見やすさが 3.46（0.74），見やすさが 3.51（0.65），反応性が 3.53（0.78）であった．当シス
テムに対するこれらの評価は概ね同程度であり，当システムは，一般的な Web サイトとほぼ同程度の
使い勝手のサイトであると考えられた．
一方で，好感度に関しては，理論的中間点との差がなく，良くも悪くもないという結果となった．ま
た，役立ち感の信頼性が確認できず，評価することができなかった．これは，当システムが，一般的な
Web サイトのように好ましいから使用したり役に立つから使用したりするものではなく，研究倫理審
査の手続き上否応なく使用するものであることから，一般的な Web サイトと同様に評価することが困
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難なためであろうと考えられた．
当システムの改善点に関する質問から，いくつかの改善点が抽出された．審査手続き上の問題は本研
究の範囲を超えるものの，入力欄のサイズが小さいという見やすさに関する点や，操作方法にわかりに
くい部分がある点，学内のみの接続制限に関する点は，いずれも当システムのユーザビリティを高める
ために改善できるものであった．
まとめと今後の課題
本研究は，研究倫理審査に関する事務処理を軽減し，円滑な申請・審査を行うために研究倫理審査の
電子申請・審査システムを構築した．当システムは，申請書の受け付けや利用者への連絡等，研究倫理
審査に関する事務処理の多くを自動化するとともに，研究倫理審査に関わる情報を一元化した．さらに，
利用者にとって使い勝手の良いものにするために，必要な情報のみに絞った画面提示の制御や審査項目
の入力可否の制御がなされた．評価アンケートの結果から，当システムは一般的な Web サイトとほぼ
同程度のユーザビリティであり，概ね使い勝手の良いものであることが明らかにされた．
今後の課題として，以下の 2 点が挙げられる．第 1 に，改善点として挙がった内容に関する修正であ
る．見やすさや操作方法に関する改善点はいずれもユーザインタフェースに関するものであり，これら
を改善することで利用者にとってより使いやすいものになると予測される．また，学内のみの接続制限
に関しては，セキュリティ面での強化が必要になるため容易ではないが，ユーザビリティを高めるため
にも改善すべきものであると考えられる．第 2 に，研究倫理教育への応用である．文部科学省は，2014
年に「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン」を大臣決定した 6）．当ガイドライン
では，研究者のみならず，学部学生や大学院生に対しても研究倫理教育の実施を推進することが求めら
れている．そのため，単に研究倫理審査を行うだけではなく，研究倫理教育との連携をも念頭に置きな
がら，当システムを発展させることが必要であると考えられる．
また，本研究の限界として，本来であれば，研究倫理審査に関する事務作業量が軽減したか否かを確
認するための調査を行うことが望ましかった．しかしながら，当システムの稼働前後で継続して事務作
業に携わっている事務担当者は 1 名のみであり，この 1 名に調査を行ったとしても，統計学的に意味の
ある方法で当システムの有効性を評価することはできなかった．そのため，本研究では，当システムの
稼働後に事務担当者が担う作業の段階が半減することをもって，事務担当者の作業量が軽減したと推測
した．実証データに基いて作業量の軽減を示すことが出来ていない点が，本研究の限界となる．
引用文献
 1） 文部科学省・厚生労働省　人を対象とする医学系研究に関する倫理指針　（2014）
URL: http://www.lifescience.mext.go.jp/files/pdf/n1443_01.pdf　（アクセス日：2016 年 9 月 14 日）
 2） 日本心理学会　日本心理学会倫理規程　（2011）
URL: http://www.psych.or.jp/publication/inst/rinri_kitei.pdf　（アクセス日：2016 年 9 月 14 日）
 3） 日本社会福祉学会　研究倫理指針　（2004）
URL: http://www.jssw.jp/conf/62/ethics.html　（アクセス日：2016 年 9 月 14 日）
 4） 仲川 薫・須田 亨・善方 日出夫・松本 啓太　ウェブサイトユーザビリティアンケート評価手法の開発　（2001）
URL: https://u-site.jp/wp-content/uploads/his_10th_paper.pdf　（アクセス日：2016 年 9 月 14 日）
 5） 同上
 6） 文部科学省　研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン　（2014）　http://www.mext.
go.jp/b_menu/houdou/26/08/__icsFiles/afieldfile/2014/08/26/1351568_02_1.pdf　（アクセス日：2016 年 9 月 14 日）
受稿日　　2016 年 9 月 19 日　　　受理日　　2016 年 12 月 20 日
D09141_69001815_5竹中.indd   49 2017/03/17   16:50:35
－ 51 －
Bull.　Mukogawa　Women’s　Univ.　Humanities　and　Social　Sci.,　64，　51－60（2016）
武庫川女子大紀要（人文・社会科学）
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Abstract
The objective of this study was to develop a questionnaire which allows measurement of both expressive 
and inexpressive aggression in students of middle schools. We surveyed the reliability and relevance of this 
questionnaire. This survey with 1,683 students from the first grade to the third grade of middle schools was 
also aimed at clarification of factor structure and internal consistency. In order to ensure the reproducibility, 
516 students who previously took this survery were again enrolled in this survey 3 months after the first 
participation. Results of analysis proved that this survey indeed clarified two factors, expressive and 
inespressive aggression, and provided sufficient reliability and internal consistency.
Next, we asked class teachers to nominate 495 students who have typical characteristics of either type of 
agression in order to investigate the relevance of this questionnaire. The survey results corresponded with 
nomination by teachers, which suggested high relevance of this questionnaire. This questionnaire was proved 
to have high reliability and relevance for measuring expressive and inexpressive aggression.
問　題
攻撃性は，これまで数多く研究がされてきた．この中で，子どもを対象とした研究では，学齢期前で
は攻撃行動を示す子どもは注目され，仲間集団において高い地位が与えられた （Bukowski,Sippola, & 
Newcomb, 2000）．しかし，学齢期に入ると，学齢期前の状況とは異なり，攻撃的な子どもは仲間から
嫌われるようになった （Coie & Dodge,1998）．このように，攻撃性は年齢が高くなるにつれ，友人関係
を悪化させる要因となり社会的に不適応になる可能性がある．そのため，小中学生の研究が重要である．
文部科学省の調査によると，小中学生の暴力行為発生件数は，平成 26 年度において，54,242 件（文部科
学省，2015）であった．この中で，中学校における暴力行為発生件数が際だって多い．平成 26 年度の中
学校で発生した暴力行為発生件数は，35,683 件であった．これは，小学校の約 3.1 倍，高等学校の約 5.0
倍の件数であった．また，この傾向は，10 年以上ほとんど変化がないことから，中学校で発生する暴
力行為の深刻さがうかがえる．このことから，中学校における暴力行為に対応することが，今後の暴力
行為や犯罪行動の抑止に特に必要であると考えられる．
この暴力行為を引き起こす要因の一つに攻撃性（aggressiveness）が考えられる．攻撃性は，他者に対し
て，有害な刺激を与えようと試みる行動 （Buss & Durkee, 1957）の観点からとらえられることが多く，攻
撃行動を中心に研究が進められてきた．このため，攻撃性については，敵意や怒りなどの認知や感情の
側面に焦点を当てた研究は少数であった．また，Berkowitz（1962）のように，攻撃と敵意とが同意語と
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して用いられることがあり，攻撃と敵意という概念が曖昧になっていた．しかしながら，近年，攻撃行
動だけでなく，敵意や怒りを含めて攻撃性について研究が行われるようになってきた．例えば，攻撃性
とは，感情面として怒り（anger），認知面として敵意（hostility），行動面としての攻撃（aggression）の総称（山
崎・坂井・曽我・大芦・島井・大竹，2001）という複合的な要素が強いものであると考えられるようになっ
た．このことから，本研究における攻撃性とは，他者に対して，危害を加えようとする行動や他者への
怒りや敵意を持つことと定義した．
また攻撃性研究は，攻撃性を一側面からとらえるのではなく，細分化してとらえるようになった． 
Hartup（1974）は，攻撃性を敵意的攻撃（hostile aggression）と道具的攻撃（instrumental aggression）に分類し
て研究を行った．敵意的攻撃とは，他者から攻撃された場合にやり返したり，他者を傷つけようとする
攻撃であり，道具的攻撃とは，他者を傷つけることが目的ではなく，他者を支配しよとしたり，他者を
攻撃することで，目的を達成しようとするなど攻撃を道具として使う道具的攻撃である．このように攻
撃性の細分化については，研究者によって様々である．
そして，近年では，Dodge & Coie（1987） が攻撃性を，反応的攻撃（reactive aggression）と向行為的攻撃
（proactive aggression）とに分類して研究を行った．向行為的攻撃は，道具的攻撃（instrumental aggression）
と同義語で用いられることもあり，また，この攻撃性の概念から，道具的攻撃として訳されることもあ
る（玉木・山崎・松永，2002; 2003），そこで，本研究では向行為的攻撃を以後，道具的攻撃と表記する．
まず，反応的攻撃とは，不快な刺激に対してすぐに反応することであり，向行為的攻撃とは，攻撃を手
段（道具）として用い，自分の望みを叶えようとすることである （Dodge & Coie,1987）．この 2 つの攻撃
性は，攻撃を行う目的や攻撃方法は違うが，他者を攻撃するというところは同じであり，攻撃行動を表
出している．しかしながら，これらの攻撃性は，怒りと攻撃行動は重視しているが，敵意についてはあ
まり重視していない．そこで，山崎（1999）は，Dodge & Coie（1987） の分類を参考にし，新たに，怒り
感情を表出する表出性攻撃（expressive aggression）と怒り感情をその場では表出しない敵意的な攻撃性を
不表出性攻撃（inexpressive aggression）に分類した．表出性攻撃とは，怒り感情を時間をおかずに言語的
あるいは身体的に表出し，不表出性攻撃は，怒り感情や敵意を持ちながらその怒り感情を身体的や言語
的に表出しないことである．
不表出性攻撃については，敵意を中心として，敵意とは微妙に概念が異なる恨み，猜疑心などの細分
化が可能であると思われるが，敵意以外ではこの範疇に入る攻撃反応の細分化には曖昧な部分が多く，
測定に使用される尺度の構成概念妥当性も未知の部分もある（坂井・山崎，2004a: 坂井・山崎，2004b;
山崎，2002）．これは，不表出性攻撃の特性が複雑なことを意味している．怒り感情や敵意をもちなが
ら表出しないためには，様々な要因が関連している可能性がある．そのため，不表出性攻撃は，恨みや
猜疑心などの概念を切り離して考えるより，敵意やその他の概念を含んだ包括的な概念として扱うこと
が必要であると考える．
これまでの攻撃性を測定する質問紙について，成人用では Buss & Durkee（1957）が作成した，Buss-
Durkee Hostility Inventory（BDHI）があり，小学生用では Jacobs,Phelps, & Rohrs,（1989）が作成した
Pediatric Anger Expression Scale などがある．BDHI は，暴力（Assault），間接的敵意（Indirect Hostility），
短気（Irritability），ネガティビズム（Negativism），恨み（Resentment）, 猜疑心（Suspi-cion）， 言語的敵意
（Verbal Hostility）， そして罪悪感（Guilt）で構成されている．また，Pediatric Anger Expression Scale は，怒
りの表出（Anger-out），怒りの統制（Anger-control），怒りの反射（Anger reflection），怒りの抑制（Anger-
suppression）から構成されている．
また，中学生を対象とした質問紙でも対象年齢が，高校生を含んでいるものもあり（Kazdin,Rodgers, 
Colbus, & Siegel,1987; Vitiello, Behar, Hunt, Stoff, & Ricciuti, 1990），中学生だけを精度高く独立して調査
する質問紙は数少ない．さらに，わが国においては , 攻撃性を測定する質問紙自体が少なく，標準化さ
れた質問紙でも高い信頼性と妥当性を兼ね備えた質問紙は，ほとんど見あたらない．そして，概念の細
分化についての課題として，山崎他（2001）は，統一した見解がないのが現状で，研究者によって，ある
いは使用する測定方法によってその詳細が規定されていると指摘している．そのため，細分化された概
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念の再構成や因子の集約を行う事が，安定した質問紙を開発するためには必要だと考える．
近年，わが国の研究では，安藤・曽我・山崎・島井・嶋田・宇津木・大芦・坂井（1999） によって，
日本版 Buss-Perry 攻撃性質問紙（Buss-Perry Aggression Qusetionnaire, BAQ）が標準化された．そして，こ
の質問紙をもとに，中学生用攻撃性質問紙（Hostility Aggression Questionnaire for Students, HAQ-S; 嶋田・
神村・宇津木・安藤，1998），小学生用攻撃性質問紙（Hostility Aggression Question-naire for Children, 
HAQ-C; 坂井・山崎・曽我・大芦・島井・大竹，2000）が標準化された．これらの質問紙は，攻撃性を
言語的攻撃（verbal aggrssiion），身体的攻撃（physical aggrssion），敵意（hos-tility），短気（anger）の 4 つの
側面から測定している．これらの 3 つの質問紙は，同じ尺度構成で統一して作成されているが，その信
頼性の高さは等しくない（山崎他，2001）．3尺度における 4因子のα係数について見てみると，BAQは .70
～ .78，HAQ-S は .71 ～ .80，HAQ-C は .65 ～ .80 となり，低い値を示す因子もある．そこで，より精度
の高い質問紙を作成するため，山崎・坂井・曽我・大芦・島井・大竹（2001）が， HAQ-C をもとに再度
分析を行った結果，小学生用攻撃性質問紙（Hostility-Aggression Questionnaire for Children,（HAQ-C）を作
成した．分析の結果，4 因子を表出性攻撃と不表出性攻撃の 2 因子に集約し， α係数も全体で表出性攻
撃 .85，不表出性攻撃 .80 を示した．このことから，4 因子構造よりも 2 因子構造で高い信頼性を有して
いることが明らかとなった．しかし，問題行動が最も多く発生している中学生の時期を対象とした質問
紙は，教師評定用（中学生用攻撃性質問紙教師版；玉木・山崎・松永，2002）は存在するが，中学生自身
が評価する質問紙はほとんど開発されていない．
中学生は，平成 21 年度から 5 年間の文部科学省の調査（2015）において，暴力行為発生件数が 3 万件
以上が報告されいる．この点からも中学生の時期は，様々な側面で変化が起こる時期であるといえる．
これらのことから，中学生自身が攻撃性を評価することは，問題行動の減少ならびに予防する観点から
も必要なことだと考える．そして，教育的意味からも攻撃性を一側面だけでなく，表出性攻撃と不表出
性攻撃という対照的な二側面からとらえることで，各攻撃性に合わせた指導を行うことが可能になると
思われる．
以上のことから，中学生自身が自分自身の攻撃性を評価することは，意味があり，教育面からも重要
なことであると考える．また，今回は，道具的攻撃については，測定しないこととした．その理由とし
て，反応的攻撃と道具的攻撃との相関は、先行研究で .70 以上を示す （Poulin & Boivin 2000a: Poulin & 
Boivin, 2000b; Vitaro, Gendreau, Tremblay, & Oligny, 1998） ことから，攻撃性の仮説概念において類似して
いる部分が多いと考えられるためである．このことから本研究は , 中学生を対象にして , 表出性攻撃と
不表出性攻撃に対応した質問紙を作成することを目的として実施された．
調　査Ⅰ
1．目的
中学生を対象として，表出性攻撃ならびに不表出性攻撃を分類する質問紙を作成し，因子的妥当性，
内的整合性ならびに再検査法による再現性を検討することを目的とした．
2．方法
1）調査対象者
徳島県，香川県，静岡県の中学校 4 校を対象に調査を行った．各中学校校区には，工業地帯や繁華街
などはなく，一般的な住宅街に位置している．そのため，調査対象校の違いは少ないと考えられる．
調査対象者は，中学校 1 年生から 3 年生 1810 名を対象に調査を行った．未記入の回答などを除外し
た結果，1683 名（男子 909 名，女子 774 名）を分析対象とした．各学年の人数は，1 年生 565 名（男子
309 名，女子 256 名），2 年生 552 名（男子 305 名，女子 247 名），3 年生 566 名（男子 295 名，女子 271 名）
であった．なお，再調査は，本調査を行った評定者ならびに被評定者の一部を対象として行われた．
2）質問紙ならびに実施手続き
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本研究で使用した質問紙は，小学生用攻撃性質問紙（山崎他 ,2001）で分類された表出性攻撃項目 8 項
目，不表出性攻撃項目 8 項目の合計 16 項目から構成された．質問項目は，山崎他（2001）が因子分析を
した結果，表出性攻撃と不表出性攻撃に分類された項目を用いた．なお，不表出性攻撃は，敵意，猜疑
心，恨みなど微妙に異なる概念から構成されていると考えられる．そのため，質問項目は，これらの概
念を含んでいると考えられる項目から構成した．項目に対する回答は，「まったくあてはまらない」，「あ
まりあてはまらない」，「よくあてはまる」，「とてもよくあてはまる」の 4 件法で求めた．なお，Table 1
には，質問項目が示されている．
本調査は，無記名式による各クラス集団単位で，担任教師または教科担任によって授業時間または放
課後に実施された．再調査は，本調査終了約 3 ヶ月後に同一のクラス集団に実施された．
Table 1.　中学生用攻撃性質問紙質問項目
項目番号 項　　　目　　　文
1 わたしはとても幸せだと思う
2 人に　乱暴なことを　したことがある
3 友だちのなかには　いやな人が多い
4 人からばかにされたり　いじわるされたことがある
5 ふだん仲良くしていても　本当に困ったとき助けてくれない
友だちもいる　と思う
6 からかわれたら　たたいたり　けったりするかもしれない
7 じゃまをする人がいたら　文句を言う
8 わたしのまわりは　みんな親切な人ばかりだ
9 わたしの悪口を言う人が　多い　と思う
10 たたかれたり　けられたりしたら　必ず　やりかえす
11 本気で　いやだ　と思う人がたくさんいる
12 すぐにおこる方だ
13 たたかれたら　たたき返す
14 友だちに　ばかにされているかもしれない
15 自分を守るためなら　暴力をふるうのも　しかたない
16 すぐにけんかをしてしまう
3．結果および考察
1）因子的妥当性の検討
本質問紙の因子構造を確認するために，16 項目を対象に男女を合わせた全調査対象者の回答につい
て，主因子法による探索的因子分析を行った．因子構造を検討したところ，第 3 因子までが固有値 1 以
上を示した．それぞれの固有値は，第 1 因子 4.69，第 2 因子 2.38 そして第 3 因子 1.13 であった．第 1，
第 2 因子の固有値に比べて第 3 因子の固有値は低かった．寄与率は第 2 因子までで 44.17% を示した．
次に，男女別に主因子法による探索的因子分析を行った．その結果，男女とも第 3 因子までが固有値 1
以上を示した．第 1 因子から第 3 因子までの男子の固有値については，順に 4.58，2.36，1.20 であり，
女子の固有値については，順に 4.94，2.31，1.07 であった．男女とも第 1，第 2 因子の固有値に比べて
第 3 因子の固有値は低い値を示した．また，寄与率は男女とも第 2 因子までで 40% 以上を示した（男子
43.34%，女子 45.28%）．
さらに，発達差について検討するために，学年ごとでも主因子法による探索的因子分析を行った．そ
の結果，学年ごとでも第 3 因子までが固有値 1 以上を示した．学年ごとの第 1 因子から第 3 因子までの
固有値は，1 年生については順に 4.96，2.42，1.02，2 年生については順に 4.53，2.65，1.31，3 年生
については順に 4.49，2.15，1.14 であった．寄与率については全ての学年において第 2 因子までで 40%
以上を示した（1 年生 46.14%，2 年生 44.84%，3 年生 41.50%）．以上の固有値の変化および寄与率から
考えて，本質問紙は 2 因子構造であると考えられる．
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そこで，因子数を 2 として promax 回転を行った．因子パターンは，項目内容から全体，男女とも第
1 因子が表出性攻撃，第 2 因子が不表出性攻撃と解釈された．また，第 1 因子と第 2 因子で男女で異な
る項目は見られなかった．したがって，本質問紙は，男女共通の因子構造を持った質問紙であることが
確認された．Table 2 には，全体ならびに男女ごとの因子負荷量、寄与率および因子間相関を示している．
尺度項目の選択基準は，（1）当該因子の因子負荷量が .450 以上である，（2）当該因子以外の因子に .300
以上の因子負荷量がない，（3）当該因子と当該因子以外の因子負荷量の差が .300 以上ある項目，（4）共
通性が .200 以上のある項目とした．まず，全体で基準を満たした項目は，第 1 因子で 7 項目，第 2 因
子で 6 項目であった．次に，男女別でも同様に分析を行った．その結果，全体と同様の結果が得られた．
第 1 因子では，7 項目が項目選択基準を満たしたが，第 2 因子と項目数を合わせるために上位 6 項目
を選択した．このことから，本質問紙の因子的妥当性が確認され，表出性攻撃ならびに不表出性攻撃の
2 下位尺度，各 6 項目，全 12 項目からなる質問紙が確定した．
Table 2.　因子分析における因子負荷量
項目番号 F 1 F 2
13 .872（ .873/ .872） -.152（-.179/-.145）
10 .856（ .831/ .886） -.176（-.187/-.187）
6 .630（ .588/ .644） .097（ .138/ .072）
15 .580（ .563/ .530） .040（ .029/ .119）
2 .558（ .546/ .540） .101（ .128/ .088）
7 .500（ .424/ .546） .016（ .082/-.034）
12 .459（ .515/ .509） .176（ .149/ .127）
16 .436（ .475/ .440） .215（ .153/ .244）
14 .006（-.009/ .061） .697（ .710/ .659）
9 -.017（ .031/-.024） .681（ .659/ .688）
4 -.055（-.079/-.022） .641（ .691/ .586）
3 .057（ .092/ .047） .589（ .593/ .564）
11 .120（ .142/ .099） .508（ .453/ .568）
5 .020（ .016/ .059） .478（ .463/ .471）
8 .017（ .039/ .024） -.418（-.404/-.458）
1 -.007（-.072/ .119） -.355（-.275/-.491）
寄与率 29.32（28.60/30.86） 14.84（14.74/14.42）
累積寄与率 44.16（43.34/45.28）
因子間相関 .29（.30/.35）
注 1）四角で囲んだ項目は，基準を満たした項目群を示す．
注 2）括弧内の左側が男子，右側が女子を示す．
注 3）項目番号 1 および 8 は逆転項目
2）確証的因子分析による因子構造の検討
次に抽出された因子の因子構造が妥当であるかを確認するために，確証的因子分析を行った．分析モ
デルは，表出性攻撃と不表出性攻撃が互いに相関があると仮定する斜交モデルを用いた．分析の結果，
まず，調査対象者全体のモデル適合度は，GFI = .98，AGFI = .97，NFI = .98, RMSEA = .04 となり，高い
モデル適合度が示された．次に男女ごとに確証的因子分析を行った．その結果，男子のモデル適合度は，
GFI = .97，AGFI = .95，NFI = .95, RMSEA = .05，女子のモデル適合度は，GFI = .97，AGFI = .96，NFI = 
.96, RMSEA = .05 となり，高いモデル適合度が示された．
さらに，全体，男女のいずれの項目においても当該因子への影響係数は有意となった．なお，Table 3
には，各モデルの影響係数が示されている．以上のことから，本質問紙の各尺度における因子構造は，
高い因子的妥当性を備えていることが明らかにされた．
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3）α係数ならびに再検査法による信頼性の検討
Table 4 には，各攻撃性のα係数と本調査と再調査との積率相関係数（安定性係数）が全体ならびに男
女ごとに示されている．全体のα係数は，表出性攻撃では .82 であり，不表出性攻撃では .78 といずれ
も高い値を示した．また，男女で分析を行った結果でも高い値を示した （.78 ～ .82）．
次に本調査と再調査との積率相関係数を求めた結果，表出性攻撃では .81 であり，不表出性攻撃では 
.75 の有意で高い相関係数を得た．また，男女ごとで分析を行った結果でも有意で高い正の値を示した
（.71 ～ .83）．以上の結果から，本質問紙は高い内的整合性と安定性を備えた質問紙であるといえる．
4）性別における平均得点および正規性の検討
Table 5 には各攻撃性の全体ならびに男女ごとの平均得点と標準偏差ならびに尺度ごとの得点分布に
おける歪度と尖度が示されている．まず，表出性攻撃では，男子が女子より平均得点が有意に高くなり，
不表出性攻撃では，女子が男子より平均得点が有意に高くなった．また，正規性については，歪度，尖
度ともに 1 を超えておらず正規分布からの偏りは小さいものと考えられる．
Table 3.　確証的因子分析における影響係数
　表出性攻撃　 　不表出性攻撃　
項目番号 影響係数 項目番号 影響係数
13 .90 14 .78
10 .87 9 .73
6 .57 4 .66
15 .53 3 .50
2 .46 11 .44
7 .45 5 .45
Table 4.　α係数ならびに再検査相関係数
攻撃性 α係数 再検査相関係数
F 1：表出性攻撃 .82 .81
（.80 / .82） （.77 / .83）
F 2：不表出性攻撃 .78 .75
（.78 /. 78） （.71 / .80）
　   注）括弧の中は，左が男子，右が女子を示している
調　査Ⅱ
1．目　的
調査Ⅱにおいて，因子的妥当性，内的整合性，再現性が確認された中学生用攻撃性質問紙について，
表出性攻撃と不表出性攻撃の 2 下位尺度の基準関連妥当性を検討する．基準関連妥当性を検討するため
に，クラス担任教諭によるノミネート法を用いた調査を実施した．
2．方　法
1）評定者ならびに調査対象者
評定者は中学校教員 16 名 （男性 5 名，女性 11 名） で，調査対象者は中学校 1 年生から 3 年生までの
生徒 495 名 （男子 268 名，女子 227 名） であった．各学年では，1 年生 213 名 （男子 113 名，女子 100 名），
2 年生 137 名 （男子 78 名，女子 59 名），3 年生 145 名 （男子 77 名，女 68 名）であった．
2）質問紙ならびに実施手続き
調査方法は，表出性攻撃，不表出性攻撃の特徴を示した単文をクラス担任教諭に配り，担任クラスの
生徒の中で，各攻撃性の特徴が高い傾向が見られる男女 2 名，低い傾向が見られる男女 2 名，合計 4 名
をノミネートしてもらった．ノミネート用紙に示された単文は，表出性攻撃で「腹を立てやすく，暴力
をふるうことが多い」，不表出性攻撃で「人に敵意を持ちやすい」という記述であった．
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回答に際しては，生徒のプライバシー保護のため，出席番号で回答を求めた．調査用紙は，評定者に
郵送し，その後回収された．なお，ノミネートされた生徒の各攻撃性得点は，調査Ⅰのデータを用いた． 
3．結果および考察
1）基準関連妥当性の検討
各攻撃性において，その特徴が強い生徒を高群，特徴が弱い生徒を低群とし，それぞれの下位尺度別
に人数，平均得点そして標準偏差を男女別に Table 6 に示した．攻撃性ごとに群（高低）×性の 2 要因分
散分析を行った．その結果，表出性攻撃では，群の主効果が有意であった（それぞれ，F（1, 229）
=47.94, p < .001）．この結果，表出性攻撃の特性が高いと評価された生徒は，その特性が低いと評価さ
れた生徒より有意に高い得点を示したことが認められた．このことから表出性攻撃尺度の基準関連妥当
性の高さが示唆された．
不表出性攻撃では，群の主効果と群と性の交互作用が有意で（F（1, 219）=7.48, p < .01;F（1, 219）
=5.17, p < .05），性の主効果は有意ではなかった（F（1, 219）=3.43, p > .10）．群と性の交互作用が認めら
れたため，単純主効果の検定を行った結果，女子では，高群が低群より有意に高い値を示すことが認め
られたが（t（114）=3.67, p < .001），男子では，高低群で有意差は見られなかった（t（107）=.68, p > .10）．
この結果，不表出性攻撃の特性が高いと評価された女子生徒は，その特性が低いと評価された女子生徒
より有意に高い得点を示したことが認められたが，男子では，認められなかった．この点は本尺度の課
題であるが，その他の分析結果から，概ね本尺度の基準関連妥当性の高さが示唆された．
Table 5.　各攻撃性における平均値ならびに分布特徴
攻撃性 平均（SD） 歪 度 尖 度
F 1: 表出性攻撃 全体 15.31（3.94） .04 -.37
男子 16.18（3.73） .10 -.43
女子 14.29（3.92） .06 -.44
性差 t（1681）=10.06, p < .001
F 2: 不表出性攻撃 全体 13.72（3.51） .36 .23
男子 13.45（3.52） .40 .24
女子 14.04（3.47） .33 .25
性差 t（1681）= 3.48, p < .05
Table 6.　表出性，不表出性攻撃における高群ならびに低群と指名された生徒の平均得点
F 1 表出性攻撃 F 2 不表出性攻撃
n 高 群 n 低 群 n 高 群 n 低 群
全体 116 14.24（3.45） 117 11.28（3.08） 110 11.99（3.83） 113 10.77（2.82）
男子 56 14.66（3.24） 57 11.52（3.41） 53 11.04（3.58） 56 10.86（3.08）
女子 60 13.85（3.61） 60 11.05（2.75） 57 12.88（3.86） 57 10.68（2.55）
　  注）括弧内は，標準偏差を示している．
以上の結果から，ノミネート法を用いて検討した本質問紙の基準関連妥当性は，それぞれの攻撃性で
ほぼ認められたといえる．そのため，調査Ⅰで確認された因子的妥当性，信頼性の高さと合わせ，本質
問紙の尺度は，信頼性ならびに基準関連妥当性が高いことが示唆された．
総合考察
本研究では , 中学生用攻撃性質問紙の標準化を試みた．その結果 , 妥当性の検討に関して，不表出性
攻撃で，やや課題を残すものの，概ね本尺度は，内的整合性，再現性，因子的妥当性，基準関連妥当性
を備えた質問紙であることが確認された．このことから，本質問紙は高い信頼性と妥当性を有している
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といえる．また，これまで攻撃性を測定する質問紙の中で，攻撃性を分類する質問紙は，いくつか作成
されているが （Brown, Atkins, Oaborne, & Milnamow, 1996; Dodge & Coie, 1987），その多くが小学生を対
象とした質問紙であった．そのため，多くの問題行動が表面化しやすい時期である中学生を対象とし，
その中学生の攻撃性を分類することができる本質問紙の意義は高いものと考えられる．
これまで，中学生の表出性および不表出性攻撃を測定する質問紙は，教師用の質問紙はあったが，中
学生自身が測定する質問紙はなかった．また，本質問紙は項目数も少なく，短時間で実施できるため調
査対象者の負担も軽い．さらに，教師用と併用することで，教師評価と中学生自身の評価のズレも測定
する事ができ，認識の違いから生じる問題行動について検討することが可能になると考える．このよう
に暴力行為が高い水準にある中学生を対象に，簡便な方法で攻撃性を測定できる点は本質問紙の意義の
1 つだと考える．
また，表出性攻撃および不表出性攻撃における性差の違いを検討した結果，表出性攻撃では，男子が
女子より平均得点が有意に高くなり，不表出性攻撃では，女子が男子より平均得点が有意に高くなった．
そのため，本質問紙を活用することで，性別に応じた効果的な対応を検討できるようになることは，意
義あることだと考える．そして，健康との関連においては，攻撃性がうつ病やストレスを増大させる可
能性が指摘されている （武田，2000; 玉木・山崎，2004）．うつ病やストレスは，健康的な生活を営む上
では負の要因であり，さらに，学校生活の面でもこれら要因が高まると不登校や引きこもりを引き起こ
すことが推測される．そのため，日常生活および学校生活をより豊かにするためにも，過剰に高い攻撃
性は，低減する必要があると考えられる．この点からも本質問紙は，攻撃性と健康面との関連を調査す
る上でも有用なものになることが期待される．
本研究では，攻撃性を表出性攻撃と不表出性攻撃とに分類したが，先行研究の多くが，攻撃性を反応
的攻撃と道具的攻撃に分類して研究を行ってきた．そして，これまでの研究から，攻撃性がおよぼす様 
々な影響について明らかにされた．しかしながら，反応的攻撃と道具的攻撃の内的相関は，.70 を越え
る高い正の相関を示していることから （Poulin & Boivin, 2000a: Poulin & Boivin, 2000b; Vitaro， Gendreau, 
Tremblay, & Oligny, 1998），これら 2 つの攻撃特性は，かなり類似していると推測される．そのため，仮
説概念上での違いはあっても，それぞれが独立して存在していない可能性が考えられる（玉木・山崎・
松永，2002; 2003）．この攻撃特性について，表出性攻撃ならびに不表出性攻撃について見てみると両攻
撃性の内的相関は，.29 と低い値を示したことから，表出性攻撃と不表出性攻撃は，それぞれ違った攻
撃特性を持っていることが推測される．このことから，表出性攻撃特性と不表出性攻撃特性それぞれに
ついて今後調査を進めていくことにより，本質問紙が様々な問題行動の改善に役立つものと思われる．
しかしながら，反応的攻撃や道具的攻撃についても，これまでの研究において明確な違いがあることが
示唆されており，今後これらの攻撃性についても研究を進めていくことが必要であると考える．
次に，本質問紙の課題については，妥当性の検討があげられる．本質問紙は，教師によるノミネート
調査を実施し，基準関連妥当性について検討した．その結果，男子の不表出性攻撃において高低群の差
が有意ではなかった．その理由として，今回の方法が，教師による評定であったため，行動特徴が観察
しにくい不表出性攻撃の測定が難しかった可能性が考えられる．また，男子は表出性攻撃傾向が高いた
め不表出性攻撃傾向を表出性攻撃と測定された可能性もある．そのため，妥当性の測定方法として，教
師評定だけでなく，仲間評価，面接調査さらに行動観察などを実施しさらなる妥当性の検討を実施する
ことも今後の課題である．
攻撃性は，多要因から構成されていると考えられるため，多くの要因が，複雑に絡み合っている可能
性が高い．そのため，今後の攻撃性研究では，質問紙調査だけでなく，長期にわたる行動観察や本人，
担任教師，地域住人ならびに保護者への面接調査や知能検査といった個人検査を実施し，多側面から攻
撃性をとらえ，問題行動との関連を調査することが必要だと考える．しかしながら，現状では，大規模
な実験の実施，長期にわたる行動観察，といったことを行うことはほぼ不可能であることから，質問紙
による調査の意義は大きいと考える．この点から，本質問紙は，簡便性，時間的な負担，そして，信頼
性，妥当性の面からも有用なものであると思われる．また，これまで作成された質問紙が , 攻撃的行為（身
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体的攻撃・言語的攻撃）を重視し，敵意についてはほとんど扱ってこなかった点からも，相手に対して
敵意を持ち続ける不表出性攻撃を測定できる本質問紙の意義は大きいと考える．
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大学女子水泳選手におけるプリ・パフォーマンス・ルーティンとその効果との関連
三　浦　彩　美・岩　村　遥　佳
（武庫川女子大学文学部心理・社会福祉学科）
Relationship between the Pre-performance Routines and
the Effectiveness of these Behaviors in Female College Student-swimmers.
Ayami Miura, Haruka Iwamura
Department of Psychology and Social Welfare, School of Letters,
Mukogawa Women’s University, Nishinomiya 663-8558, Japan
Abstract
The purpose of the present study was to examine the relationship between the student-swimmers’ 
conscious behaviors right before the race （pre-performance routines） and the effectiveness of these 
behaviors. In study 1, ninety female college student-athletes answered question items regarding the 
effectiveness of pre-performance routines （e.g., “I can gain confidence”, “I can concentrate”, “I feel I want 
to perform well”）. Based on exploratory factor analysis, 18 items were chosen to construct the Effectiveness 
of Pre-Performance Routine Scale （EPPRS）. In study 2, the behaviors of twenty female college student-
swimmers were recorded at swimming championships and each pre-performance routine was specified via 
behavior analysis. Student-swimmers completed the EPPRS and the checklist of conscious behaviors. The 
concordance rates between perceived and actual pre-performance routines were calculated. Results indicated 
that the concordance rate was not correlated with the EPPRS score. We discuss the meaning of pre-
performance routines for athletes in relation to their years of experience in swimming.
スポーツ競技においては，優れた体力や技術を備えている選手であっても，試合場面で常に実力を発
揮しベストパフォーマンスができるとは限らない．過度に不安になったり緊張したりすることで自己の
コントロールを失い，結果として不本意な成績に終わるケースは数えきれないほど存在する（豊田， 
2006）．この状況を避けるためにも，スポーツ選手には，体力や技術に加えて精神力を高めることが必
要となる．スポーツ心理学の分野では，精神力を「競技場面においてスポーツ選手に共通して必要な心
理的能力」と位置づけ，心理的スキル，あるいは心理的競技能力という用語を用いて研究が進められて
きた．徳永・橋本（2000）は，心理的競技能力が，競技意欲，精神の安定・集中，自信，作戦能力，協調
性という 5 つの因子で構成されることを見出し，この能力を診断するために開発した心理的競技能力診
断検査を用いた研究から，競技レベルが高い選手ほど，高い心理的スキルを有していることを明らかに
している（Tokunaga, Hashimoto, Isogai, & Taki, 1998; 徳永・吉田・重枝・東・稲富・斉藤，2000）．
心理的スキルを高めるための技法は，情動のコントロール，セルフトーク，自己分析，イメージ，サ
イキングアップ，ルーティン，ゲームプラン，目標設定に分類される（村上・平木・今井・立谷・平田・
須田・石井，2010）．このうちルーティンは，実際の試合場面において我々が目にする機会が多いこと
から，一般に広く知られている技法である．ルーティンとは，本番前の場面においていつも決まった一
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連の動作を行い，雑念を取り払い心の準備をすることであり（吉田，2009），プロスポーツ選手において
は，イチロー選手のバッティング，五郎丸選手のゴールキック，ナダル選手のサーブ等の場面における
ルーティンが有名である．ルーティンは，特定のプレー直前の動作のみを指していると考えられがちで
あるが，ルーティンに関する先行研究における「本番前」の時間的範囲は必ずしも直前に限定されておら
ず，例えば村上他（2010）は，試合当日の行動パターンやゲン担ぎもルーティンに含めている．
特定のプレー直前の動作のみに限定したルーティンは，プリ・パフォーマンス・ルーティン（Pre-
Performance Routine；以下 PPR と略す）と呼ばれる．PPR は，課題成功に向けた認知・身体的な方略で
あり，課題動作実施前に体系的に行われる，課題に関連した思考や行為の一連のまとまりとして定義さ
れている（Moran, 1996）．先行研究より，PPR を行うことがパフォーマンスを向上させることが明らか
になっているが（Cohn, Rotella, & Lloyd, 1990; Lobmeyer & Wasserman, 1986; Southard, Miracle, & Landwer, 
1989; Velentzas, Heinen, & Schack, 2011），本邦においては PPR に特化した研究はまだ少ない．心理的ス
キルを高めるための様々な技法を組み合わせたメンタルトレーニングプログラムの効果を検証するもの
が多いうえに，選手が日常行っている PPR の効果を測定するのではなく，選手に対し一定期間のトレー
ニングプログラムを実施したうえで当該プログラムの効果を測定する，介入型の研究が主である（今川・
佐久間，2014; 熊崎，2010; 村上・岩崎・徳永，2000; 阪田・山﨑・河津・須﨑・池本・髙井・杉山，
2015）．
トレーニングプログラムを導入せず，選手自身が普段行っている PPR に着目した仲・帆足（2005）は，
野球のバッティングにおける PPR をとりあげ，その特徴について心理的競技能力との関連から検討し
ている．選手が記述した PPR の内容をもとに，選手にとってのバッティングがいつ開始し，どのよう
なプロセスを経てボールを打つに至るのかを分析したところ，心理的競技能力の得点が高い選手はヘル
メットをかぶった瞬間からバッティングに向けての PPR が開始し，打つイメージを作り上げながら集
中力を高めているのに対し，得点が低い選手は PPR の開始が遅く，イメージよりも思考力を働かせ，
空白の状態でボールに向かっていることがわかった．この結果から，心理的スキルの高さには，選手が
PPR をどの程度強く意識しているかが影響していると考えることができる．
PPR を行うことがパフォーマンスを向上させること，そして PPR を意識的に行う選手の心理的スキ
ルが高いことをふまえると，正確な（一貫した）PPR を行う選手ほど優れた成績をおさめることが予測
される．選手における PPR の一貫性とパフォーマンスとの関連について，Lonsdale & Tam（2008）は，
バスケットボール選手のフリースロー前の PPR やその所要時間の安定性がシュートの成功率に及ぼす
影響を検討し，PPR の動作パターンや時間が一定である選手の方がシュートの成功率が高くなることを
明らかにした．ところが，同様の研究を行った小林・柿山・田中（2013）は，動作パターンの安定性とシュー
トの成功率には関連がないことを確かめており，一貫した結果が得られていない．これは，PPR が常に
一定しているという物理的な側面だけでなく，PPR が無意識的に行われる自動化された動作なのか，そ
れとも選手によって意識的に行われている動作なのかについても検討する必要性を示唆するものである
といえる．そこで本研究では，選手自身が意識して行っている行動と実際の行動が一致しているかどう
かという観点から PPR をとらえることにする．
PPR を意識的に行う選手ほど心理的スキルが高いことは，先述のとおり既に明らかにされているが，
PPRを実施することが選手自身に与える効果については，まだ十分な検討がなされていない．永田（2014）
は， PPR の介入プログラムを初心者に実施したうえで，PPR を一定にした影響について参加者から自由
記述による回答を得ているが，個別の感想を列挙するにとどまっている．また，PPR が選手の心理面に
どのような効果をもたらすか（以下，これを PPR 効果とする）に着目した研究もあるが（Jackson & Baker, 
2001; Cotterill, Sanders, & Collins, 2010; Cohn, et al. 1990），いずれもインタビューにもとづく質的検討と
なっており，PPR 効果を量的に検証した研究は存在しない．さらに，スポーツ選手の心理的特性をみる
検査，競技前や競技中の心理状態をみる検査，心理技法活用尺度など，スポーツに焦点化した多様な尺
度が開発されてきているが（徳永，2005; 村上他，2010），PPR 効果を測定するための尺度はみあたらない．
PPR の機能や役割を重視した研究が不足しているという Cotterill et al.（2010）の指摘もふまえ，本研究
では PPR 効果を測定する尺度の開発を試みる．
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スポーツの運動技能は，環境が安定せず予測しにくい状況で行われる開放的スキルと，環境が安定し
ており予測可能な状況で行われる閉鎖的スキルに分類される（Poulton, 1957）．PPR は，陸上，ゴルフ，
バスケットボールにおけるフリースロー，バレーボールにおけるサーブなど，主として自らのペースで
課題を遂行できる閉鎖的スキルにおける動作を対象に研究が進められてきていることから（Mesagno, 
Hill, & Larkin, 2015），本研究においても閉鎖的スキルに着目することとする．本研究では，研究 1 として，
PPR 効果を測定するための運動競技 PPR 効果尺度の作成を行い，研究 2 ではその尺度を用いて，選手
自身が意識して行っている行動と実際の行動がどの程度合致しているかを行動分析により特定したうえ
で，その合致率と PPR 効果の関連性を検討する．研究 1 ではソフトボール，陸上，剣道の 3 競技をと
りあげ，研究 2 では水泳競技をとりあげる．
PPR を意識的に行う選手ほど心理的スキルが高いことから（仲・帆足，2005），自動化された無意識的
な PPR よりも，意識的に行う PPR の方が，選手の心理面に与える効果が大きいことが予測される．そ
こで本研究では，レース開始前の PPR が正確に行えている選手，すなわち本人が PPR として意識して
いる行動と実際に行っている行動が一致している選手ほど，高い PPR 効果がみられるという仮説を提
案し，これを検証する．なお，先行研究より，女子の方が男子よりも心理的競技能力が低いことが明ら
かになっていることから（徳永他，2000），本研究から得られる知見が女子選手に対するメンタルトレー
ニングについて何らかの示唆を提供できる可能性を考え，ここでは女子選手の PPR および PPR 効果に
注目し，女子を対象とした調査および行動分析を行う．
研　究　1
目　的
PPR を行うことが運動選手の心理面にどのような効果をもたらすのかを測定する運動競技 PPR 効果
尺度を作成し，その信頼性を検討する．
方　法
調査対象者　女子大学の運動部に所属している 1 ～ 4 年生 90 名を対象に行った．対象者の平均年齢
は 19.91 歳（SD = 1.03），当該運動の平均経験年数は 8.53 年（SD = 2.56）であった．有効回答数は 88 であり，
部の内訳はソフトボール部 44 名，陸上部 34 名，剣道部 10 名であった．
手続き　尺度の項目を作成するために，運動部に所属している大学生 5 名に，「運動選手が試合直前
にルーティン行動を行うことによってどのような気持ちになるか」という問いに対し自由記述による回
答を求めることで，候補となる項目を収集した．大学教員と調査実施者の 2 名で協議したうえで選定し
た項目群を運動競技 PPR 効果の予備尺度とした．予備尺度の配布は調査実施者が直接行い，回収は調
査実施者が事前に依頼していた各運動部の部員を通して行った．予備尺度は“自信が出る”“集中するこ
とができる”“自分のプレーを見せようと思う”などの 35 項目で構成されており，試合直前に意識的に
とる行動によってどのような気持ちになるかという教示のもと，各項目について「あてはまる（5）」～「あ
てはまらない（1）」の 5 件法で回答を求めた．
結　果
35 項目のうち，天井効果がみられた 1 項目を除外した 34 項目について主因子法による探索的因子分
析を実施した．分析の結果，固有値 1.0 以上の基準および因子の解釈可能性から 6 因子が抽出された．
そこで 6 因子解を指定し，主因子法プロマックス回転で同様の分析を行い，因子負荷量が .35 未満，も
しくは複数因子に .35 以上負荷している項目を除外しながら分析した．最終的な因子パターンおよび因
子間相関を Table 1 に示す．
第 1 因子は，“自分のプレーを見せようと思う”や“良い成績を残したいと思う”など，これまでの努力
の成果を十分に発揮しようとする前向きな意欲を示す 4 項目により構成されていることから“実力発揮
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意欲”因子と命名された．第 2 因子は，“周りが気にならなくなる”や“無心になる”など，雑念に惑わさ
れたり周囲の環境からの影響を受けたりすることなく，目の前の試合のみに集中できることを示す 5 項
目により構成されていることから“注意集中”因子と命名された．第 3 因子は，“安心することができる”
や“落ち着かない（逆転項目）”など，リラックスし，安定した精神状態の中で試合前の自分のペースを作
り上げている様子を示す 4 項目により構成されていることから“緊張緩和”因子と命名された．第 4 因子
は，“自信が出る”や“勝てるような気がする”など，試合に対するポジティブな気持ちを示す 5 項目によ
り構成されていることから“肯定的姿勢”因子と命名された．第 5 因子は，“プレッシャーが減る”と“あ
がらなくなる”の 2 項目から構成され，これらが圧迫されていた何かから解放された気持ちを示すこと
から“圧迫からの解放”因子と命名された．第 6 因子は，“顧問（コーチ）や部員の顔が浮かぶ”と“家族の
Table 1　Factor loading in exploratory factor analysis of the Effectiveness of Pre-Performance Routine Scale
F1 F2 F3 F4 F5 F6 h2
F1：実力発揮意欲（α = .86）
33 自分のプレーを見せようと思う .869 －.038 .002 .039 －.044 .045 .765
32 自分の努力の成果を発揮しようと思う .818 －.005 －.037 .072 －.002 －.040 .707
34 良い成績を残したいと思う .702 －.118 －.111 .056 .125 .074 .522
31 気が引き締まる .532 .046 .219 .092 .075 －.051 .585
F2：精神統一（α = .80）
 4 周りが気にならなくなる 　.216 .863 －.025 －.255 .103 －.075 .700
18 スターターや審判の音（声）しか聞こえなくなる －.185 .664 －.234 .166 －.023 .077 .503
 5 練習中の自分になれる －.017 .617 －.028 .177 －.016 .056 .538
27 無心になる －.143 .490 .203 －.013 .050 .241 .388
20 焦りを感じなくなる －.139 .490 .125 .206 .148 －.177 .476
F3：緊張緩和（α＝ .77）
 1 安心することができる －.029 .018 .802 －.058 .027 .197 .547
25 落ち着かない ※ .048 －.080 .671 －.051 －.054 －.080 .459
12 余裕がなくなる ※ －.181 －.150 .628 .107 .137 －.175 .514
 2 集中することができる .148 .229 .624 .066 －.130 .036 .637
F4：肯定的姿勢（α = .90）
19 ポジティブな気持ちになる .099 －.011 .002 .848 －.064 －.034 .752
11 自信が出る .094 .119 .025 .784 －.141 .055 .770
13 勝てるような気がする .135 .042 －.184 .701 .130 .080 .734
24 モチベーションがあがる .064 .220 .044 .619 －.072 －.162 .595
16 気持ちが軽くなる .018 －.200 .179 .593 .300 .075 .663
F5：圧迫からの解放（α = .81）
14 プレッシャーが減る .043 .145 －.116 －.038 .857 .004 .807
15 あがらなくなる .049 .034 .124 －.027 .750 －.032 .646
F6：人物想起（α = .84）
29 顧問（コーチ）や部員の顔が浮かぶ －.061 .011 －.069 .067 .114 .866 .864
30 家族の顔が浮かぶ .100 .053 .072 －.063 －.112 .832 .670
因子間相関　F1 .414 .388   .624 .308 .175
F2 .267 .607 .443 .321
F3 .470 .250 －.193
F4 .568 .236
F5 .217 
※逆転項目
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顔が浮かぶ”の 2 項目から構成され，これらが今までの自分を支え応援し続けてくれた人物の顔が自然
に思い起こされる状態を示すことから“人物想起”因子と命名された．信頼性を示す Cronbach のα係数
を算出したところ，尺度全体では .90，各下位尺度については .77 ～ .90 となっており，十分な内的整合
性を示しているといえる．
考　察
因子分析の結果から，運動競技 PPR 効果は 6 因子 22 項目によって測定できる可能性が示唆された．
しかし，第 5 因子および第 6 因子は因子を構成する項目がそれぞれ 2 つしか含まれておらず，独立した
因子として解釈するには不十分である．したがって，運動競技 PPR 効果尺度としては，第 1 ～第 4 因
子にあたる“実力発揮意欲”“注意集中”“緊張緩和”“肯定的姿勢”を採用し，以降の分析では 4 因子 18
項目を用いることとした．なお，第 4 因子までの 18 項目のα係数は .90，累積寄与率は 57.0％であった．
研　究　2
目　的
閉鎖的スキルのスポーツのうち水泳に着目し，レース開始前の PPR が正確に行えている選手，すな
わち本人が PPR として意識している行動と実際に行っている行動が一致している選手ほど，高い PPR
効果がみられるという仮説を検証する．
方　法
1．行動観察
観察対象者　女子大学の水泳部に所属している 1 ～ 4 年生 20 名を対象に行った．対象者の平均年齢
は 20.10 歳（SD = 1.25），水泳の平均経験年数は 16.95 年（SD = 2.82）であった．
観察実施日および観察場所　2012 年 1 月 21 日～ 22 日までの 2 日間開催された KONAMI OPEN 2012
（西宮市，コナミスポーツクラブ），2012 年 9 月 7 日～ 9 日までの 3 日間開催された日本学生選手権（東
京都，辰巳国際水泳場），および 2012 年 11 月 18 日に開催された近畿支部水泳競技大会（尼崎市，尼崎
スポーツの森）の 3 つの水泳大会において観察・録画を行った．
観察手続き　観察対象者のレース直前（入場してスタート台の前に立った時からスタートするまでの
間）の様子をデジタルカメラによって撮影した．観察対象者に観察・録画していることを意識させない
ために，観覧席より撮影を行った．なお，一度の撮影だけでは観察された行動が当該選手の PPR（毎回
必ず行う行動）であるかどうかを確認することができないため，対象者 1 名につき 2 回以上の撮影を行っ
た．
行動分析　水泳選手がレース直前に行う PPR を明らかにするために，撮影された動画にもとづき，
それぞれの対象者におけるレース直前の行動をリストアップした（例えば “肘を伸ばして大きく肩を回
す”“顔を軽く叩く”“膝を伸ばした片足をスタート台の上に置いてストレッチする”など）．この作業は，
実際に水泳大会の観察・録画を行った観察者 1 名に加え，水泳経験のある学生（分析者）3 名によって個
別に行われた．分析者の行動リストについては，観察者と分析者の 2 名で動画を見ながら，リストアッ
プされた記述とそれらが具体的にどの動作のことをさしているのかを観察者が分析者に確認した．3 名
の分析者に対して個別にこの確認作業を行い，同じ動作が同じ表現で記述されるよう調整した．統一し
た表現で記述された 4 つの行動リストを照合し，4 名全員によって記録された行動を水泳選手の PPR と
して採用し，これをもとに 33 項目からなる水泳 PPR リストを作成した．合わせて，行動分析の結果に
もとづいて各選手の複数のレースにおける行動の中から「レース直前に毎回必ず行っている行動」を抽出
し，これを当該選手の PPR として特定した．
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2．質問紙調査
調査対象者　前述の行動観察の対象者である 20 名であった．
手続き　上記 1. の水泳 PPR リスト作成後に質問紙調査を行った．質問紙の配布は調査実施者が直接
行い，回収は調査実施者が事前に依頼していた部員を通して行った．質問紙の構成は以下の通りであっ
た．
①水泳 PPR リスト：水泳の試合直前にスタート台の前に立った時からスタートするまでの間の行動
について，リストに示された行動の中からいつも意識的に行う行動を全て選ぶよう教示を行った．該当
する項目の項目番号を○で囲む形式で回答を求めた．
②運動競技 PPR 効果尺度：研究 1 で作成した尺度で，“実力発揮意欲”4 項目，“注意集中”5 項目，“緊
張緩和”4 項目，“肯定的姿勢”5 項目の 4 因子 18 項目で構成される．上記①であげた試合直前に意識的
にとる行動によってどのような気持ちになるかという教示のもと，各項目について「あてはまる（5）」～
「あてはまらない（1）」の 5 件法で回答を求めた．
③試合の最高成績および満足度：最高成績については，「予選」「準決勝」「決勝」から 1 つ選んで○で
囲むよう求めた．また試合の結果（タイムや順位など）に満足できたかどうかについては，自分なりの満
足度を 7 段階で回答するよう求めた．
結　果
水泳のレース直前の PPR とその効果との関連を検証するために，まず，実際の行動（行動分析によっ
て特定された PPR）と，選手本人によってレース前にいつも意識的に行う行動として報告された行動（水
泳 PPR リストの回答）の合致率を求めた．合致率は，選手本人によって報告された PPR の数を分母，そ
の行動と実際のレースにおいて毎回観察された行動が一致する数を分子として，選手ごとに算出された．
PPR の数の平均は，分母が 15.50（SD = 6.00），分子が 6.35（SD = 3.33）であり，合致率の平均は 43.05％（SD 
= 20.39）であった．合致率は，100％に近いほど選手が意識的に行っている PPR と実際に観察された
PPR が一致している（すなわち意識している PPR を正確に実行できている）ことを示し，最大値が
85.71％，最小値が 12.50％であることから，選手によってかなりのばらつきがあることがわかる．これは，
選手本人がレース前に毎回意識して行っていると思っている行動が，実際のレース前において必ずしも
行われているわけではないことを示している．なお，試合の満足度の平均は 2.47（SD = 1.81）であった．
続いて，上記の PPR の合致率と運動競技 PPR 効果尺度得点（18 項目の合計）との関連をみるために，
これら 2 つの変数について Pearson の積率相関係数を算出した．その結果，合致率と運動競技 PPR 効果
尺度得点との間に有意な相関はみられなかった（r = － .23, p > .10）．これを散布図に示したものが Figure 
1 である．運動競技 PPR 尺度（5 件法）の項目平均値は，20 名中 19 名が 3.0 を超えており，全体的に高
い数値が示されていることがわかる．この結果から，レース開始前の PPR が正確に行えている選手，
すなわち本人が PPR として意識している行動と実際に行っている行動が一致している選手ほど，高い
PPR 効果がみられるという仮説は支持されなかった．そして，水泳競技においては，PPR の合致率と
は関係なく高い PPR 効果がみられることが明らかになった．
PPR の合致率と各選手の水泳経験年数の 2 変数について Pearson の積率相関係数を求めたところ，弱
い正の相関がみられ（r = .43, p <.10），水泳経験が長い選手ほど，レース直前に行う PPR を選手本人が
意識したとおりに正確に行っていることがわかった．PPR効果と満足度についても相関分析を行ったが，
これらの間に有意な相関はみられなかった（r = .02, ns）．続いて，試合の最高成績と PPR との関連につ
いても検討を行った．20 名のうち回答に不備があった 1 名と最高成績が準決勝だった 1 名を除く 18 名
について，最高成績が予選（N = 12）か決勝（N = 6）かで 2 群に分け，PPR の合致率と PPR 効果尺度得点
の平均値を比較した．対応のない t 検定を実施したところ，PPR の合致率（t （16） = 1.156, ns ），PPR 効
果（t （16）<1, ns）ともに 2 群間に有意な差はみられなかった．この結果から，PPR の合致率や PPR 効果
とパフォーマンスとの間には関連がみられないことが明らかになった．
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考　察
本研究では，PPR を意識的に行う選手ほど心理的スキルが高いという先行研究をふまえ（仲・帆足，
2005），自動化された無意識的な PPR よりも，意識的に行う PPR の方が，選手の心理面に与える効果
が大きいと予測した．そこで，本人が PPR として意識している行動と実際に行っている行動が一致し
ている選手ほど，高い PPR 効果がみられるという仮説を提案し，これを検証したが，仮説を支持する
結果は得られず，水泳競技においては PPR の合致率とは関係なく高い PPR 効果がみられることが明ら
かになった．合わせて，水泳経験が長い選手ほど PPR の合致率が高いこと，PPR 効果と満足度，およ
び PPR の合致率や PPR 効果とパフォーマンスとの間に関連がみられないことも確かめられた．
PPR の合致率と PPR 効果に関連がみられず仮説が支持されなかったことについては，選手の水泳経
験年数の長さという観点から考察できる．今回の研究に参加した選手の平均経験年数は 16.95 年となっ
ており，全員が 10 年以上の競技経験を有していた．対象者が熟練した選手であったことから，PPR が
意識的か自動的かということよりも，これまで練習・試合を問わず常に行ってきた自身の PPR に，選
手が高い信頼をおいていることが評定に影響したと解釈できる．すなわち，PPR に効果があることを経
験的にわかっているために PPR を行うのであり，その PPR が意識的に行われている動作かどうかは，
PPR 効果の評定において選手にとっては重要ではないと考えられる．また，競技経験が長い選手ほど
PPR の合致率が高いという結果は，先行研究（Bautcher & Zinsser, 1990; Crews & Boutcher, 1986）とも一致
するものであり，経験年数が長い選手ほど高い心理的競技能力得点を示すこと（徳永他 , 2000），および
心理的競技能力と心理技法の活用度に相関があること（村上他 , 2010）をふまえると，競技経験が豊富に
なれば，選手は練習時から積極的に心理技法を取り入れ，質の高いパフォーマンスにつなげる努力をす
るため，その過程において心理技法と心理的スキルのリンクが次第に強められていき，PPR についても
意識したとおりの動作が行えるよう安定していく可能性がある．この点については，今後さらなる検討
の余地がある．
PPR 効果は，満足度とパフォーマンスいずれとも関連がみられず，PPR の合致率とパフォーマンス
にも関連はみられなかった．今回の調査では，満足度については試合の結果（タイムや順位など）に満足
できたかどうかを問い，パフォーマンスについては最高成績を予選，準決勝，決勝から選択するよう求
めている．両者とも簡略化した形での問いを設けたことで，試合結果に対する選手の心情や試合成績を
十分に測定できる項目になっていなかったと考えられる．満足度については，たとえば“練習の成果を
発揮できたか”“試合を楽しめたか”“次につながるレースになったか”など，様々な観点から選手の満
5
4
3
2
1
????
PPR
?????
?????
?
選手の意識的行動と実際の行動の合致率（％）
0 20 40 60 80 100
Figure 1.　The scatter diagram of the concordancerates between perceived and actual behaviors and 
the Effectiveness of Pre-Performance Routine Scale score.
D09141_69001815_7三浦彩美.indd   67 2017/03/17   14:47:12
（三浦，岩村）
－ 68 －
足度をとらえうるような項目を設定することで，PPR 効果との関連をより詳細に検証できるかもしれな
い．また，パフォーマンスについても，ベストタイムとの比較やレースの着順など，最高成績以外の観
点から結果をとらえることも必要だろう．そのうえで，試合場面において選手が常に実力を発揮しベス
トパフォーマンスができるようになるために，PPR をどのように活用できるかを検討していくことが重
要である．
総合論議
本研究では，研究 1 として運動選手における PPR 効果を測定するための運動競技 PPR 効果尺度（4 因
子 18 項目）を作成し，研究 2 ではその尺度を用いて，選手自身が意識して行っている行動と実際の行動
がどの程度合致しているかを行動分析により特定したうえで，水泳選手における PPR の合致率と PPR
の効果の関連性を検証した．その結果，PPR の合致率と PPR 効果の間に相関関係はみられず，PPR の
合致率にかかわらず高い PPR 効果がみられることが明らかになった．また，水泳経験が長い選手ほど
PPR の合致率が高いこと，PPR やその効果とパフォーマンスとの間に関連がみられないことも確かめ
られた．
研究 1 で作成された運動競技 PPR 効果尺度については，運動選手における PPR 効果の因子構造を明
らかにし，これまで量的に測定する手段のなかった PPR 効果の測定を可能にできた点において，意義
のある試みであったといえよう．因子構造に着目すると，“実力発揮意欲”と“肯定的姿勢”の因子は競技
意欲の高まりをあらわす項目，“精神統一”と“緊張緩和”の因子は精神の安定・集中をあらわす項目でそ
れぞれ構成されていると考えられ，これらは徳永・橋本（2000）の心理的競技能力診断検査の構成因子の
一部と一致する．運動競技 PPR 効果尺度が，PPR を行うことが選手の心理面にどのような効果を与え
るかを測定する尺度であることを考えると，スポーツ選手に必要な心理的能力である心理的競技能力と
概念的に重複する部分があるのは当然といえるかもしれず，これは心理的競技能力と心理技法の活用度
に相関があること（村上他，2010）からも説明できる．今後，運動競技 PPR 効果尺度の項目を精査して
いくにあたっては，妥当性を確認する意味においても，心理的スキルを測定する様々な尺度の構成因子
や項目との関連性を検討する必要がある．
ところで，“圧迫からの解放”および“人物想起”は，項目の少なさから運動競技 PPR 効果尺度を構成
するものとして採用されなかった．これらについても，今後 PPR を構成する因子として考慮しないの
ではなく，積極的に取り入れる方向で考えるべきである．特に“人物想起”は，他の因子との因子間相関
をみると .175 ～ .321 となっており，いずれも低い相関関係にあることから，独自性の高い因子である
と解釈できる．スポーツ選手の試合後のコメントにおいて，周囲の人々の支援に対する感謝のことばが
高い頻度で述べられることを考えると，試合直前に PPR を行うなかで日頃自分を支えてくれる人の顔
が浮かび，それが良いパフォーマンスに結びつくのだとすれば，それも PPR 効果を構成する一つの重
要な要素となりうるだろう．
PPR の合致率と PPR 効果の関連性については，研究から得られた知見を実際のトレーニングやコー
チングに適用していくことを考えた時，選手自身が PPR をどの程度意識して行っているのか，PPR が
意識的であることと無意識的であることがどのようにパフォーマンスに影響しうるのか，また選手自身
の PPR に対する信念と PPR 効果がどのような関連をもつのかなど，多角的な検討が求められるだろう．
また，PPR の特定のし方や合致率の算出式の妥当性についても，今後慎重な吟味が必要である．選手が
意識的に行う PPR を特定するために，今回はリストに示された行動項目から選手自身に選択してもら
う形式をとったが，多くの項目を選択した選手ほど合致率が低くなる可能性があることや，個々の PPR
に対する選手自身の重みづけという観点が欠如していることを考えると，自由記述やインタビューと組
み合わせるなど，PPR をより正確に特定する工夫が求められる．合わせて，意識している PPR と実際
の PPR が一致しているかどうかを，量だけでなく質も含めてみていく視点が必要と考えられる．
本研究では，研究 1 の運動競技 PPR 効果尺度作成の際は 3 つの運動部の女子選手を対象とし，研究 2
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の仮説検証研究においては経験年数の長い女子水泳選手を対象としたことにより，運動競技 PPR 効果
尺度，および研究 2 で得られた知見の適用範囲はある程度限定的なものにならざるを得ない．女子の方
が男子よりも心理的競技能力が低いことから（徳永他，2000），PPR 効果についても男女で異なる傾向が
示される可能性があり，性差に関しては慎重に検討する必要があるといえよう．以上のことから，PPR
に関する汎用性の高い尺度を開発し，より多くの競技に適用できる知見を得るためには，対象とする運
動競技の種類にバリエーションをもたせるとともに，初心者や中級者，そして男子選手にも対象を広げ
ることが重要であると考えられる．
付　記
本論文は，第 2 著者が 2012 年度に武庫川女子大学文学部へ提出した卒業論文のデータを第 1 著者が再分析し，
再構成したものである．なお，本研究の一部は，The 31st International Congress of Psychology（2016 年）において発
表された．
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バディシステムを活用したスキー指導が女子学生のスキー技術の向上に及ぼす効果
―協同学習の視点からの考察―
松　本　裕　史・中　西　　　匠
（武庫川女子大学 健康・スポーツ科学部 健康・スポーツ科学科）
The Effects of a Ski Training Program Employing “Buddy Systems” 
on the Skiing Techniques of Women’s University Students  
from the Cooperative Learning’s Viewpoint
Hiroshi Matsumoto, Takumi Nakanishi
Department of Health and Sports Sciences, School of Health and Sports Sciences
Mukogawa Women’s University, Nishinomiya 663-8558, Japan
Abstract
The purpose of this study was to examine the effects of a ski training program, grounded in the “buddy 
system,” on the skiing techniques of students at a women’s university. A group of twelve students, serving as 
the intervention group, participated in the ski training program using the buddy system, while another group 
of twelve students participated in program lacking the buddy system, as a control group. The measurement of 
skiing techniques （parallel turn, stem turn and wedeln） was conducted during of the ski training program by 
using SIA （Professional Ski Instructors Association of Japan）’s ski test. All skiing techniques were compared 
by unpaired Student's t-Tests, using scores from the SIA’s ski test. The results indicated that the scores of the 
parallel turn and the stem turn differed significantly between the intervention group and the control group. 
These findings suggested that a ski training program employing the buddy system may lead to enhancement 
of the skiing techniques of women’s university students.
はじめに
スキーは雪の積もった山野を利用して行われる野外のスポーツである 1）．スキーは高い所から自然の
物理的条件によって動きだし，この慣性利用の特性を巧みに操るのがスキー技術であり，体力差がある
老若男女でも体力差に関係なく，誰でもこのスポーツを受け入れられることが大きな特徴である 1）．
学校教育においてもスキーをはじめとする野外教育は積極的に行うものとされている．たとえば，中
学校学習指導要領 2）では，自然の中での遊びなどの体験が不足しているなど，現在の生徒を取り巻く社
会環境の中では，自然とのかかわりを深める教育が大切であることから，諸条件の整っている学校にお
いて，スキー，スケートや水辺活動など，自然とのかかわりの深い活動を積極的に奨励しようとするも
のであると述べている．
保健体育教員を養成している健康スポーツ系大学において，スキー実習は一般的に行われており，ス
ポーツ指導者として必要なスキーの運動特性，技術，指導法の修得をひとつの目標としている．たとえ
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ば，武庫川女子大学におけるスキー実習（科目名：スノースポーツ実習）の科目目的は，①スポーツ指導
者として必要なスキーの運動特性，技術，指導法を修得し，生涯スポーツとしてのスポーツの在り方を
学習する，②自然に対する知識や事故の防止策等について学びながら，指導者として必要な計画立案・
運営指導の能力を身につける，③団体生活・団体行動を通じて，その態度を養うことがあげられている．
スキー実習における雪上での授業は，指導者が教育内容を一方向的に伝える指導者中心の授業が一般
的であり，学習者にとっては受身で個別的な授業となる．指導者による教育内容は学習者に修得してほ
しい技術内容であり，学習者の技術レベルにより異なる．雪上での授業は指導者によって構成された教
授プログラムによって天候等の状況の変化をふまえながら進められる．
ところで，松本ほか 3）は，スキー実習での社会的スキル獲得に向けた方略として，スキー指導にバディ
システムを取り入れ，その環境設定の効果を検証している．バディシステムとは，二人一組をつくり，
互いに相手の安全を確かめさせる方法である 4）．事故防止のみならず，学習効果を高めるための手段と
しても効果的であるといわれており，水泳の安全指導において広く用いられている 4）．スキー指導にお
けるバディシステムは，参加者が二人一組となって，お互いの滑りを積極的に褒め合うことや，気づい
たところをアドバイスし合うことを実践していく．また，単に指導者による一方向の指導だけではなく，
指導者がバディ同士で滑る時間を設け，それをふまえてお互いアドバイスを行う時間が設定される．ス
キーは，主にリフトを使用して移動するため，リフト乗車時に会話やアドバイスを行う時間が多くある．
バディ同士は原則として一緒にリフトへ乗ることが義務付けられている．
中西・松本 5）の質的研究から，このバディシステムを用いたスキー指導が参加者のスキー技術の向上
に望ましい影響を及ぼすことが示唆されている．しかしながら，この研究では対照群を設けて介入群と
の比較検討が行われていない．したがって，バディシステムを活用したスキー指導がスキー技術の向上
に及ぼす効果に関して客観的データを用いた検証は行われておらず，先行研究においてもその知見は見
当たらない．
そこで，本研究は，女子学生を対象に，バディシステムを用いたスキー指導群と通常のスキー指導群
との比較によって，バディシステムを活用したスキー指導がスキー技術の向上に及ぼす効果を検討した．
なお，本研究の調査対象者は松本ほか 3）と同一であり，方法の記載は松本ほか 3）に準拠した．
方　法
1．調査対象
近畿圏の私立大学が実施したスキー実習に参加した女子学生 136 名のうち，スキー・スノーボードの
経験がない初心者 24 名（以下，初心者班とする）を対象にした．スキー・スノーボードの経験がない者
を対象とした理由は，技術レベルによる研究結果への影響を可能な限り除去するためであった．研究対
象となった実習は長野県志賀高原高天ヶ原スキー場で実施された．実習に参加した全学生は，スキー技
術レベルに応じて上級班から初心者班へ班分けされた．実習中の昼食は，各班で一緒に食べることが義
務付けられた．朝食および夕食は，宿泊した部屋のメンバーと食べることが義務付けられた．なお，学
生が宿泊する部屋は，大学のクラスによって事前に割り振られた．実習期間は，2010 年 2 月 21 日から
27 日であった．倫理的配慮に関して，調査対象者には，研究の目的，データの取り扱い方法およびプ
ライバシー保護に関する説明を口頭で伝達し，研究参加への同意を得た．
2．調査内容
スキー技術の評価として，日本職業スキー教師協会認定の技術評価委員によるスキー技術検定を実習
5 日目午後に実施した．技術の内容は，パラレルターン，シュテムターン，およびウェーデルンであった．
パラレルターンとはスキーをパラレルポジションにして斜面を滑降する技術である．シュテムターンと
はスキーの開き出しで始動し外スキーが最初にターンを導いていく技術である．ウェーデルンとは連続
的に小回り回転をしながら滑降する技術である．
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3．手続き
調査対象である初心者班に所属する 24 名を，バディシステムを用いたスキー指導群（以下，介入群と
する：6 名× 2 班）と通常のスキー指導群（以下，非介入群とする：6 名× 2 班）とへ無作為に振り分けた．
介入群および非介入群へのスキー指導は，初心者へのスキー指導を 3 シーズン以上経験している現地ス
キー教師 4 名が担当した．現地スキー教師は，日本職業スキー教師協会認定のスキー教師であった．調
査対象者へのスキー指導は，志賀高原高天ヶ原スキー場および隣接するスキー場の主に緩斜面を使用し
て実施された．実習のスケジュールを Table 1 に示す．
4．バディシステムの内容
実習 2 日目の夜に調査を担当する大学教員が介入群に対して，バディ同士での良い褒め方およびアド
バイスの仕方の講習を 20 分程度行った．講習の内容は，社会的スキル教育およびセルフ・エフィカシー 6）
の内容に基づいて，次の 4 点を強調した．強調した点は，①お願い：「この部分見ていて」「次は先に行っ
て」，②尋ねる：「どのように動かしているの？」「どこに気をつけているの？」，③確認する：「出来て
いた？」「それはこういうこと？」「さっきと比べてどう？」，④ほめる：「前の一本より良くなった（言
語的説得）」「あの人と同じぐらいうまい（代理的経験）」であった．なお，介入群の介入内容は，班を担
当する 2 名のスキー教師と調査を担当する大学教員で事前に打ち合わせを行い，介入群となる 2 班は同
様の内容を行った．バディシステムの内容は，①各講習で異なる参加者とバディにさせる，②講習中は，
バディでリフトに乗ることにし，リフト乗車中にお互いの滑りにアドバイスを行うよう推奨する，③リ
フト乗降以外の講習中にも，お互いがアドバイスする時間を設定する，であった．また，バディとのア
ドバイスのやり取りに関する内容を記述するカードを介入群へ配布し，各講習終了後に各自で記入し，
ふりかえりを行った．ふりかえりに使用したカードは，B6 の情報カードを使用して作成されており，
表面にはバディシステムの講習内容をまとめたもの（Figure 1）を，裏面にはアドバイスのやりとりの内
容を記入できるようにした．なお，バディシステムを導入した講習は，3 日目の講習Ⅲから 5 日目の講
習Ⅶまでであった．
Table 1.　スキー実習のスケジュール
1 日目 2 日目 3 日目 4 日目 5 日目 6 日目
 7:00
 8:00
 9:00
10:00
11:00
12:00
13:00
14:00
15:00
16:00
17:00
18:00
19:00
20:00
21:00
22:00
宿舎到着
起床 起床 起床 起床 起床
朝食 朝食 朝食 朝食 朝食
講習Ⅰ 講習Ⅲ 講習Ⅴ 講習Ⅶ
講習Ⅸ
（ツアー）
昼食 昼食 昼食 昼食 昼食
講習Ⅱ 講習Ⅳ 講習Ⅵ
講習Ⅷ
（スキー技術
検定含む）
講習Ⅹ
（ツアー）
入浴 入浴 入浴 入浴 入浴
夕食 夕食 夕食 夕食 夕食 夕食
開講式
講義 講義 講義 講義
閉講式
入浴
宿舎出発
消灯就寝 消灯就寝 消灯就寝 消灯就寝 消灯就寝
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ゼッケン番号　　　番
コミュニケーションのコツ
気がついたことをどんどん言ってあげよう！支離滅裂でも構わない！
①お願い：「この部分見ていて」，「次は先に行って」
②尋ねる：「どのように動かしているの？」，「どこに気をつけているの？」
③確認する：「できてた？」，「それはこういうこと？」，「さっきと比べてどう？」
④ほめる：「前の一本より良くなった」，「あの人と同じぐらいうまい」
Figure 1.　ふりかえりカードの表面に記した内容
5．コミュニケーション促進ツールの使用
参加者同士のコミュニケーションを必要とする環境設定であるバディシステムに利用するコミュニ
ケーション促進ツールとして，バディカードを使用した（Figure 2）．バディカードは，バディ 1 組に 1
つ渡すことでお互いの関わり合いを促進することを目的とした．カードの枚数は，9 枚で構成されてお
り，リフト乗降時でも安全に取り出せるように，落下防止用のストラップでまとめられている．参加者
には，実習中，バディのどちらか一方が携帯するように指示した．指導者は，リフトに乗る前に参照し
てほしいカード番号とチェックしてほしい点を参加者に伝えた．参加者はバディ同士でそのカードの図
を見ながら，お互いの滑りをチェックし，アドバイスを行った．カードの内容は，愛知大学名古屋体育
研究室 1）が作成した書籍を参考にスキー技術の要素を図解したものである（Figure 3）．
6．統計処理
介入群と非介入群とのスキー技術の比較は，群を独立変数，スキー技術検定得点（パラレルターン，シュ
テムターンおよびウェーデルン）を従属変数として，t 検定を行った．以上の統計処理には，IBM SPSS 
Statistics 21 を使用し，統計学的有意水準は 5% 未満とした．
結　果
介入群 12 名（平均年齢 19.7 ± 1.6 歳），非介入群 12 名 （平均年齢 19.4 ± 0.8 歳）を分析の対象とした．
介入群と非介入群とのスキー技術検定得点を比較するために，各スキー技術得点で対応のない t 検定を
Figure 2.　コミュニケーションを促進するためのバディカード
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行った（Table 2）．その結果，介入群と非介入群との間で，パラレルターン得点およびシュテムターン得
点に有意差が認められた（パラレルターン得点（t （1, 22） =2.37, p < 0.05），シュテムターン得点（t （1, 22） 
=4.92, p < 0.01））．ウェーデルン得点に有意差は認められなかった（t （1, 22） =0.99, n.s.）．
Table 2.　介入群および非介入群のスキー技術テスト得点各平均値と t 検定の結果
介入群（n ＝ 12） 非介入群（n ＝ 12）
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 有意差
パラレルターン 73.92 1.68 72.58 0.99 *
シュテムターン 72.92 1.31 70.67 0.88 **
ウェーデルン 73.08 0.99 72.58 1.44 n.s.
*p <0.05, ** p <0.01
考　察
本研究は，バディシステムを用いたスキー指導群（介入群）と通常のスキー指導群（非介入群）との比較
によって，バディシステムを活用したスキー指導がスキー技術の向上に及ぼす効果を検討した．その結
果，バディシステムを用いたスキー指導を受けた参加者は通常のスキー指導を受けた参加者と比較して，
スキー技術検定のパラレルターン得点およびシュテムターン得点が有意に高かった．すなわち，バディ
システムを用いたスキー指導はスキー技術の習熟に対して効果的であることが示唆された．
介入群と非介入群との間にスキー技術の習熟に対する差が見られた理由として，バディシステムを用
いたスキー指導が協同学習と似通った学習スタイルであることが挙げられる．協同学習は「小グループ
の教育的使用であり，学生が自分自身の学びと学習仲間の学びを最大限にするために共に学び合う学習
法」と定義される 7）．安永 7）は協同学習の有効性は疑う余地のない事実であり，小学校から大学までの
Figure 3.　バディカードの内容
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あらゆる校種において，また，文系科目や理系科目にかかわらず，講義や実習においても，競争や個別
による学習よりも協同による学習が優れていることが実証されていると述べている．
教科にかかわらず協同学習を用いることで得られると仮定されている恩恵は，学業的成果，人間関係
の改善および社会性や情意的発達の 3 点に集約できる 8）．学業的成果とは国語や数学では特定の問題の
解決能力であり，体育の場合には運動学習や認知学習といった教科固有の成果である 8）．協同学習のもっ
とも大きなメリットは，これら 3 つの側面で期待される学習効果を同じ授業のなかで同時に獲得できる
という点である 7）．したがって，バディシステムを用いたスキー指導群は社会的スキルの獲得に好影響
をもたらす 3）と同時にスキー技術の習熟を促進させる効果があったと考えられる．
バディシステムを用いたスキー指導が協同学習といえるのか，つまり単なるグループ学習と協同学習
との相違点は何なのか．協同学習には 5 つの基本要素があり，これらの要素が満たされている，もしく
は満たされつつある小グループによる学習活動は協同学習とよぶにふさわしい学習場面になってい
る 7）．協同学習の基本要素は①互恵的な相互依存関係，②対面的で促進的な相互交流，③個人のアカウ
ンタビリティ，④社会的技能および⑤協同活動評価の 5 つである 9）．以下にこれらの基本要素 7, 9, 10）と
バディシステムを用いたスキー指導との関連を考察する．
互恵的な相互依存関係とは，各メンバーが自分には自分が与えられた課題を学習することと，その課
題について仲間すべての学びを確実にすることの 2 つの責任があると理解した状態での関係のことをい
う．互恵的な相互依存関係が助長される状況は，①自分の作業がグループの仲間の利益であり，仲間の
作業が自分の利益であるとわかる状況と，②資料を共有し，相互に助け合い，励まし合い，全員の成功
を喜び合うことにより全員の学習を最大化するために小さなグループで一緒に作業するという状況であ
る．バディシステムを用いたスキー指導は，バディ同士での積極的な褒め合いとアドバイスを推奨し，
グループメンバー全員で上達することを目標とした．また，コミュニケーション促進ツールによって資
料を共有し，一緒に作業する環境設定を行った．したがって，互恵的な相互依存関係という要素は満た
していると考えられる．
対面的で促進的な相互交流とは，互いの理解を深めるために自分にできる貢献を考え，率先して実行
することや仲間の働きかけや努力を認め合い，励まし合うことといった主体的かつ積極的な交流のこと
をいう．バディシステムを用いたスキー指導は，雪上でお互いの滑りを見てアドバイスを言い合う時間
を設けるなど援助を提供できる状況を設けることにより促進的な相互交流が満たされる環境ではある．
しかしながら，中西・松本 5）の研究で指摘されているように，メンバー同士の技術レベルや学年の違い
からアドバイスの困難さが生まれている可能性がある．雪上だけでなく，宿舎に戻ってからのグループ
ミーティングでお互いの滑りを話し合うなどの工夫が必要といえる．
個人のアカウンタビリティとは，各メンバーが自分の学びに対する責任と，グループの仲間一人ひと
りの学びに対する責任があると認識していることをいう．課題を遂行するうえで誰がより多くの援助や
励ましを必要としているのかをグループで把握していることが重要とされる 10）．本研究におけるスキー
技術検定の得点は学習の成果を表すものである．本研究で対象となった実習では，検定結果は全学生へ
掲示により公表される．その結果が自分の学びに対する責任を示していることは誰もが理解できる．し
かしながら，バディシステムを用いたスキー指導において，他のメンバーの結果に責任があることは事
前に伝えておらず，また具体的な共通目標の設定（たとえば，全員がある点数以上を超えること）を行っ
ていなかった．したがって，この要素に関しては十分満たしているといえない．
社会的技能とは，学び合いに必要とされる対人関係の取り方やグループ活動の仕方を目的的に正確に
教え，実行を促すことをいう．協同学習ではグループやペアで仲間と交流しながら学びを深めていくた
め，目的に応じた社会的スキルが必要とされる．バディシステムを用いたスキー指導では，社会的スキ
ル教育とセルフ・エフィカシーの概念を含めた講習を設けており，この要素を満たす環境であった．し
かしながら，すべてのメンバーに一定の効果が認められたかどうかは不明であり，講習だけでなく，実
習中にも指導者による個々人の能力に応じた対人関係スキルを高める指導が求められる．
協同活動評価とは，メンバー全員によるふりかえりのことであり，①メンバーのいかなる行為が有用
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あるいは無用だったのかを述べ，また，②いかなる行為を継続あるいは修正すべきかを決定するための
グループでの話し合いである 10）．バディシステムを用いたスキー指導では，各雪上講習後，アドバイ
スのやりとりの内容を記入するカードを使用して個人によるふりかえりを行った．しかしながら，メン
バー全員によるふりかえりを行っておらず，この要素に関しては満たしていないといえる．今後，メン
バー全員によるふりかえりをする時間を作ることで，より良い関わり方を考える機会を提供し，グルー
プの共通目標の達成に対するコミットメントを高める効果が期待できるかもしれない．
バディシステムを用いたスキー指導は協同学習をふまえて構築されたものではないが，5 つの基本要
素を満たしつつある学習スタイルといえる．具体的には，個人のアカウンタビリティと協同活動評価の
2 つの要素を十分満たすことで学生の活動性の高い指導方法を構築できる可能性がある．バディシステ
ムを用いたスキー指導方法を協同学習の知見を用いて再構築することが望まれる．
最後に，本研究の結果において，介入群と非介入群との間で，パラレルターン得点およびシュテムター
ン得点に有意差が認められたものの，ウェーデルン得点には有意な差が認められなかった．ウェーデル
ンはパラレルターンおよびシュテムターンと比較して技術の難易度が高く，習熟するまでの練習時間が
調査対象となった実習では十分でなかったことが影響していると考えられる．この点に関しては再検証
を行うなど今後の課題といえる．
付　記
本研究は，文部科学省科学研究費補助金（課題番号 22300211）の助成を受けたものである．
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奈良公園におけるスポーツ施設の変遷と文化表象
：「近代化」から「奈良ブランド」構築へ
渡　邉　昌　史
（武庫川女子大学健康・スポーツ科学部）
The Changes in Sports Facilities and the Cultural Representation of Nara Park:
From “Modernization” to Building the “Nara Brand”
Masashi Watanabe
Department of Health and Sports Science, Mukogawa Women’s University
Abstract
Nara Park is located in Nara Prefecture in Japan and represents an image of the ancient capital of Nara.
This study discusses changes that were made to the sports facilities constructed in the park and the change 
of the image of Nara Park.
Nara Park was created in 1880 and was affected by a conflict between changes in the times, which require 
the development of up-to-date facilities, and the park’s ability to serve as a sightseeing attraction, which 
requires the preservation of its scenery. In 1910, an athletics stadium, tennis courts, and a baseball field were 
built. In 1928, a swimming pool was constructed and a comprehensive sports facility was added, which gave 
Nara Park a complete sporting site. Nara Park is set on land that was formerly a temple but, once the sports 
facility was created, it became a “modern” public park.
In 1988, the “Nara Silkroad Exposition” was held there. For this event, permission was given to eliminate 
the “modern” elements, which referred to the sports park, and to preserve it as an authentic “ancient city.” 
Consequently, all of the sports facilities were removed.
Through the expulsion of “modern” elements, the differences between “modern” and “the Ancient Capital 
of Nara” have created the current format of the Nara brand.
1．はじめに
「古都奈良の文化財」として世界遺産（文化遺産）に登録されている東大寺，春日大社，春日山原始林，
興福寺，元興寺，薬師寺，唐招提寺，平城宮跡．地理的にそれらの中心に位置する奈良公園は「木々に
映える堂塔伽藍，若草に萌える芝生，鹿の群れ遊ぶ風情，『大仏と緑と鹿』で代表される奈良公園は古都
奈良の顔でもあります 1）」と謳われる．まさに，奈良公園は古都奈良を象徴する空間といえよう．
観光地としてのまなざしが「奈良」に向けられるとき，真っ先に思い浮べるのは，やはり先のような景
観であり，奈良公園は「古都奈良」としてのブランドイメージのシンボル的存在となっている．シンボル
であることの核心は，「中国（唐）との交流を通して日本文化の原型が形成 2）」された地であり，その文化
遺産と「雄大で豊かな緑の自然美が調和して，他に類例のない歴史公園 3）」となっているという認識であ
る．本論では，このような古都奈良におけるブランドイメージを「奈良ブランド」と定義する．
奈良公園の歴史については，奈良公園開設 100 周年を機に奈良県が企画し，奈良公園史編集委員会に
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よって編まれた『奈良公園史』（以下，『公園史』という）が詳しい．そこでは，古代から近世までの史料
及び明治以降の行政文書から，古代から現代に至る時間のなかで形づくられてきた奈良公園の景観と文
化財について，行政側からの視点で取りまとめられている．
本研究はこうした先著に導かれ，奈良公園を核とする奈良ブランド構築のプロセスについて明らかに
すべく，なかでも奈良公園におけるスポーツ施設の変遷に着目する．今日，奈良公園内にスポーツ施設
は皆無であり，また奈良ブランドからスポーツを想起することもないであろう 4）．しかしながら，かつ
て奈良公園には西日本屈指ともいえる一大スポーツ施設が存在していた．だが，その事実は奈良ブラン
ドを前にしたとき，あたかも封印された物語のようである．
奈良の歴史が語られるとき，往々にしてそれは「奈良時代」のことである．しかし，言うまでもなく都
が置かれていた歳月より，後世の歴史の方がはるかに長い．平城京から都が遷されて以降の奈良は大社
寺が残ったことにより，社寺の町として歩んできた．近世に限ってみれば，奈良は東大寺，興福寺など
を中心とする信仰あるいは物見遊山の地であった．その要の地が，明治の世に近代公園に姿を変え，次
いでスポーツをおこなう場がつくられ，やがてそれが「秘匿」されることで古都奈良の象徴的存在となっ
た．この一連の変化のなかに，奈良ブランドが創造されてきたことの本質をみることができるのではな
いか．
本論はこのような問題意識のもと，奈良公園におけるスポーツ施設の変遷から，近代における「古都
奈良」の顕現化としての奈良ブランド創出について論じるものである．
2．奈良公園におけるスポーツ施設の変遷
2‒1．奈良公園の開設
奈良公園の歴史的展開について，あらかじめ素描しておきたい．
奈良公園は 1880（明治 13）年 2 月 14 日，堺県（1876 年に奈良県を吸収合併）上申の公園地制定が太政
官の内務卿伊藤博文から認可されたことに始まり，同日をもって開設日と刻んでいる 5）．
これに先立つ 1873（明治 6）年，太政官は各府県に対し「古来ノ勝区，名人ノ旧跡等，是迄群衆遊観ノ
場所」を「万人偕楽ノ地トシ，公園」とするために選定し，報告するように布達していた．この太政官布
告のねらいは，土地政策（地租改正に絡む寺社処分地問題）を前面に置きつつ，居留外国人の要求に学ん
だ欧化施設として，さらには従来の行楽地の保全を含む社会政策の側面を持っていた 6）．
このとき，奈良では全国随一の巨大領主寺院を誇った興福寺が瓦解して，境内は官有地となってお
り 7），奈良公園は当初，旧興福寺境内などの官有地を中心とした区域で開設された 8）．太政官からの認
可書には風致の破壊を厳しく制禁した付記があり，保存の絶対優先が指令されていた．この意図につい
て，『公園史』では「奈良公園の心臓部にあたる旧興福寺寺地を官憲が官衙街 9）としてむしろ開発してき
たことへの反省」と解している 10）．
1887（明治 20）年に再設置された奈良県によって，1889（明治 22）年 3 月 22 日，県立奈良公園が発足
した．旧来の公園地は興福寺近辺の限られた小地域であったが，寺社の境内地を網羅（春日大社の境内
地を除く），さらに春日野，浅茅ヶ原の名勝地や春日山，若草山，手向山から春日奥山の花山，芳山に
及ぶ山野を公園地に指定することによって大幅に拡大，現在と同等の広がりをもつようになった 11）．
実質的な開園と言えるが，公園自体には呼びものというべきものはなく，太政官布告の趣旨どおりに，
江戸時代からの寺社境内地，名勝に「公園」の名を新たにかぶせただけというものに過ぎなかった．
1893（明治 26）年 11 月の臨時県会にて，公園改良予算が上程され，「庶衆楽マシムルハ独リ天然ノ風
致ノミヲ以テ足レリト難ク，（中略）園内荒蕪地其他不潔ノ箇所ハ一層人巧ヲ加ヘ，相須テ完全ナラシメ
ル」ため，公園に一大改良を施すこととなった．県が推し進める公園改良案は公園内山林の伐木の売却
益を充てること，さらには外国人観光客に対応するためのものであるとしたことから，自然保護の観点
及び「欧化」であるとの議論を巻き起こした．この論争のなかから「奈良公園は自然美を輝かす史蹟名勝
公園として護持されるべしとの『奈良公園是』（以下，「園是」という）」が確立した 12）．
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1895 年（明治 28）年には，レンガ造洋館建築の奈良帝国博物館，木造洋風建築の奈良県庁，古建築の
興福寺が鼎立するかたちで奈良公園の玄関口を飾った．県庁舎の建築材には公園の林木を用い，その代
金が公園の植栽に充てられた 13）．ここに公園の林木を伐採・売却し，その利益を公園運営費に充当す
るシステムが確立し，公園改良の経済的裏付けが出来上がった．
時を同じくして，飛躍的な発展を遂げた鉄道網によって，奈良へ観光客が押し寄せてくるようになっ
ていた 14）．
2‒2．近代化のためのスポーツ施設
1900（明治 33）年には，向こう十カ年の公園改良計
画によって，道路改修，建物，樹木植栽などと並び
運動場新設が進められることとなり 15），旧寺院境内
地からスタートした奈良公園の整備は，「近代化」と
して展開していく．
そもそも，奈良公園になぜ運動場が設けられるこ
とになったのか．近代公園における運動場の設置の
意味について考えてみたい．
太政官布告以来，全国で旧来の行楽地が新たな政
策意図のもとに公園に指定されるなかで，都市計画
的な思想から初めて計画された公園が日比谷公園で
あった．
日比谷公園の設計コンペに提出された設計 11 案の
そのほとんどに「運動場」が描かれている．これは日
本における公園受容の特徴を示しており，そこには
当時の日本人の公園観が投影されていると見てよい．
都市公園にみる運動場は，19 世紀中葉以降の欧米
における公園の大きな特徴であり，幕末・明治の海
外渡航者たちが見聞した公園のイメージそのもので
あった 16）．
1903（明治 36）年に日本最初の近代式洋風庭園とし
て誕生した日比谷公園には「運動場」が設けられた 17）
（図 1）．トレースした本多静六 18）は「洋風庭園内の運
動場の形状は西普漏斯コーニック市公園の運動場」と
説明している 19）．本多の言によれば，日比谷公園に
運動場を設置した理由は，運動あるいはスポーツを
積極的に評価し，その必要性を認めたというよりは，
むしろ留学先のドイツにおける「公園には運動場を附
設する」という先例に倣ったものになる．実際，本多
が参考にしたとされる，ルトラム著『造園設計集』掲
載の図を見れば，そのまま引き写したであろうこと
が一目瞭然である 20）．
結果として，日比谷公園のすべての造成の設計に
携わった本多は，日本における洋風公園設計の第一
人者，日本の公園設計の第一人者という名声を獲得
することになった．
1909（明治 42）年 4 月，県は奈良公園近代化改良構
図 2　明治末から大正初期の春日野運動場．運動場
の形状は図１に相似している．中央奥が「明
治修理」のために覆いが被された東大寺大仏
殿．左端には南大門がみえる（絵はがき）
図 1　日比谷公園の開園間もない頃の平面図．
左下が「運動場」（白幡，p.209）
図 3　明治末から大正初期の春日野運動場．右手
奥が同時期に落成した県公会堂（絵はがき）
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想を推し進めるべく，本多静六を招き講
演会を催した．本多に奈良公園の近代化
改良構想を求めると共に，県の公園改良
計画に理論的裏付けを行い，説得力を増
すためのものであった 21）．講演要旨には
大運動場の他にも動物園，植物園などが
具体的な数値をあげて記されている．大
運動場のみ抜粋する．
「近来の運動場の形式は四角形の隅を弧
形とする原則であるから，この形式を採
用し，将来大宴会等催す場合に充てる目
的を兼ね南北直径 170 間，総面積 1 万 5
千坪…，13 万 5 千人を収容可能な我が国
第一の大運動場とする．」
「場内を大中小及び丸型の 4 運動場に区画を分け，大運
動場は縦 110 間，横 70 間にして競走路は幅 7 間，1 周すれ
ば 340 間半であり自転車競争等に用いる．」
「運動場の規模は，中運動場は周回 124 間，小運動場は
周回 91 間，丸運動場は主として女子又は児童の運動用の
ために設け周回 81 間，競争路面の幅は共に 5 間とする．空
き地を利用して，長さ 18 間の庭球場を 3 か所設ける．」22）
講演会によって，お墨付きを得た県は公園内の山林伐採
による資金で春日野に運動場，植物園の開設，春日奥山の
観光開発を実施に移す．
県が運動場開設をもくろんだのは，県公会堂（図 3）の建
設とからんでのことでもあったという．それまで，興福寺
北側の芝生地（旧県庁舎を撤去）が運動会などに使用されて
いたが，運動場と呼べるようなものではなかった．そこで，
東大寺周辺整備と併せて，公会堂に隣接する運動場建設が
懸案となり，周辺民有地（1480 坪）が買収され，公園地が拡
充した 23）．これに従えば，運動場開設のねらいは新設する
公会堂と東大寺南大門に挟まれた空間を一体的に整備する
ためであったことになる（図 4）．
だが，奈良公園は開設当初より旧態保存が至上命題とさ
れたことから本来現状変更は認めらないはずであり，園是
からしても運動場の設置は相容れないものであった．この
矛盾について『公園史』によれば，「国民体力向上のねらい
で近代スポーツの振興が叫ばれたため」であり，公園内に
設置したのは経費の問題が大きく，公園整備という一石二
鳥の効果があがるという目算であった 24）．
運動場予定地はもともとの公園地ではなく，公園地への
編入以前は民有地であったことから，旧態保存の至上命題，
さらに自然美を輝かすという園是のいずれも対象外とする
玉虫色の解釈であろうか．
運動場は明治 43（1910）年 1 月に着工，5 月 30 日に完成，
図 4　鉄道省『鉄道旅行案内』p.127，1921 年
図 5　運動場のトラック内に円形コースが
みえる（「奈良名勝案内図」1922 年）
図 6　運動場のトラックが変わり，野球場，
プールが描かれている（「奈良名勝案
内図」1936 年）
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11 月 21 日には開場式及び祝賀運動会が挙行された．工事
報告によれば「域内 16445 坪の内，東西 65 間，南北 125 間，
平面 8125 坪」を整地，「大中小のコースを設け，大は円周
300 間，中は 133 間，小は 60 間」，他にテニスコート，ベー
スボールグラウンド，5 段の観覧席，浴場付きの選手控室
を設け，外周には松桜楓を植樹した 25）（図 5）．
東大寺南大門の東側，奈良公園内に 1 周 600m，直線
200m 規模のコース設定が可能な阪神地方屈指の大競技場
が誕生したのである．これは奈良公園がパブリックな空間
としての「広場」の性格に加え，西洋からもたらされたス
ポーツが帯びていた「近代性」をも合わせて纏ったことを意
味する．
1925（大正 14）年 4 月には，運動場東部を拡張（1225 坪），
庭球場として硬式 1 面，軟式 2 面の 3 コートを設けた 26）．
こうした施設拡充の背景には，大正期における公衆衛生概念の広がりとともに，国民の健康を維持する
ための施設として，スポーツ施設が国家的な枠組みの中で認識されるようになり，公園行政にも「体力
は国力」と見る国家的理念が反映していた 27）．「多年の懸案」（県）とされていた水泳場は 1928（昭和 3）
年に「御大典記念事業」として進捗することとなり，春日野運動場に隣接する三社池が選ばれ，翌 29 年
5 月 19 日に竣工した．敷地総面積 3300㎡のなかに競泳，高飛込，水球のできる 50m プール（水深 1.15
～ 4m）と子ども用プール（150㎡），木造家屋脱衣所が設置された．さらに，水泳場の南側にはブランコ，
すべり台などを備えた児童遊戯場が置かれ，新公園と呼ばれた 28）（図 6，図 7）．
ここにおいて奈良公園内にグラウンド，テニスコート，プール，そして児童遊戯場も備えた総合スポー
ツ施設「春日野運動場」の完成をみた（図 8）．春日山原始林の遊覧道路，公会堂などと併せた近代的施設
の竣工により奈良公園の「近代化」は完遂したのである．
日本唯一の全面芝グラウンドの春日野運動場は奈良公園における「近代化」の象徴であった．だが，昭
和期に入ると国家における体位向上・体力増強の奨励など，時勢によってその表象が変化していく．
1939（昭和 14）年には，紀元 2600 年奉祝事業として春日野運動場付近に山桜 100 本，水泳場の一角に
も 50 本植えて桜園を出現させた ．江戸中期の国学者本居宣長の和歌「敷島の大和心を人とはば朝日に
図 8　『奈良観光市街地図』1935 年
図 7　水泳場，テニスコート，児童遊戯場が
整備された（「奈良公園平面図」戦前）
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にほふ山桜花」が明治期に再解釈されたことによって，桜が「日本古来の精神＝大和魂」を象徴するもの
となり，さらに政治的ナショナリズムと結びつけられていた．桜の植樹はその可視化であり，奈良公園
に新たな表象が付加された．
図 9 は，春日野運動場で実施された旧制中
学の生徒による軍事教練であり，年 1 回実施
された査閲（軍から派遣される査閲官が教練
の成果を視察・評価する）とみられる．1945
（昭和 20）年 6 月には食糧増産のため春日野
運動場が開墾され，蔬菜畑に転じた一時期も
あった 29）．
戦後，GHQ によって 1946 年（昭和 21）年 5
月に春日野水泳場，7 月に春日野運動場がそ
れぞれ接収され，アメリカ軍によって独立記
念日のパレートも実施されたという 30）．水泳
場，運動場の接収は 1952（昭和 27）年まで続いたが，社会の混乱が落ち着きをみせ始めると，観光地と
しての奈良公園はにぎわいを取り戻して行った．1949（昭和 24）年には県が観光開発のために若草山に
ローンスキー場を設置している．
春日野運動場は陸上競技場，野球場，ラグビー場，観覧席，選手控室などが整備され，プロ野球の公
式戦も開催された．興福寺境内各所に「野球禁止」の制札が立てられたことからも当時の熱気とともに，
市民にとってきわめて身近なスポーツあるいは憩いの場であったことがうかがい知れよう（図 10）．
2‒3．「奈良ブランド」醸成のためのスポーツ施設撤去
1963（昭和 38）年 3 月，県は県勢振興のための長期基本計
画として「新総合開発計画」を策定，「奈良公園整備計画案」
が成った．建設省に上申，「奈良国際文化観光都市建設公園
事業」として認可を受け，グラウンド，テニスコート，プー
ルを含めた春日野付近の工作物の全撤去，芝生広場化の方
針が決定した．
1965（昭和 40）年，県庁舎の竣工に続き，文化会館，美術
館などの文化施設の整備が続き，1969（昭和 44）年には近鉄
奈良駅の地下化，登大路の拡張ともあいまって奈良公園へ
のアクセスは一変した．
この間，春日野運動場には手が着けられていなかったが，
1988（昭和 63）年開催の「なら・シルクロード博覧会」を前に
して，春日野会場整備のために撤去された．博覧会終了後
には「奈良公園らしさである雰囲気をもつ人類共通の財産に
ふさわしいオープンスペース 31）」とするために，春日野園地
（グラウンド跡），三社池，浮雲園地（水泳場，児童遊戯場跡），
奈良公園館（テニスコート跡）として再整備された．
かつて春日野運動場があった春日野園地は位置的にも奈
良公園の中心を占め，若草山をはじめとした山々，東大寺大仏殿，南大門を眼前に望む多目的広場とし
て活用され，1999 年から始まり奈良の夏の風物詩となった「なら燈花会」のメイン会場となるなど，奈
良公園らしさを表象する空間となっている．
図 9　春日野運動場における旧制中学の軍事教練．昭和 10
年代後半（『奈良市の昭和』p.33，2015 年）
図 10　「最新奈良観光市街図」1946 年
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3．公園空間の文化表象の変化と「奈良ブランド」構築
3‒1．古都奈良の「発見」と創造
今日，奈良は「唐の文化の影響を受けた国際色豊かな天平文化 32）」のイメージをもって語られ，奈良
ブランドもそれによって担保されている．それでは，日本史教科書にも記されているように，奈良が天
平文化をもって表象されるのはいつからなのか．
近世でみれば，奈良は西国巡礼などの「信仰の地」であった．庶民信仰の対象は興福寺では西国三十三
所の札所の南円堂であり，阿修羅像，十大弟子像といった天平彫刻に興福寺のイメージを重ねることな
かった 33）．前近代において奈良に天平文化のイメージが求められることはなく，奈良を「古都」として
みるまなざしも存在しなかったのである．
1868（慶応 4）年の神仏分離令によって奈良の寺社は大打撃を受けた．朱印領 2 万石の石高をもつ興福
寺は廃寺となり，僧侶は春日神社（現在の春日大社）の「新宮司」へと姿を変えた．東大寺においても仏像
が廃棄され，多数の逸品が海外に流失した．1900（明治 33）年頃発行と推定される絵はがきに見える大
仏殿の屋根は傾き，波打つ庇は支柱で支えられている．のちに奈良ブランドの根幹となる寺社はまった
く顧みられることもなく，消滅の危機に瀕していた．
転機は奈良が「日本文化」創生の起点として「発見」されたことによって訪れる．
幕末の政治状況のなかで，朝廷において古代奈良が皇室の歴史・起源のなかに組み込まれた．江戸時
代の朝廷は現世の個人が来世の個人の菩提を弔う仏教的来世観念によって、系譜意識は京都で完結して
おり，古代としての奈良とはまったく縁をもたなかった．近代において「万世一系」の国体イデオロギー
が創造されると，それまで京都で完結していた朝廷の祖先の場として、「古都奈良」が特別な意味をもっ
て発見され再浮上することとなった 34）．
この流れのなかで，奈良，京都が日本の「歴史」「伝統」「文化」を具現するものとして，近現代を通じ
て創りだされるようになる．奈良は「日本文化」創生の起点として，ギリシア文明に比するものとされた
のである．
1880 年代には興福寺が復興されるが，藤原氏の末裔である華族（近衛，九条，西園寺など）の権威づ
けのため，貴族院設立を射程においたものであったという 35）．さらに東大寺，法隆寺も経済的疲弊を
皇室への献納宝物（御物）によって，乗り越え復興していく 36）．ここにおいて，歴史的古代を表象する「古
都奈良」が初めて登場することとなったといえよう．奈良公園の開設はこの歴史的文脈のなかに位置づ
けられるのである．
3‒2．近代化，そして文化財化
旧興福寺の境内地から始まった奈良公園．相次いで開通した鉄道によって押し寄せて来る観光客の目
当ては巡礼地の南円堂であった．ところが，先述のように政治的な意図のもとに興福寺が復興されると，
それまでの公園の主要域が興福寺に戻された．結果的に奈良公園はその立地の中心を失い，その存続が
危惧されることとなった．そこで，新たな展開として求めたのが公園域を拡張するとともに，公園の近
代化，観光化であった．自然保護を園是としながらも，公園内の山林伐採・売却による収益といった，
いわば禁断の果実をかじりながら公園改良が展開された．
公園改良によって，公園域の性格も変化していった．奈良公園は旧寺社地から始まったことにより，
もともと「信仰の地」であり，いわば閉じられた性格のものであった．そこに運動場が設置されることに
よって，公共性を有する開かれた空間へと変化した．換言するならば，武士の専有物であった近世城郭
が明治以降に市民に開放され「近代」の公園となったように，奈良公園は近世においてもっぱら信仰者の
拠りどころであった地に，スポーツ施設がつくられることによって「近代」の公園となり市民の共有財産
となったのである．このことは，明治初めにフェノロサや岡倉天心らによって，仏像が信仰の対象から
鑑賞の対象へとその価値を転換させられた 37）のと同じように，スポーツ施設によって公園空間は聖地
から公共地へとその価値転換をみたことを教える．
D09141_69001815_9渡邉昌史.indd   85 2017/03/16   18:54:21
（渡邉）
－ 86 －
「静かなたたずまいの奈良公園 38）」もまた，きわめて現代的な属性である．1918（大正 7）年春，雑踏
する公園内で自動車が走行するのは危険だとして，県警察部は自動車走行禁止区域を設けている．同年，
国鉄や大軌 39）（現在の近鉄）を利用して奈良を訪れた人たちは 183 万人を超えた 40）．奈良公園は周辺を
寺社仏閣が取り巻き，内には総合スポーツ施設を抱え，多くの観光客，スポーツ愛好者が集うモダンな
空間であった．
昭和初期には大衆社会状況を背景にしたツーリズム，さらには紀元 2600 年奉祝の国家的祝祭のなか
で奈良公園は「聖地大和」の宣揚としての重要な観光資源と位置づけられたこととも相俟って，奈良公園
としての文化表象が確定してゆく．
ここで忘れてはならないのは近代に創りだされた「古都奈良」の文化表象は「神武創業」，すなわち神話
的古代の場である神武天皇陵・橿原神宮 41）と共にあったことである．「古都奈良」はその前提条件として，
「聖蹟」橿原と奈良が相即不離の関係にあるときに成り立つものであった．だが，敗戦後，国体イデオロ
ギーの否定により橿原神宮がそれまでの地位を失ったとき，その関係も絶たれた．そこで，「古都奈良」
の比翼の一方を欠いた奈良が，自らだけで「古都奈良」を背負って立とうとしたとき，その文化表象と相
容れなくなったのが奈良公園におけるスポーツ施設が内包する属性「近代性」であった．折からの観光
ブームの到来によって「古都奈良」が脚光を浴びれば浴びるほどに，その自己矛盾を深めていくことと
なった．
1966 年に公布された通称「古都保存法」が「わが国往時の文化の中心」として京都，奈良，鎌倉を「古都」
と規定した 42）ことも，奈良が「古都奈良」として独り立ちすることを後押しした．
「県整備基本計画」では奈良公園におけるスポーツ施設の撤去について「市街地及びその周辺でスポー
ツ施設が充実」したことを理由にあげているが，そこで何よりも希求されたのは「近代性」を「古都奈良」
の中心から周縁に移すことによる「古都」としての真正性の確保であったとみてよい．よって，奈良公園
からのスポーツ施設の撤去は，奈良公園それ自体を「文化財」化させていく流れのなかに位置づけられる
のである．
4．まとめに代えて
奈良公園は興福寺などの旧寺院境内地から始まった経緯から宗教性を帯びていた土地であり，いわば
「閉じられた」空間であった．そこに，春日野運動場がつくられることによって公共性を有する「開かれた」
空間となり，外来スポーツが内包していた属性「近代性」によって「近代」の公園へとその性格を変化させ
たのである．そして，「古都奈良」の核心となるためにスポーツ施設を除去することによって「近代性」を
放逐，「近代」との差異化を通じて奈良ブランドを確立させて来たのである．
注
＊図 2 ～ 7，図 9 はいずれも著者蔵．一部を抜粋．
 1） 奈良県土マネジメント部まちづくり推進局奈良公園室，奈良公園情報サイト「奈良公園・Quick Guide」，http://
nara-park.com/about.html，閲覧日 2016 年 9 月 7 日．
 2） 文化庁文化遺産リスト，古都奈良の文化財，http://bunka.nii.ac.jp/special_content/hlink7，閲覧日 2016 年 9 月 7 日．
 3） 奈良県土マネジメント部まちづくり推進局奈良公園室，閲覧日 2016 年 9 月 7 日．
 4） 2016 年現在，「奈良から J リーグへ」を標榜し活動するサッカーチーム「奈良クラブ」，そしてジャパン・プロ
フェッショナル・バスケットボールリーグ（B リーグ）に加盟する「バンビシャス奈良」などが，奈良を拠点とし
て活動している．いずれも名称，シンボルマークが鹿をモチーフ，すなわち奈良をイメージさせるものとなっ
ているが，これらは地域密着型としての表象であり，「古都奈良」と直接的な親和性をもつものではない．
 5） 奈良公園史編集委員会『奈良公園史』奈良県：奈良，pp. 93（1982）
 6） 白幡洋三郎『近代都市公園史の研究：欧化の系譜』思文閣出版：京都，p.180-181（1995）
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 7） 幕末から明治維新の神仏分離，さらに 1870（明治 3）年の太政官布告によって，境内地以外は上知となり，それ
を廃仏毀釈が追い打ちをかけた．五重塔は 250 円で売却され，購入者は塔に火を放って燃やし尽くし，残った
金具を拾うことを企図していたが，類焼を心配した付近住民の反対にあい，結果的に塔は破壊を免れたという．
 8） 奈良公園史編集委員会，pp.98-101
 9） 当初の公園地とされた興福寺の旧寺地には堺県出張所，遥拝所，堺県師範学校分局奈良学校などが置かれてい
た．
10） 奈良公園史編集委員会，p.106
11） 同，pp.157-194
12） 同，pp.157-164
13） 同，p.195
14） 1892（明治 25）年に大阪湊町から奈良へ鉄道が開通，1896（明治 29）年には京都から奈良へと通じ，1898（明治
31）年には加茂を経て名古屋まで至る民有鉄道が開設された．
15） 奈良公園史編集委員会，p.195
16） 白幡，pp.205-219
17） 日露戦争講和に不満を持つ民衆が集まり，焼き打ち事件のきっかけとなった大会が開かれたのもこの運動場で
あり，伊藤博文，大隈重信の葬儀も営まれた．戦後は，接収解除まで占領軍が野球場として使用していた（「東
京新聞」2015 年 6 月 11 日）
18） 1866 年生～ 1952 年没．日本の造林学，造園学の基礎を築いた林学者．ドイツで国家経済学を学び帰国後，林
学博士となり，日比谷公園の設計，明治神宮の森の造営に携わるなど，各地の公園設計に尽力した．明治の建
築界をリードした辰野金吾からの依頼を受けて，日比谷公園の設計に関わるのであるが，もともとは林業の専
門家で公園の設計は未経験であったため，本多自身がドイツで買い求めてきた造園の図面をそのまま利用して
設計した．
19） 白幡，pp.186-212
20） 同，pp.208-210
21） 奈良公園史編集委員会，p.255
22） 同，pp.247-255
23） 同，p.258
24） 同，p.257
25） 同，pp.258-259
26） 同，p.313
27） 丸山宏『近代日本公園史の研究』思文閣出版：京都，p.149（1994）
28） 奈良公園史編集委員会，pp.333-334
29） 奈良公園史編集委員会，p.12
30） 同，p.12．『奈良市の昭和』樹林舎：名古屋，p.33（2015）
31） 奈良県・（株）大塚造園設計事務所「奈良公園整備基本設計説明書」，p.7（1989）
32） 笹山晴生，佐藤信，五味文彦ほか『詳説日本史 B』山川出版社：東京，p.55（2015）
33） 高木博志『近代天皇制と古都』岩波書店：東京，p.77（2006）
34） 同，pp.57-89
35） 同，p. ⅺ
36） 1875 年に東大寺の「勅封宝物」は内務省へ移管，すなわち召し上げられた．法隆寺は 1878 年に宝物 322 点を献
納し 1 万円の下賜金を受けとった．
37） 木下直之『美術という見世物』平凡社：東京（1993）
38） 奈良県土マネジメント部まちづくり推進局奈良公園室，http://nara-park.com/about.html，閲覧日 2016 年 9 月 7 日．
39） 「だいき」．現在の近畿日本鉄道（近鉄）の直系母体にあたる私鉄会社「大阪電気軌道」の略称．当時このように呼
ばれていた．
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40） 奈良公園史編集委員会，p.280
41） 高木，p. ⅺ
42） 丸山宏・伊從勉・高木博志『みやこの近代』思文閣出版：京都，p.2（2008）
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本学教員の他学術雑誌掲載論文抄録
日本語日本文学科
日本語教育実習の場を構成する人々とその学び
上田和子・田中三恵（共著）
第 10 回国際日本語教育・日本研究シンポジウム
大会論文集編集委員会編
『変化する国際社会における課題と可能性』香港日
本語教育研究會，pp.172-189（2016）
　本稿は，大学の日本語教員養成プログラムにお
ける海外日本語教育実習を対象に，その意義を再
考するものである．実習＝インターンシップは，
教師となるために欠かせない訓練の場である．事
例研究では海外実習を構成する三者，即ち事前指
導担当【送り出し側教員】，実習授業指導担当【受
け入れ側教員】，【実習生】それぞれの立場から，
どのような実践知が生起しているのか検証した．
海外日本語教育実習は専門職としての技能育成だ
けでなく，三者それぞれが「他者と関係性を構築」
し，「多層的な自己と出会う」など，経験をメタ的
にとらえる場となっている．また多文化多言語環
境での実践は，21 世紀型グローバル人材育成の
文脈において，その価値を評価することができる．
健康 ･スポーツ科学科
スキー ･スノーボード産業における新商品開発の
マーケティング戦略～スノーゴーグルをモデルと
して～
穐原寿識
繊維製品消費科学学会誌，59巻，pp.59-81（2016）
　海外での日本人選手の活躍が目まぐるしいス
ノースポーツにおいて，国内のスノーアイテム市
場 の規模の拡大は伸び悩んでいる．それは従来
の中心ターゲット層であった若年層が市場から離
れて いる事が原因の一つである．若年層がスノー
アイテムを購入する際に，機能性，デザイン性，
そし て価格帯の設定といった購買における重要
な訴求点を，マーケティング ･ ブレンドによって
数値化を行いプロジェクトチーム全体で共通概念
とする．
　今回はスノーゴーグルを考察対象とし，一つの
モデルケースとする．その分析はターゲットとな 
るセグメントに対して行ったアンケート調査およ
び，スノーアイテム開発に携わる関係者へのイン 
タビュー調査から試みる．そのデータから実際に
商品開発を行い，市場への投入までを本論文では 
行う．若年層のスノーアイテム購入に対して有効
なマーケティング戦略は何が重要であるのかを， 
マーケティング ･ ブレンドよって仮説を立て考察
していく．
プロ野球２軍戦の観客数増加を目指したメディア
･プロモーション戦略の実践例
穐原寿識
スポーツ産業学研究，Vol.26，No.2　pp.165-169
（2016）
　スポーツ産業における様々な消費行動は，ス
ポーツを観戦する事から起点する．そのスポーツ
観戦に焦点をあて，いかに消費者を試合会場へと
本学教員の他学術雑誌掲載論文抄録
（人文・社会科学系）
2016 年 1 月～ 2016 年 12 月
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（人文・社会科学系）
動員させるか，影響を与えるコミュニケーション
･ アプローチの組み合わせを考察する．
　本研究では，観客動員数に伸び悩むオリックス
･ バファローズ 2 軍をモデルケースとし，2015 年
9 月 23 日に行われた公式戦を調査日と設定した．
その当日までに，様々なメディア・プロモーショ
ン戦略を行い，集まった観客動員数の測定と消費
者属性の調査によって，有効であったコミュニ
ケーション・アプローチの分析を行う．
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武庫川女子大学紀要投稿細則
平成 26 年 6 月 5 日　紀要検討委員会決定
Ⅰ　総　則
1 ．投稿資格　 　本紀要に投稿できるものは，委嘱を含む本学専任の教授，准教授，講師，助教，助手，
助手補，および副手とする．上記以外からの寄稿掲載は本委員会の審査の結果による．
ただし，本学専任講師以上との共同研究者を含むことはさしつかえない．
2 ．原稿内容　 　学術的研究領域における原著論文とする．ただし，価値ある調査報告および研究資料
はこの限りではない．また，抄録（和文）もあわせて巻末に掲載する．
3 ．著 作 権　 　掲載された論文の著作権は武庫川女子大学に帰属する．
4 ．用　　語　　日本語または英語とする．
5 ．編　　集
　　　　　　　ａ） 形態　　　人文・社会科学編および自然科学編として編集する．
　　　　　　　ｂ）  書式　　　人文・社会科学編は横書きを原則とし，紀要委員会が必要と認める場合
には縦書きも可とする．横書きは横一段として，縦書きは上下二段として組む．また，
自然科学編はすべて横書き，横二段として組む．
6 ．投　　稿　 　原稿はこの細則に従って，作成しなければならない．これに従っていない原稿は作成
のし直しを著者に求めることがある．投稿にあたっては，正副原稿（コピーでも可）各一
部を提出することとする．なお，写真はコピーとしないこと．原稿は，一編につき，刷
り上がり 9 頁以内とする．
7 ．審　　査　 　紀要委員会は 1 投稿論文につき，原則 2 名の査読者に審査を依頼する．査読者は論
文の総合評価について，掲載の可否の判断及び審査意見を付する．論文の採否は査読者
の評価を参考に紀要委員会が決定する．
8 ．そ の 他
　　　　　　　ａ）提出期限を過ぎた原稿は，その理由を問わず，これを受理しない．
　　　　　　　ｂ） 著者の校正は原則として 2 校までとする．校正に際しては，印刷上の誤り以外の字
句の訂正，挿入，および削除は，原則として認めない．
　　　　　　　ｃ） 別刷りは 50 部とする．これを超過する場合は研究費負担とする．
　　　　　　　ｄ） その他の必要事項は本委員会が定める．
　　　　　　　ｅ） この細則の改正は学部長会構成員，図書館長および紀要委員長からなる紀要検討委
員会の議を経たうえ，学長がこれを定める．
　　　　　　　ｆ） 紀要検討委員会の開催は，紀要委員長が発議し，学長がこれを招集する．
Ⅱ　原　稿
1 ．原　　稿
1） 原稿は原則として写植方式で作成する．すなわち，原稿の 1 枚がそのまま刷り上がりの 1 頁とな
るよう，図や表，写真なども，著者自身がアレンジして，原稿の中に組み込みいれておく．
2）提出原稿は A 4 判で作成する．
3） 将来の完全写植式への経過処置として，当面は図や表の入るべき所を白抜きとし，図，表を別に添
付して提出することを認める．
4）原稿の第 1 頁は次の順に従って作成する．
i） まず，表題（表題は正確，かつ簡潔に論文内容を表すものであること．また，副題は行を改めて
書くこと），著者名（さらに行を改めて中央に書くこと），所属（学部，学科を，さらに行を改めて
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中央に書く）の順に書く．
ii） 和文原稿の場合，原則として，表題，著者名，所属は欧文を添える．
iii） 次に欧文要旨（200 語前後）を置き，次に，論文の原稿受付日，受理日を欧文で記載し，以下本文
を続ける．
iv） ただし，人文・社会科学編においては，欧文の表題・著者名・所属および欧文要旨は別紙（A4 判）
に作成し，本文の後ろに添える．
5）緒言，方法，結果，考察，謝辞及び文献などの大見出しは 2  行取りとする．
6）原稿はワープロを用いて以下の要領で打つ．
i）和文原稿では　　人文・社会科学編の場合　　　　　　 1 頁 46 字× 45 行　 1 段
　　　　　　　　　ただし，縦書きが認められた場合　　 1 頁 32 字× 31 行　 2 段
　　　　　　　　　自然科学編の場合　　　　　　　　　 1 頁 22 字× 45 行　 2 段
ii） 欧文原稿では　　人文・社会科学編の場合　　　　　　 1 頁 96 字前後× 45 行　 1 段
　　　　　　　　　自然科学編の場合　　　　　　　　　 1 頁 46 字前後× 45 行　 2 段
7） 和文原稿の場合，文章は原則として簡潔にし，常用漢字，ひらがな，新かなづかいを用いること，
外国語音訳，生物の和名等はカタカナを用い，外国人名，生物学名などは原綴りを用いる．
8） 脚注は，関係する本文中の語の右肩に＊，＊＊などをつけ，その頁の下に横線を引き，その下側に
挿入すること．行間は 1 スペースとする．
9）活字書体の指定は別添資料に従うこと．
2 ．図・表・写真
1）同じデータを図と表の両者で示すことは許されない．
2） 図，表およびそれらのタイトルならびにその説明文は，和文原稿においても，原則として欧文で書
くこと．
3） 写真は図として取り扱い，図（写真），表にはそれぞれ番号（Fig.1，Fig.2，Table 1，Table 2 など）と
見出しを記入すること．
4） 図の番号（Fig.1，Fig.2 など）および見出しは図の下方に，表の番号および見出しは表の上に記入す
ること．
5）式は，原則としてワープロを用いて印書すること．
6）図や表，写真など別添原稿にして提出する場合．
i）原稿（写真の場合台紙）は本文と同じく A4 に合わせること．
ii） 図は，印刷に直接使用できるよう，白紙又は青色方眼紙に墨書きとし，文字を活字で入れる場合は，
鉛筆書きで記入すること．
iii） 原図は 1 ／ 2 に縮尺されることを考慮して作図すること．なお他の縮尺を希望する場合はその仕
様を朱書きで明示すること．
7）写真は鮮明なるものとし，必ず台紙（A 4 ）に貼ること．
8）写真，図等を台紙に貼る時は，製版上必要な場合に簡単に剥がれるよう配慮すること．
9） 写真中の文字などは写真の上に薄紙をかけ，指定する位置，文字などを青鉛筆（または青インク）で
明示し，委員にその旨伝えること．
3 ．参考文献
1）雑誌および単行本の引用の仕方
i）本文中の各引用箇所には語句の右肩に 1），2）…の引用番号を付けること．
ii） 文献はこの引用番号の順に，論文末尾に一括すること．
iii） 参考（引用）文献の記入は次の順に従うこと．
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⒜　雑誌の場合
1 ．著者名，2 ．誌名（欧文誌名はイタリック），3 巻（和欧ともゴシック）（号），4 ．ページ（始
め－終わり）， 5 ．発行年次
なお，号と発行年次には（　）をつける．
［例］3） Mukogawa, H., Nishinomiya, S. and Mukogawa, T., J. Biochem., 57, 456-461（1994）
 　　8）武庫川花子，武庫川太郎，栄養誌，40，1213-1215（1993）
⒝　単行本の場合
1 ．著者名， 2 ．書名（欧文書名はイタリック）， 3 ．発行所と発行場所（初版の場合は，第　
版は記さない）， 4 ．ページ（始め－終わり）， 5 ．発行年次（　）をつける．
［例］12） Epstein, E., Mineral Nutrition of Plant, John Wiley and Sons. Inc., New York, pp.187-205
（1986）
15） Geddes, R., in The Polysaccharides, ed. by Aspinall, G.O., Academic Press, London, vol. 3, 
pp.283-336（1985）
17）小林　悟，実験医学，共立出版，東京，vol. 1，pp.51-63（1987）
23）仁田　勇，X 線結晶，仁田　勇ら編，朝倉書店，東京，第 2 版．pp.937-954（1980）
2）文献には原則として，論文タイトルは付けないが，必要な場合はこの限りではない．
3）書物の書名は二重カギカッコを，論文タイトルは一重カギカッコをつけてもよい．
4） 自然科学編の投稿論文では，「ibid」や「同上」の省略形は用いず，所載誌（書）名を繰り返し記載する
こと．ただし，人文・社会科学編はこの限りではない．
［例］ 1） ヴァルデンフェルス，H.，（松山康国・川村永子訳）『絶対無』，法蔵館，京都，
pp.85-88（1986）
2）同上，p.121（1986）
3） 高橋　進「老・荘における自然」日本倫理学会・金子武蔵編『自然倫理学的考察』以文
社，東京，pp.104-106（1979）
4）中村　元『原始仏教の思想　上』（中村　元選集第 13 巻），春秋社，東京，pp.254-
260（1970）
5）前掲 1），pp.225-241（1986）
4 ．その他
1）本文原稿の各頁の下，中央部に，下記の要領で頁数（仮）を書き入れること．
　例）5 ／ 8（ 8 頁の原稿の 5 頁目）
　2）細則によることが著しく困難である場合は，著者の所属する学会の方式に従っても差し支えない．
　3） 原稿は正本一部，副本二部に USB メモリーまたは CD を添え，必要事項を記入した投稿申込書
とともに提出する．
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活字指定一覧表
和　文　論　文 欧　文　論　文
主　　　　題
副　　　　題
著　者　名
大　見　出（緒言など）
小　見　出
本文
本文中の欧語，数字
本文右肩へ添付の引用番号
本文 1，3-5）
受理年月日脚注題見出
文　献　欄
欧　文　項
　　主題
　　副題
　　著者名
　　本文（要約文）
図表の表題
16  P　並体（明朝）
14  P　並体
12  P　並体
12  P　太字体（ゴチック）
10.5  P　太字体
10  P　並体
10  P　Century
06  P　並体
08  P　並体
09  P　並体
　（欧文）
16  P　Cent. 頭のみ  Cap.
14  P　Cent. 頭のみ  Cap.
12  P　Cent. 頭のみ  Cap.
10.5  P　Cent.  Boldface
09  P　並体
16  P　Cent.（頭のみ  Cap.）
14  P　Cent.（頭のみ  Cap.）
12  P　Cent.（頭のみ  Cap.）
12  P　Gothic
10  P　Cent.
－－－
06  P　Cent.
08  P　Cent.
09  P　Cent.
　（和文）
16  P　並体（明朝）
14  P　並体
12  P　並体
10.5  P 並体
09  P　Cent.  Boldface
欧文人名
学名その他ラテン語
文献欄
　欧文雑誌及び書名
　雑誌の巻数（和欧とも）
頭のみ Cap. 後は小文字　Cent.（Rayan.R=Cap.）
Italic
Italic
Gothic
活字書体の指定（原稿に朱書きでアンダーライン）
　　　　Capital  Italic  Capital 
　　　　Small  Capital  Gothic  Italic 
　　　　Italic  Githic  Capital 
　　　　Gothic 
本文は句読点にする．
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武庫川女子大学紀要第　　巻投稿申込書
紀要編集委員会殿
　　　　下記のとおり，紀要
人文・社会科学
自 然 科 学
編に投稿したいので申し込みます．（投稿する方に○印）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　投稿者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属（学科・研究室）　　　　　　　　　　内線　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メールアドレス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１ 　表題
　　　和文：
　　　欧文：
２ 　著者名（共同執筆の場合のみ。次頁に投稿者を含め全員記入）
３ 　用語（該当語に○印）　　　　　　　　　　　　　　和文　　　　　欧文
４ 　原稿枚数	 5　提出メディア
　　　合計　　　　　　　　　　枚 FD，CD　 	　　　　　	　　
　　　　　　内訳　 １ ）本文　　　　　　　　　　枚　　　　　　　　　　　　 USB，その他　  
　　　　　　　　　 ２ ）図　　　　　　　　　　　枚
　　　　　　　　　 ３ ）写真　　　　　　　　　　枚（台紙の枚数）
　　　　　　　　　 ４ ）表　　　　　　　　　　　枚
6 　別刷り希望部数
　　　公費負担分 50 部＋研究費負担分（　　　）部　　　　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　部
審査員承認
　 １ ）氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　 ２ ）氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 切り取り線 　　　　　　　　　　　　　　　　　 割印 	
投稿論文受付票
　　　　　　　　　　　　　　　　殿
受付日	　　年　　　　月　　　　日
紀要編集委員会
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